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はじめに 

 

 

1855 年、パリ万国博覧会の開催を機に、Bordeaux（ボルドー）地方の Medoc（メドック）地区

にあるシャトーに対し、1 級から 5 級までの格付けが行われた。この格付けの下には crus 

bourgeois（クリュ・ブルジョワ）があり、その中に 3 つのランク分けがある。次いで現在は使われ

ていない crus artisans（クリュ・アルチザン）というのがあった。その下には Haut-Médoc（オー・

メドック）、Médoc（メドック）、Bordeaux Superieur（ボルドー・シュペリュール）、Bordeaux（ボルド

ー）まである。上から数えると 12 段階（クリュ・アルチザン除く）になる。 

日本で馴染みのないこの格付けを説明するには、相撲の番付を例にすると分かりやすい。

最上級は横綱で続いて大関・関脇・小結・前頭（筆頭から 17 枚目）がありこれらは幕内と呼ば

れる。その下に十両・幕下・三段目・序二段・序の口があり、上から数えると 10 段階（前頭の枚

数を入れると 26）もある。それぞれは勝ち負けの数によって昇格、降格があり、相撲ファンを楽

しませている。横綱は成績が悪ければ降格ではなく引退となってしまう。 

メドックの格付けは 1855 年から現在まで 160 年以上も経っているのに、その順列は変わっ

ていない。それほどの長い年月では、所有者は相続、売却、買収、寄贈、遺贈、婚資などで大

きく変遷していることは言うまでもなく、ぶどうの栽培技術やぶどう品種の栽培比率の変化、醸

造技術の進化、最高級のワイン造りから商業主義的なワインまでの方向性、など一様ではない

はず。また、ワインの評論家と知名度の高いイギリスのオークション会社 Christie's（クリスティー

ズ）で、ワイン部長を務めていた Michael Broadbent（マイケル・ブロードベント）や、ワイン専門

誌 Advocate（アドヴォゲイト）を創設したワイン評論家 Robert M. Parker（ロバート・パーカー）た

ちから、格付けシャトーに対する酷評を受けているにもかかわらず、一般ワイン市場での価格

はほぼ格付けの順位に添っている。相撲のように昇格や降格はないのか不思議でならない。

また、格付けされた当時、その順位にふさわしいワインが造られていたかも不明である。 

本著では、格付け当時のシャトーの状態を調べればヒントが見つかるかも知れないと思い、

それぞれのシャトーの成り立ちからの現在までの歴史を、可能な限り紐解いてみることにした。 

 

12 世紀、Bordeaux（ボルドー）が Aquitaine（アキテーヌ）と呼ばれた時代、イギリス領であっ

たという歴史があり、ボルドー産のワインはイギリス社会で人気を博していた。その後 100 年戦

争でフランスが勝利し領土はフランスに復帰する。その後ボルドーのワインはパリの王侯貴族

たちに愛されるようになる。 

18 世紀末、フランス革命が勃発する。当時のフランス王ルイ 16 世と、妃のマリー・アントワネ

ットは革命政府によって処刑されたことは良く知られているが、シャトーを所有していた貴族た

ちの多くも処刑され、その資産は没収され地所は競売にかけられていた。 

19 世紀後半、アメリカから持ち込まれたフィロキセラ（ぶどう根アブラ虫）により、ボルドーの

みならずフランス全土のぶどう畑が壊滅的な被害を受ける。「接ぎ木」という手法で何とか苦難

を乗り切り始めてはいたが、前後して発生するベト病やウドン粉病などにより、多くのシャトーの

ぶどう畑は打撃を受けてしまい経営難に陥っている。 
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20 世紀初頭、ヨーロッパ全体を巻き込む第一次世界大戦が勃発する。戦争が治まり復興の

機運が高まり始めた頃、アメリカに端を発する世界大恐慌が起こる。さらに追い打ちをかけるよ

うに第二次世界大戦へと突入する時代を迎え、多くのシャトーの経営は困難を極め地所の売

却を余儀なくされてしまう。 

このように時代の流れに翻弄されながら、シャトーの所有者も転々とする。 

 

本著では、メドックの格付けシャトーだけでなく、格付け下の Cru Bourgeois（クリュ・ブルジョ

ワ）と、Graves（グラーヴ）や St.Emilion（サンテミリオン）、Pomerol（ポムロール）、そして

Sauternes（ソーテルヌ）のシャトーに対しても、歴史の探索を行ってみた。 

 

格付けシャトーの中に同じ姓を持つものがいくつかある。例えば Pauillac（ポイアック）村の

Pichon Lalande（ピション・ラランド）や、Saint-Julien（サンジュリアン）村の Leoville（レオヴィル）

などが知られている。それらは元々同じ地所であったものが分割され、それぞれに新たな所有

者が生まれたことによる。分割されるまでは同じ歴を歩んでいるため、本文では「同じ姓を持つ

シャトーの誕生」として記載している。 

 

シャトー名に「Rothschild」と付くものがいくつかある。日本で、この文字のカタカナ表記を見

ると、フランス語発音の「ロッチルド」やドイツ語発音の「ロートシルト」、英語発音の「ロスチャイ

ルド」などが使われている。 

本文では、授業で使用している「ロートシルト」を使用する。 

 

栽培・醸造のデータでは、面積は買収や売却、分割などが繰り返されており時代と共に大き

く変化する。ぶどう品種の栽培比率も所有者が変わると変化することがある。生産量は毎年均

一ではないということと、生産者の意向によってワインのレベルをどの程度に保つかによって大

きく変化する。 

いずれにせよ、それぞれの数字は目安的なものと捉えてほしい。 
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Château Lafite Rothschild （シャトー・ラフィット・ロートシルト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Gascogne（ガスコーニュ：フランス南西部の古い地方名）の古語で、「小

高い丘」を意味する「La Hite（ラ・イット）」から「ラフィット」と呼ぶようになったという。 

 

【歴史】 

14 世紀、ラフィットの名は、Pauillac（ポイアック）村の農園として文献に登場する。その後の

年代は不明だが、ぶどう栽培を始めていたとある。 

 

17 世紀、地所は Marquis de Ségur（セギュール侯爵）家が所有者となる。 

後を継いだ Marquis Jacque de Ségur（ジャック・ド・セギュール侯爵）は、1670 年代から 80 年

代にかけてぶどう畑の拡張を行い、ワイン生産を本格化させている。 

 

1695 年、シャトーを相続した Marquis Alexandre de Ségur（アレキサンドル・ド・セギュール侯

爵）は、Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）の女性相続人と結婚する。それを機にセギュール侯爵

は、後に Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）を始め Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）、St.Estephe（サ

ンテステフ）村の Ch.Calon Ségur（シャトー・カロン・セギュール）となる地所など、広大な土地を

所有することになる。 

セギュール侯爵によって、ワイン生産の技術が改良されたことにより、寿命が長くクオリティ

の高いワインが出来るようになる。彼のワインはヨーロッパ各地の上流階級でもてはやされ、「ワ

インのプリンス」や「ぶどう園の王子」などと呼ばれたという。 

 

1716 年、アレキサンドル・ド・セギュールの息子 Marquis Nicolas Alexandre de Ségur（ニコラ・

アレキサンドル・ド・セギュール侯爵）が、シャトーを引き継いでいる。 

当時の主なワイン消費地は、歴史的な経緯から Aquitaine（アキテーヌ：現在のボルドー）地

方を領有していたイギリスが主であった。 

目次に戻る 
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時のイギリスの首相 Robert Walpole（ロバート・ウォルポール）は、シャトー・ラフィット 1 樽を

（ボトル約 300 本）を 3 ヶ月で消費したという。が、金は払っていなかったらしい。 

一方、フランスの宮廷では Guyenne（ギュイエンヌ：ボルドーの旧州名）のワインは、パリから

遠い地方にあるため格下のような扱いを受けており、王や貴族たちは Bourgogne（ブルゴーニ

ュ）地方のワインをこよなく愛して飲んでいたという。 

 

1760 年、ブルボン朝第 4 代のフランス国王、Louis XV（ルイ 15 世：在位 1715-1774）の愛妾

（あいしょう：お気に入りのめかけ）であった Mme de Pompadour（ポンパドゥール夫人）は、競売

に出されていたブルゴーニュの Romanée Conti（ロマネ・コンティ）の畑を手に入れようとしたが、

イタリアの Duc de Conti（コンティ公爵）の Louis François I（ルイ・フランソワ 1 世）に競売で競り

負けてしまった。 

それを見て、ギュイエンヌ総督の Baron de Richelieu（リシュリュー男爵）家の Maréchal（マレ

シャル：リシュリュー枢機卿の縁者）は、代わりにシャトー・ラフィットをポンパドゥール夫人に勧

めたところ、大変気に入られたという。以後、ヴェルサイユ宮殿の晩餐会では必ず提供されるよ

うになり、ボルドー・ワインは宮廷で脚光を浴びることになる。その中でもシャトー・ラフィットは

「王のワイン」という名誉を得たという。 

 

1765 年、ニコラ・アレキサンドル・ド・セギュールが亡くなると、子供に男子がいなかったため

所有していた多くのシャトーは 4 人の娘に分与された。その結果、ラフィットとラトゥールは以前

のように、別々の歴史を歩むことになる。 

 

ラフィットを相続した Nicolas Marie Alexandre de Ségur（ニコラ・マリー・アレキサンドル・ド・セ

ギュール）は、後に莫大な借金を抱えてしまいシャトーを手放すことになる。 

1784年、セギュール侯爵の親戚Nicolas Pierre de Pichard（ニコラ・ピエール・ド・ピシャール）

が、シャトーを取得する。 

しかし、その後に起きるフランス革命（1789-1799）でニコラ・ピエールはギロチンで処刑され、

シャトーの資産は革命政府によって没収され、地所は競売にかけられてしまう。 

 

1797 年、ラフィットを買収したのはオランダ籍の Jean de Witt（ジャン・ド・ウィット）という人物

であったが、その後の 1800 年にはオランダ籍の 3 人の商人に転売されている。 

 

1818 年、オランダで穀物卸売商を営みながら、皇帝 Napoléon Bonaparte（ナポレオン・ボナ

パルト：在位 1804-1814）に武器を供給していた、Inas Joseph Winterberg（イニャス・ジョゼフ・

ヴィンテーンベルグ）が新たな所有となる。 

その後、イニャス・ジョゼフが亡くなると、夫人の Lemer（ルメール）は 1821 年、イギリスの Sir 

Samuel Scott（サミュエル・スコット爵）にシャトーを売却する。 

このように所有者が転々とするなど、激しい時代の変化に翻弄されながらも、良質なシャト

ー・ラフィットとしてのワイン造りは継承されていた。 

目次に戻る 
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1855 年、メドック格付けでは「Premiers Crus（プルミエ・クリュ：1 級）」の認定を受ける。 

 

1868 年、Rothschild（ロスチャイルド）財閥の創始者、Mayer Amschel（マイヤー・アムシェル）

の5男で銀行家の、Jakob Mayer de Rothschild（ヤコブ・マイエール・ド・ロートシルト）によって、

競売に出されていたシャトー・ラフィットと、隣接する Ch.Carruades（シャトー・カリュアド：後にラ

フィットに統合）の地所を買収し、シャトー名を「ラフィット・ロートシルト」と改名した。カリュアドの

名称は、後にラフィットのセカンド・ワインに使われている。 

ヤコブ・マイエールはフランス移住後 James（ジェームス）と改名している。 

 

19 世紀後半にかけて、ワインの需要が拡大しメドック・ワインは好景気を迎えていたが、その

後に発生する病禍（フィロキセラやベト病、ウドンコ病など）や、第一次世界大戦（1914～1918

年）から続いて起こる世界大恐慌（1930 年代）などで、ラフィットは経済的に打撃を受けてしま

う。さらに第二次世界大戦（1939～1945 年）初期のドイツ軍の侵攻では、ドイツ軍の司令官に

よってシャトーは占拠されたうえ、ロスチャイルドがユダヤ系であったため、財産は没収のうえ

解散させられてしまった。 

 

大戦後の 1945 年末、Baron Ellie de Rothschild（エリー・ド・ロートシルト男爵）がラフィットの

所有権を取り戻し、シャトーの再生に着手するが 60 年代から 70 年代にかけてのラフィットのワ

インに過去の栄光は見られず、ワイン評論家たちから最悪の評価を受け続けていた。 

1974 年、エリー・ド・ロートシルトの甥、Baron Eric de Rothschild（エリック・ド・ロートシルト男

爵）がシャトーを引き継いでから、ワインの評価は高くなり過去の名声を取り戻していく。 

 

1988 年、南米チリのワイナリーLos Vascos（ロス・ヴァスコス）を買収する。 

1998 年、南米アルゼンチンの Catena（カテナ）家と提携した、Bodegas Caro project（ボデガ

ス・カロ・プロジェクト）を立ち上げ、2000 年から Malbec（マルベック）種から造る｢Caro（カロ）｣と、

マルベックとカベルネ・ソーヴィニヨンをブレンドした｢Amankaya（アマンカヤ）｣を発売する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 100ｈａ（敷地約 123ｈａ） 

栽培比率  

カベルネ・ソーヴィニョン 70％ 

メルロ 25％ 

醸造 ： 約 30 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Carruardes de Lafite 

（カリュアード・ド・ラフィット） 約 35 万本 
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現在、ロートシルト家がシャトー・ラフィット以外で所有しているもの。 

Médoc（メドック） 

Ch.Duhart-Milon Rothschild（シャトー・デュアール・ミロン・ロートシルト：4 級） 

Ch.Peyre Lebade（シャトー・ペイル・ルバード：ブルジョワ・クラス） 

Pomerol（ポムロール） 

Ch.L’Evangile（シャトー・レヴァンジル） 

Sauternes（ソーテルヌ） 

Ch.Rieussec（シャトー・リューセック：1 級） 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

逸話（1） 

ルイ 15 世は、当時 60 歳を過ぎていた Duc Richelieu（リシュリュー公爵）に「25 歳も若く見え

る」と言ったところ、リシュリューは「シャトー・ラフィットという若返りの水を見つけたのです」と答

えたそうだ。それを機に、ラフィットの所有者 Nicola Alexandre de Segur（ニコラ・アレキサンド

ル・ド・セギュール）は宮廷に招かれ、「王のワイン」という称号を授かったという。ちなみに、リシ

ュリューは 84 歳で 3 度目の結婚をし、92 歳で亡くなっている。 

余談 

スコッチ・ウイスキー「オールド・パー」のモデルとなった Thomas Parr（トーマス 

・パー）は、80 歳で初婚を迎えて、105 歳で浮気をして 1 児をもうけ、122 歳で 

再婚し 152 歳で亡くなったという。 

「酒は百薬の長」たる由縁かも。 

 

逸話（2） 

フランス革命の頃、当時 Versailles（ヴェルサイユ）にアメリカ合衆国大使として赴任していた

Thomas Jefferson（トーマス・ジェファーソン）は、1787 年 5 月にボルドー・ワインを調査した際、

ラフィットに魅せられ生涯の愛好者となったという。  

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

シャトー・ラフィットが残した過去の銘醸年 

1800 年代  32、48、64、65、70 

1900 年代  24、26、28、29、34、45、47、49、52、53、55、57、59、82 
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Château Latour （シャトー・ラトゥール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ラベルに描かれラトゥールのシンボルにもなっている「塔」に由来する。 

フランス語で「塔」は la Tour（ラ・トゥール）という。 

 

1331 年、大西洋からジロンド川を遡って侵入してくる海賊に対処するため、メドックの富豪

Gaucelme de Castillon（ゴーセム・ド・カスティヨン）は、Saint-Lambert（サン・ランベール）の地

に監視要塞（塔）を作る許可を得る。 

この Saint-Maubert（サン・モベール）と呼ばれた塔は、百年戦争（1337-1453）の時、フラン

ス王に雇われた Breton（ブルトン）人の兵によって守られていたが、イギリス軍との戦いで 3 日

間の包囲戦の末に敗れ占領された。 

1453 年、フランス軍は Castillon（カスティヨン）の戦いで勝利し、ボルドーの地をイギリスから

取り戻すが、フランス王の軍隊により塔は完全に破壊されてしまった。従って、当初の塔は現

存しない。 

塔の正確な場所は不明だが、ジロンド川岸から 300ｍほどの所にあり、現在のラトゥールの

ぶどう畑の南東に位置していたと考えられている。その頃の塔の形は、当時の建築技術のレ

ベルからすると四角形をした 2 階建てだったと推測されている。 

現在の丸みのある塔は、1620 年から 1630 年の間に再建されたもので、鳩小屋として使われ

ていたようだ。当時は「Saint Larbell（サン・ラーベル）の塔」と呼ばれていた。 

 

カスティヨンの戦いで、ボルドー市民からの要請で派遣されたイギリスの Tarbot（トールボッ

ト）将軍は、フランス軍に敗れ戦死するが、その名は、メドック格付け 4 級の Ch.Tarbot（シャト

ー・タルボ）に残されている。 

ボルドー市民がイギリス軍の援軍を依頼するというのは不思議な話だが、イギリスによる 300

年もの長い統治では、自国フランスの統治には不安があったようだ。 
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【歴史】 

1378 年、要塞（塔）を建築したメドックの富豪ゴーセム・ド・カスティヨンは、現在のシャトー・ラ

トゥールとなる地所に農園を作っている。 

 

16 世紀、哲学者 Montille（モンティーユ）のエッセイに「ラトゥール」の名前が登場する。その

頃のラトゥールは、共同所有者が小作農民から地代を受け取る、共同領主の土地だった。 

 

16 世紀後半、de Muret（ド・ミュレ）家によって、周辺の地に散在していたぶどう畑は一つに

集められている。 

 

1670 年、ブルボン朝第 3 代のフランス国王、Louis XIV（ルイ 14 世：在位 1643-1715）の秘

書を務めていた、Jabanne（ジャバンヌ）家が地所を買収する。 

 

1678 年、シャトー・ラトゥールは婚姻によって Clauzel（クローゼ）家の所有となる。それを機に、

クローゼ家によってぶどう栽培とワイン造りが始められている。 

 

1695 年、Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）を所有している Marquis Alexandre de Ségur（アレク

サンドル・ド・セギュール侯爵）と、クローゼ家の娘 Marie-Thérèse de Clauzel（マリー・テレーズ・

ド・クローゼ）が結婚することで、シャトー・ラトゥールはセギュール侯爵が所有することになる。 

 

1716 年、アレキサンドル・ド・セギュールの息子、Marquis Nicolas Alexandre de Ségur（ニコ

ラ・アレキサンドル・セギュール侯爵）は、シャトー・ラトゥールを含め後に Ch.Lafite（シャトー・ラ

フィット）や St.Estephe（サンテステフ）村の Ch.Calon Ségur（シャトー・カロン・セギュール）とな

る地所を含め、広大な敷地を相続する。 

この時代のシャトー・ラトゥールの評価は高く、当時、最も人気の高かった Ch.Margaux（シャ

トー・マルゴー）や Ch.Haut-Brion（シャトー・オーブリオン）のワインと同等の取引価格で扱わ

れていたという。 

 

1755 年、ニコラ・アレキサンドル侯爵が亡くなると、男子がいなかったためシャトーは 4 人の

娘が分割して相続する。 

1760 年、4 人の娘の中の 3 人がシャトー・ラトゥールの地を受け継いだ。 

相続した娘たちは自らシャトーの管理を行わず経営を委託していたが、そのワインは高い評

価を受けており、当時フランスに赴任していた、後のアメリカ合衆国大統領となる Thomas 

Jefferson（トーマス・ジェファーソン）やフランスの大臣たちに気に入られていたという。 

 

1787 年、「ラトゥール・ド・セギュール」の名称で第 1 級畑に格付けされる。 

 

フランス革命（1789-1799）が起きると、シャトーの資産は国家に没収された。その時の所有
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者であった Comte Ségur de Cabanac（セギュール・ド・カバナック伯爵）は、フランスを脱出しギ

ロチンによる処刑を免れている。 

1794 年、没収された地所は分割され競売にかけられたが、その後、1841 年までの間、所有

者は転々とする。 

 

1842 年、残されたカバナック家の一族たちは、地所が競売にかけられるよう当時の所有者

たちに働きかける。それをボルドーのネゴシアン（酒商）たちが協力しあって、資本の 20％を取

得した後、農業民事会社「シャトー・ラトゥール」を設立し、カバナック一族が株主となった。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Premiers Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1963 年、ラトゥールは Beaumont（ボーモン）家の手に渡る。 

セギュール家の相続人たちは、所有する株式の 4 分の 3 をイギリスの Lord Cordray（コード

レイ卿）率いる Conglomerate Pearson（コングロマリット・ピアソン） 傘下の財閥に売却した。 

ピアソン社は、シャトーの管理をHenri Martin（アンリ・マルタン）に委任し、支配人には Jean-

Paul Gardère（ジャン・ポール・ガルデール）を起用する。彼らは、ぶどう畑の拡充を図るとともに、

当時ボルドーでは初となる、発酵槽にステンレス・タンクを導入した。 

 

1966 年、シャトー・ラトゥールとしての品質に及ばないものを、セカンド・ワイン「Les Forts de 

Latour（レ・フォール・ド・ラトゥール）」の名称で発売を始める。 

アンリ・マルタンとジャン・ポールの二人は、1987 年に引退するまでの 24 年間、ラトゥールの

名声を守り続けた。 

 

1989 年、シャトーはイギリスの Allied Lions（アライド・ライオンズ）社が購入する。 

 

1993年、パリのデパート「Printemps（プランタン）」を所有し、ファッション系の「Gucci（グッチ）」

や「Yves Saint-Laurent（イヴ・サン・ローラン）」などを経営する、François Pinault（フランソワ・ピ

ノー）がシャトーを買収する。 

これにより 30 年ほどイギリス人による所有が続いたシャトー・ラトゥールは、フランス人の手に

戻ることになった。 

 

2008 年、3 名の人物から共同で、シャトー・ラトゥールを売却してほしいという申し入れがあっ

たという。 

一人は、大富豪の Bernard Magrez（ベルナール・マグレ）で、彼は Graves（グラーヴ）地区の

Ch.Pape Clément（シャトー・パプ・クレマン）やメドック格付け 4 級の Ch.La Tour Carnet（シャト

ー・ラ・トゥール・カルネ）、そして Sauternes（ソーテルヌ）地区の格付け 1 級の Ch.Clos Haut-

Peyraguey（シャトー・クロ・オー・ぺイラゲ)などを所有する。 

一人は、1974 年の映画「バルスーズ」で脚光を浴びた、フランス人の俳優・映画プロデュー
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サーの Gérard Depardieu（ジェラール・ドパルデュー）であるという。 

そして後の一人は、映画「007」シリーズ第 12 作「ユア・アイズ・オンリー」に出演していた、フ

ランス人の女優・モデルで知られる Carroll Bouquet（キャロル・ブーケ）だったという。 

この商談は成立しなかったようだ。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 65ｈａ（47ｈａはランクロと呼ばれる） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 75％  メルロ 20％ 

醸造 ： 約 40 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Forts de Latour（レ・フォール・ドゥ・ラトゥール） 約 14 万本 1966 年発売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サード・ワイン】 

Pauillac de Latour（ポイアック・ド・ラトゥール） 約 4 万本 1990 年発売 
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Château Margaux （シャトー・マルゴー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、村名の Margaux（マルゴー）に由来する。 

 

【歴史】 

10 世紀ころ、地所は土塊（つちくれ）を意味する「La Mothe（ラ・モット）」と呼ばれていた。 

 

12 世紀、農園として「La Mothe de Margaux（ラ・モット・ド・マルゴー）」の名が文献に登場す

る。 

 

当時、Aquitaine（アキテーヌ）と呼ばれていたボルドー地方は、イギリスの統治下にあったこ

とから、ボルドー・ワインは当時のイギリス王 Richard I（リチャード 1 世：在位 1189- 1199）を始

め貴族の間で飲用されていたという。 

 

1570 年代、新たな所有者となった貴族のひとり Pierre de Lesnac（ピエール・ド・レスナック）

は、Médoc（メドック）の地が将来ワイン産地として発展するのではと考え、1572 年から 1582 年

の 10 年の間に、それまでの穀物畑をぶどうに植え替え、ワイン生産に力を注ぎはじめ「シャト

ー・マルゴー」としての礎を築くことになる。 

18 世紀になると、シャトーの敷地は現在に近い面積（約 260ｈａ）まで拡大している。また、醸

造技術の進歩により味わいの完成度が高く、長期熟成に耐えるワインが生まれるようになる。 

 

ブルボン朝第 4 代のフランス国王、Louis XV（ルイ 15 世：在位 1715-1774）の愛妾（あいしょ

う：お気に入りのめかけ）であった Mme Pompadour（ポンパドール夫人）は、Ch.Lafite（シャト

ー・ラフィット）がお気に入りで宮廷に持ち込んだという話はよく知られている。だが、次の愛妾

となった Mme du Barry（デュ・バリー夫人）が、「シャトー・マルゴー」を宮廷に持ち込み愛飲し

たことはあまり知られていない。 

18 世紀末、シャトーは大富豪 Joseph de Fumel（ジョセフ・ド・フュメル）と、娘の Marie Louise
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（マリー・ルイーズ）が所有する。 

シャトーの管理人を任命された Berlon（ベルロン）は、ぶどう品種別に畑を区分けしたり、黒

ぶどうと白ぶどうを別々のタンクで発酵させたり、ぶどうを収穫する時の時間を決めるなど、当

時としては画期的な手法を取り入れている。 

 

フランス革命（1789-1799）が起きると、貴族たちは人民の敵とみなされ、フュメル親子も共に

ギロチンにかけられ処刑された。シャトーの資産は国家に没収され、地所は競売にかけられて

しまう。 

落札したのは、フュメルの義理の娘 Laura Fumel（ローラ・フュメル）だったが、その後資金繰

りに困窮しシャトーは再び売却されることになる。 

1801 年、スペイン出身の大富豪 Marquis de la Colonilla（ラ・コロニヤ侯爵）の Bertland Dua

（ベルトラン・ドュア）がシャトーを購入する。 

ベルトラン・ドュア・コロニヤ侯爵は、ボルドー出身の建築家 Louis Combe（ルイ・コンブ）に依

頼し、現在のラベルに描かれているギリシャ神殿風のシャトーの建造を 1810 年に着手し、5 年

後の 1815 年に完成させた。 

コロニヤ侯爵は翌 1816 年に亡くなったため、新築のシャトーに住むことはなかった。 

 

1830年、シャトーを相続したコロニヤ侯爵の子どもたちは、ワインに興味を持たなかったため

売りに出してしまう。 

購入したのは、莫大な資産を持っていた銀行家で、後にイタリアの作曲家 Rossini（ロッシー

ニ）のパトロンとなった Alexandre Aguad（アレクサンドル・アグア）だった。しかし、アグアは 1836

年に若くして亡くなる。 

その後、シャトーの新たな所有者となったのは、フランス皇帝 Napoléon III（ナポレオン 3 世：

在位 1852-1870）の皇后 Eugénie de Montijo（ウジェニー・ド・モンティジョ）の侍女を務めてい

た、スコットランド人女性 Emily MacDonnell（エミリー・マクドネル）であった。エミリーは、その後

アレクサンドル・アグアの息子と結婚する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Premiers Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

シャトー・マルゴーは格付け 1 級の認定後に黄金期を迎えるが、皇帝ナポレオン 3 世の失

脚により皇后ウジェニーはイギリスへ亡命してしまう。後ろだけを失ったマルゴーは、1879 年、

銀行家の Comte Pile Will（ピル・ウィル伯爵）に売却された。 

1896 年、ウィル伯爵は Pierre Morrow（ピエール・モロー）にシャトーの経営を任せる。 

1906 年、ピエール・モローは、シャトー・マルゴーを株主制とする組合を設立したり、今では

ボルドーのワイン全てのラベルに記載されている、「シャトー元詰め」を意味する「Mise en 

bouteille au château（ミザン・ブティユ・オ・シャトー）」の文字表記を義務付けるよう、全てのシャ

トーに働きかけている。 

1921 年、シャトーは企業連合によって買収され会社組織となる。 
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1934 年、企業連合のひとり、ボルドーのネゴシアン（酒商）Fernand Ginestet（フェルナン・ジ

ネステ）は、シャトーの株を買いて集めて単独所有者となる。 

1949 年、フェルナンの息子 Pierre Ginestet（ピエール・ジネステ）が後を継いだが、その後の

マルゴーは 70 年代後半まで過去の名声を失っていく。 

1973 年、世界的に発生した石油危機「オイルショック」によって、ワイン価格の大暴落を引き

起こす。その影響で、ジネステ社は大きな損失を出してしまい、経営難に陥りシャトーの売却を

余儀なくされた。ジネステ社の最盛期には、メドック格付け 2 級の Ch.Cos d’Estournel（シャト

ー・コス・デストゥーネル）や、St.Emilion（サンテミリオン）地区の格付け 1 級「B クラス」の Clos 

Fourtet（クロ・フールテ）なども所有していた。 

 

1976 年、シャトー・マルゴーを買収したのは、当時フランス全土で 1600 店ものスーパー・マ

ーケットを経営し、パリ最大の酒屋 Nicolas（ニコラ）の大株主であった、ギリシャの大富豪 Andre 

Mentzelopoulos（アンドレ・メンツェロプロス）であった。 

アンドレ・メンツェロプロスは、ボルドー大学の醸造学者 Emile Peynaud（エミール・ペイノー）

博士を招き入れ、マルゴーの再生を図る。その成果はすぐに表れ、1978 年産のマルゴーはボ

ルドー・ワインで一番という評価を得ている。続く 79 年産もボルドーで最高クラスの評価を受け

るなど、マルゴーは過去の名声を取り戻すことに成功する。 

 

1980 年、アンドレ・メンツェロプロスが亡くなる。 

シャトーは娘の Corinne Mentzelopoulos（コリーヌ・メンツェロプロス）が後を継ぎ、シャトーの

総支配人に Paul Pontallier（ポール・ポンタリエ）を招き入れ運営を任せている。 

 

1990 年代初め、コリーヌは当時イタリアの自動車会社フィアットの社長であった Gianni 

Agnelli（ジャンニ・アニェッリ）に、シャトーを含むメンツェロプロス家の経営を頼っていた。 

2003 年、アニェッリ・グループがシャトー・マルゴーから撤退したため、コリーヌはグループが

所有していた持ち分を買い取り、シャトーの単独所有者となる。 

2016 年、ポール・ポンタリエが亡くなる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 94ｈａ（白ぶどう畑 12ｈａ含む）敷地 262ｈａ 

栽培比率 

（黒ぶどう） カベルネ・ソーヴィニヨン 75％  メルロ 20％ 

（白ぶどう） ソーヴィニヨン・ブラン 100％ 

醸造 ： 約 20 万本 

 

 

 

【セカンド・ワイン】 
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Pavillon Rouge du Ch.Margaux（パヴィヨン・ルージュ・デュ・シャトー・マルゴー） 約 20 万本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サード・ワイン】 

Margaux du Ch.Margaux（マルゴー・デュ・シャトー・マルゴー） 1997 年発売 

 

白ワイン（アペラシオンはメドック） 

Pavillon Blanc de Ch.Margaux（パヴィヨン・ブラン・ド・シャトー・マルゴー） 約 3 万本 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

逸話（1） 

イギリス初代首相 Robert Walpole（ロバート・ウォルポール：1676－1745）は、3 ヶ月に 4 樽

（1 樽約 300 本）ものシャトー・マルゴーを購入して飲んでいたという。が、代金は支払ってい

ないらしい。 

 

逸話（2） 

アメリカの文豪 Hemingway（ヘミングウェイ）は、シャトー・マルゴーを愛したあまり、孫娘に

マルゴー（英語読みでミーゴ）の名をつけたという。 

 

逸話（3） 

社会学者 Engels（エンゲルス）に「あなたにとっての幸せは」という質問に対し、「シャトー・

マルゴー1848」と答えたという。 

 

逸話（4） 

俳優の Charles Chaplin（チャールズ・チャプリン）は、77 歳のとき、73 年を経た 1893 年も

ののシャトー・マルゴーをうっとりと飲み干したという。 

 

 

目次に戻る 



- 20 – 

Château Haut-Brion （シャトー・オーブリオン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Gascogne（ガスコーニュ：フランス南西部の古い地方名）の古語で、

Haut-Brion（オー・ブリオン）「小さな丘の頂点」に由来する。 

時代は不明だがオーブリオンと続けて呼ぶようになった。 

 

【歴史】 

1423 年、オーブリオンと呼ぶ地所でぶどう栽培が行われていたという記録が残されている。 

実際には、それより古くローマ時代からぶどう畑はあったという説もある。 

 

1509 年、オーブリオンの地所は Jean de Ségur（ジャン・ド・セギュール）が購入する。 

その後、général-amiral Philippe de Chabot（フィリップ・ド・シャボ海軍大将）が所有していた

とある。 

 

1525 年、ボルドー市の高等法院に勤め、実業家でもあった Jean de Pontac（ジャン・ド・ポン

タック）は、当時オーブリオンを含む多くの地所を所有していた Libourne（リブルヌ）市長の娘

Jeanne de Belon（ジャンヌ・ド・ベロン）と結婚する。その時の持参金としてオーブリオンの地所

がもたらされたことから、ジャン・ド・ポンタックが所有者となる。 

1533 年、ジャン・ド・ポンタックはオーブリオンの邸宅を購入する。 

1549 年、ポンタックは敷地を開拓し、ぶどう栽培とワインの生産を始める。 

 

1649 年、地所を相続した Arnault III de Pontac（アルノー3 世・ド・ポンタック）は、息子の

François Auguste de Pontac（フランソワ・オーギュスト・ド・ポンタック）に、本格的なワイン生産を

始めるよう命じる。 

ポンタック家によるワイン造りでは、樽から蒸発して目減りするワインを補う作業「ouillage(ウィ

目次に戻る 



- 21 – 

ヤージュ)」や、樽から樽へワインを移し換える際に澱引き作業「soutirage（スーティラージュ)」を

導入するなど、近年のワイン醸造に用いられている手法を考案している。 

 

この当時のオーブリオンは、主にイギリスに向け販売されていた。 

1660 年、イングランド王 Charles II（チャールズ 2 世：在位 1660-1685）のワイン・セラーに、

｢Hobrriono（オブリオーノ）｣の名称で保管されていた記録が残されている。 

1663 年、ロンドンにある Royal Oak Tavern（ロイヤル・オーク・タバーン）という店で、｢Ho 

Bryean（ホー・ブライアン）｣という名で飲まれていたという記録がある。 

 

この頃、現在のMédoc（メドック）地区では、一部を除きぶどう栽培とワイン醸造は行われてお

らず、ワイン生産はシャトー・オーブリオンを中心とした Bordeaux（ボルドー）市の郊外から南に

広がる Graves（グラーヴ）地区が盛んであった。 

 

1666 年、ロンドンで 1,600ｈａあまりを焼き尽くす大火があった。その後の復興を機に、フラン

ソワ・オーギュストは、ロンドンのテムズ河沿いに｢L’Eseigne de Pontac（レセーニュ・ド・ポンタッ

ク：ポンタックの看板）｣という、高級料理と酒を提供する居酒屋兼旅籠を出し、料理人はポンタ

ック家から派遣していた。その時のオーブリオンは、他の高級ワインの 3.5 倍ほどの値を付けて

いたにも関わらず、ワインと店の評価は高く「ロンドンでただ一つの小粋な店」と賞されていた。 

この店が現在のレストランの原型といわれる。 

1679 年、時のイングランド政府によるフランス・ワイン全面輸入禁止措置があったが、レストラ

ンは 1780 年に取り壊されるまで 110 年以上も営業を続けた。 

 

17 世紀末頃までに、オーブリオンの地所は 264ｈａにまで拡大し、その内の 38ｈａほどがぶど

う畑であった。その頃のワインは、オーブリオンの名ではなく「Pontac まはた Pontack（ポンタッ

ク）」の名で売られ人気を博していたという。 

 

フランソワ・オーギュストが亡くなると、オーブリオンの地所は義理の甥 François Joseph de 

Fumel（フランソワ・ジョゼフ・ド・フュメル）が 3 分の 2 を相続する。残りの 3 分の 1 は、ラトレーヌ

の領主であった Comte Louis Arnault（ルイ・アルノー伯爵）が相続している。 

フュメル家は一時期、後にメドック格付け 1 級となる Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）も所有

していた。 

 

フランス革命（1789-1799）が起こると貴族たちは人民の敵とみなされ、フランソワ・ジョゼフは

ギロチンにかけられ処刑された。シャトーの資産は没収され、地所は分割されて競売にかけら

れてしまう。 

 

1801 年、オーブリオンは、Duc Bénévent（ベネヴェント）公爵の Talaren（タレーラン）が取得

し 3 年間ほど所有する。 
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その後の 1804 年から 1836 年の 32 年間、オーブリオンの所有者は次々と代わり、ワインの

評価は低迷を続ける時代を迎え、ぶどう畑の管理もおざなりになっていた。 

 

1836 年、競売に出されていたオーブリオンを Joseph Eugene Larue（ジョゼフ・ウージェーヌ・

ラリュー）が購入し、1841 年には新らたな酒蔵を Duc Catlan（カトラン公爵）から購入するなど、

設備の改良に着手する。 

ジョゼフ・ウージェーヌは、1694 年にフランソワ・オーギュストが亡くなった後、バラバラになっ

ていた地所を買い集め元の一つの敷地にまとめている。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Graves（グラーヴ）地区のシャトー・オーブリオンではあるが、

特別枠として Premiers Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

ラリュー家は 1923 年までオーブリオンを所有するが、家族による株主が多くなりすぎたことで

問題が生じ、シャトーは売却せざるを得なくなる。 

 

1935 年、アメリカの銀行家でニューヨーク最大の財閥 Clarence Dillon（クラレンス・ディロン）

がオーブリオンを購入し、シャトーの管理は甥の Seymour Uerer（セイモア・ウェラー）に任せて

いる。 

セイモア・ウェラーは 50 年間務めていた間に、庭園の整備やワイン蔵の清掃、新たな醸造

設備の導入など行っている。 

クラレンス・ディロンは、シャトーの新たな責任者としてメドック格付け 2 級の Ch.Cos 

d’Estournel（シャトー・コス・デストゥーネル）で働いていた Georges Delmas（ジョルジュ・デルマ）

を雇用する。 

オーブリオンの特徴あるボトルの型は、1958 年のヴィンテージ（1960 年の説もある）から使わ

れ始めた。 

 

1961 年、ジョルジュ・デルマが引退すると、ジョルジュの息子の Jean Bernard Delmas（ジャ

ン・ベルナール・デルマ）がシャトーの管理を継いでいる。 

1975 年、83 歳になったセイモワ・ウェラーは社長を引退する。その後は、Duc Musi（ムシー

公爵）夫人となる Joan Dilｌon（ジョアン・ディロン）が経営を引き継いでいる。 

 

この頃、オーブリオンと道路を挟んで向かいにある Ch.La Mission Haut-Brion（シャトー・ラ・

ミッション・オーブリオン）のワインとは、絶えずライバル的に比較されることが多く、特に 1970 年

代から 1980 年代初期にそのピークを迎えた。それも 1983 年、クラレンス・ディロンがラ・ミッショ

ン・オーブリオンを購入したことで終止符が打たれる。 

 

2003 年、責任者として勤めていたジャン・ベルマールは引退し、後は 3 代目となる息子の

Jean Philippe Delmas（ジャン・フィリップ・デルマ）が継いでいる。 
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2007 年、ディロン家による所有が 75 周年になるのを記念し、それまで長く使用していたセカ

ンド・ワイン「Ch.Bahans Haut-Brion（シャトー・バーン・オー・ブリオン）」の名を、「Le Clarence 

de Haut-Brion（ル・クラレンス・ド・オーブリオン）」と改名している。 

 

2008 年、18 歳からシャトーの取締役を務めていた Luxembourg（ルクセンブルク）大公国公

子 Robert de Luxembourg（ロベール・ド・リュクサンブール）が、副社長に就任する。 

 

シャトー・オーブリオンでは、少量ではあるが「Ch.Haut-Brion blanc（シャトー・オーブリオン・

ブラン）」の名で白ワインを生産している。その白のセカンド・ワインもある。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 50ｈａ（白ぶどう用約 2.8ｈａ含む） 

栽培比率  

（黒ぶどう） カベルネ・ソーヴィニヨン 45％  メルロ 40％  カベルネ・フラン 15％ 

（白ぶどう） ソーヴィニョン・ブラン 60％  セミヨン 40％ 

 

醸造 ： 赤ワイン 約 17 万本 

白ワイン 約 7,000 本 

 

【セカンド・ワイン】 

Le Clarence de Hart-Brion（ル・クラレンス・オーブリオン） 約 9 万本 2007 年改名 

旧名：Ch.Bahanｓ Hart-Brion（シャトー・バーン・オーブリオン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【白のセカンド・ワイン（アペラシオンはペサック・レオニャン）】 

La Clarté de Haut-Brion（ラ・クラルテ・ド・オーブリオン） 2009 年改名 

旧名：Les Plantiers du Haut-Brion（レ・プランティエール・デュ・オーブリオン） 
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Château Mouton Rothschild （シャトー・ムートン・ロトシルト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、小高い丘を意味する｢Motte de Terre（モット・ド・テール）、または Motte 

detew（モット・ドテュウ）｣か、同じ小高い丘を意味する「Mothe（モット）」に由来するといい、それ

に似た発音で「羊」を意味する｢Mouton（ムートン）｣になったとされる。 

 

【歴史】 

1853 年、当時 Ch.Brane Mouton（シャトー・ブラーヌ・ムートン）と呼ばれていた地所を、

Baron Nathaniel de Rothschild（ナサニエル・ド・ロートシルト男爵）が買収し、シャトー名を「ムー

トン・ロートシルト」に改名した。 

 

1855 年、メドックの格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

所有者となったロートシルト男爵は最良のワインを造り始めたようで、市場での取引価格はメ

ドック格付け 1 級の Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）や、Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）に肩を

並べるほどであった。 

当然、格付けが始まる時の予想では 1 級の認定を受けると思われたが、結果は 2 級のトップ

に位置付けられた。 

シャトーを買収してから 2 年ほどという短い時間と、旧名のシャトー・ブラーヌ・ムートンの過

去のワインに目立った評価がされていなかったというのが、1 級の認定を受けられなかった要

因かと思われる。 

この結果をロートシルト男爵は納得せず、次の言葉をラベルに記載した。 
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「Premier ne puis, second ne daigne, Mouton suis.」 

（1 級にはなれないが 2 級には甘んじられぬ、ムートンはムートンなり） 

 

1922 年、息子の Baron Philippe de Rothschid（フィリップ・ド・ロートシルト男爵）が、シャトー

の運営を受け継ぐ。 

1924 年、フィリップ男爵はボルドーで初となるシャトーでの元詰めを開始する。 

 

1973 年、当時農業大臣を務めていた Jacques Chirac（ジャック・シラク）は、シャトー・ムートン

に対しメドック格付けPremiers Crus（プルミエ・クリュ：1級）への昇格を認める省令に署名する。

ジャック・シラクは後にフランス大統領になる。 

ムートンはその結果を踏まえ、ラベルに次の言葉を記載する。 

 

「Premier je suis, Second je fus, Mouton ne change.」 

（今 1 級なり、過去 2 級なりき、されどムートンは不変なり） 

 

1980 年、フィリップ男爵はカリフォルニアの Robert Mondavi（ロバート・モンダヴィ）社と提携

し、プレミアム・ワイン「Opus One（オーパス・ワン）」を設立する。 

 

1988 年、65 年間シャトー・ムートンの運営に携わってきたフィリップ男爵が亡くなる。 

シャトーは、娘の Philippine de Rothschild（フィリピーヌ・ド・ロートシルト）が後を継ぎ現在に

至っている。 

1997 年、南米チリの生産者 Concha y Toro（コンチャ・イ・トロ）社と提携し、商標ワインの

「Almaviva（アルマヴィヴァ）」を発売する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 75ｈａ 

栽培比率  

カベルネ・ソーヴィニヨン 80％ 

メルロ 10％ 

カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 30 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Le Petit Mouton de Mouton Rothschild 

（ル・プティ・ムートン・ド・ムートン・ロートシルト）  

約 20 万本 1993 年発売 
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【シャトー・ムートンのラベル】 

1945 年、第二次世界大戦の戦勝を意味する、ヴィクトリーの「V」をデザインしたラベルを使

用する。それを機に、1946 年より世界の著名画家による絵をラベルに掲載するアイデアを取り

入れ、ワイン愛好家たちを楽しませている。いくつかの例を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦勝記念 ナサニエル・ロートシルト男爵 1級昇格 ピカソ画 アンディ・ウォーホル画 

エリザベス皇太后訪問記念 フィリップ男爵肖像画 

フィリピーヌの肖像画 

ナサニエル・ロートシルト男爵 

ボトルにエッジングで羊を彫る 
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2 つの「Rauzan（ローザン）」の誕生 

 

【2 つの「Rauzan（ローザン）」が誕生するまでの歴史】 

1661 年、Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）の支配人を務め、ネゴシアン（酒商）も営んでい

た Pierre des Mejour de Rauzan（ピエール・デ・メジュール・ド・ローザン）は、シャトー・マルゴー

近隣の地所を購入し「シャトー･ローザン」を創設する。 

当初から良質なワインを生産していたという。 

 

フランス革命（1789-1799）が起こると、シャトーの資産は国家に没収され地所は分割され競

売にかけられる。 

 

2 つに分割された地所の 3 分の 2 は、Baron Rauzan（ローザン男爵）家の Mme Ségla（セグラ

夫人）が取得し、シャトー名を「Ruazan Ségla（セローザン・セグラ」とした。 

 

3 分の 1 は、政治家であった Ségur de Gassieｓ（セギュール・ド・ガシー）が取得し、シャトー

名を「Rauzan Gassies（ローザン・ガシー）」とした。 

 

こうして、次のローザンの性を持つ 2 つのシャトーが生まれる。 

 

＊ Château Rauzan Ségla （シャトー・ローザン・セグラ） 

＊ Château Rauzan Gassies （シャトー・ローザン・ガシー） 
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Château Rauzan Ségla （シャトー・ローザン・セグラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Rauzan（ローザン）と、後に所有者となった Mme Ségla

（セグラ夫人）に由来する。 

 

【その後の歴史】 

1855 年、メドックの格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2）の認定を受ける。 

 

1866 年、新たな所有者となった Durand Dash（デュラン・ダシュ）は、シャトー名のアルファベ

ットの「Rauzan」の（ｚ）を（ｓ）に変え「Rausan」とした。なぜ変更したかは不明。 

 

1903 年、ネゴシアン（酒商）を営む Frederick Cruse（フレデリック・クリューズ）がシャトーを買

収するが、クリューズ家によるシャトーの管理には問題があったようで、その後のローザン・セグ

ラのワインの評価は下降の一途をたどってしまう。 

 

1956 年、ボルドー全域を襲った大規模な霜害でワインは大幅な減産となり、クリューズ社は

経済的に大きな損失を出してしまい、シャトーを手放さざるをえなくなる。 

1957 年、シャトーは Meslon（メスロン）により買収される。 

1960 年、イギリスの John Holt（ジョン・ホルト）社がシャトーを買収し、管理はホルト社が買収

していたネゴシアンの Echenaue（エシュノエ）社に行わせた。 

 

1903 年から 1980 年代の初めまで、クリューズ社からメスロン、そしてホルト社と所有者は変

遷するが、この間のローザン・セグラは「2 級にあらず」との酷評を受け続ける。 

 

1983 年、メドック格付け 4 級 Ch.Prieure Lichine（シャトー・プリュレ・リシーヌ）の所有者、
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Alexis Lichine（アレクシス・リシーヌ）が経営する会社の、元社長 Jacque Theo（ジャック・テオ）

がローザン・セグラの管理を引き継いだ。 

ジャック・テオはワイン・コンサルタントに、ボルドー大学の醸造学者 Emile Peynaud（エミー

ル・ペイノー）博士を招き、シャトーの改革を行い始める。 

1986 年には醸造設備も一新した。結果、ローザン・セグラはメドック格付け 2 級としての評価

を取り戻すことに成功する。 

 

1989 年、シャトー・ローザン・セグラとネゴシアンのエシュノエ社は、共にイギリスの Blend 

Walker（ブレント・ウォーカー）社に売却され、更にイギリスの Ortho Frère et Fils（オルト・フレー

ル・エ・フィス）社に転売された。 

 

1994 年、化粧品やファッション界で世界的に知られる、Coco Chanel（ココ・シャネル）のオー

ナーWelt Heimer（ヴェルト・ハイマー）によってシャトーは買収される。それを機に、シャトー名

のアルファベット「Rausan」であったものを、元の（ｚ）を使った「Rauｚan」に変更している。 

ヴェルト・ハイマーは、シャトーの管理に Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）の元支配人であっ

た John Kolasa（ジョン・コラサ）を任命し、ワイン・コンサルタントには取締役を務めていた Devid 

Oh（デヴィット・オー）を招いている。 

 

エシュノエ社が経営していた時代のローザン・セグラは、生産量が 20 万本ほどであったが、

シャネル・グループはそれを 14 万本以下に抑えるよう収量制限を行っている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 66ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 55％  メルロ 40％ 

醸造 ： 約 14 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ségla（セグラ） 約 14 万本 
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Château Rauzan Gassies （シャトー・ローザン・ガシー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Ségur de Gassieｓ（セギュール・ド・ガシー）に由来する。 

 

【その後の歴史】 

1855 年、メドックの格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1860 年代、ボルドーで発生する病禍（フィロキセラやベト病、ウドン粉病など）や、20 世紀初

頭に勃発する第一次世界大戦（1914-1918）、アメリカに端を発する世界恐慌（1930 年代）など、

続いて起こる数々の苦難を乗り越えていたガシー家ではあったが、第二次世界大戦（1939-

1945）を迎えては、経済的に困窮しシャトーを売却せざるを得なくなる。 

 

1946 年、大戦後、メドック格付け 5 級 Ch.Croize-Bages（シャトー・クロワゼ・バージュ）を所有

する、Paul Quie（ポール・キエ）によってシャトーは買収された。 

 

1968 年、ポール・キエの息子 Jean Michel Quie（ジャン・ミッシェル・キエ）が、シャトーの運営

を引き継いでいる。 

 

2001 年、ジャン・ミッシェルの子供 Anne François Quie（アン・フランソワ・キエ）と、Jean 

Philippe Quie（ジャン・フィリップ・キエ）の二人が経営に参画している。 

このように数々の所有者によって管理されてきたシャトー・ローザン・ガシーではあるが、その

ワインは歴史的に格付け 2 級シャトーとしての評価を受けることは、ほとんど無く安定性にも欠
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けていた。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 25ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 65％  メルロ 25％ 

醸造 ： 約 9 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Gassies（ガシー） 

旧名 Chevalier de Rauzan Gassies（シュヴァリエ・ド・ローザン・ガシー） 
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3 つの「Léoville（レオヴィル）」の誕生 

 

【3 つの「Léoville（レオヴィル）」が誕生するまでの歴史】 

St.Julien（サンジュリアン）村の北部、Pauillac（ポイアック）村に隣接するあたりに、「Léoville 

（レオヴィル）」と呼ばれる広大な土地があった。 

 

1638 年、ボルドー市の財政部長を務めていた Jean de Moitié（ジャン・ド・モワティエ）は、レ

オヴィルの土地を買収した後、開拓してぶどう栽培を始める。ワイン商も営んでいたジャンは、

その後、近隣の土地を次々買収し広大な敷地を所有したことから、その地域は「mon Moitié

（モン・モワティエ）：モワティエさんのもの」と呼ばれるようになる。 

 

ジャン・ド・モワティエが亡くなると、娘の Jeanne（ジャンヌ）が地所を相続する。彼女は、後に

Léoville（レオヴィル）家の Alexandre de Gask（アレクサンドル・ド・ガスク）に嫁いでいる。 

1766 年、ジャンヌが亡くなる。 

夫婦には子供がいなかったため、地所はレオヴィル家の甥と姪など 4 人が、メドックで最大

規模を誇っていたレオヴィルの土地を相続する。 

ナポレオン法典では、畑を分割して販売することができなかったため、全ての敷地は相続し

なければならなかったようだ。 

 

後継者たちは優れたワインを造り続けていたことから、ボルドーを含むフランス南西部のワイ

ンの中で、1745 年以降の作柄を対象とした格付けでは第 1 級に認定されている。 

 

フランス革命（1789-1799）が起こると、貴族が所有していたシャトーの資産は国に没収され、

地所は分割して競売にかけられる。 

 

革命後、残された一族は協力しあって、元の 4 分の 3 の地所を取り戻することに成功する。 

ここから、次の 3 つのレオヴィル性を持つシャトーの歴史が始まる。 

 

＊ Château Léoville Las-Cases（シャトー・レオヴィル・ラス・カーズ） 

＊ Château Léoville Poyferré（シャトー・レオヴィル・ポワフェレ） 

＊ Château Léoville Barton（シャトー・レオヴィル・バルトン） 
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Château Léoville Las-Cases （シャトー・レオヴィル・ラス・カーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古い地名の Léoville（レオヴィル）と、所有者であった Marques Pierre 

Jean de Las-Cases（ピエール・ジャン・ド・ラス・カーズ侯爵）に由来する。 

 

【その後の歴史】 

1855 年、メドックの格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

格付け後のシャトーは、ピエール・ジャンの息子がシャトーを相続している。 

1880 年、ピエール・ジャンの 3 人の孫たちが相続するが、シャトーは「シャトー・レオヴィル・

ラス・カーズ」の名で法人組織とされた。 

 

1900 年、現在の所有者の曽祖父となる Théophile Skawinski (テオフィル・スカウインスキ)は、

法人ラス・カーズの株を購入し経営に参入する。 

1902 年、スカウインスキは、ラス・カーズのセカンド・ワインとしてとの銘柄「Clos du Marquis

（クロ・デュ・マルキ）」を生産・販売を始める。 

 

その後、ラス・カーズの所有者は代替わりを繰り返しながら、現在は Jean-Hubert Delon（ジ

ャン・ウベール・ドロン）が所有者となっている。 

1990 年年代から、シャトー・レオヴィル・ラス・カーズのワインの評価が上がり始め、格付け 2

級の中ではトップ・クラスの価格で取引されるようになる。2000 年を超えたあたりからは、さらに

評価が上がり格付け 1 級に準ずるような価格に高騰している。 
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2007 年、これまでセカンド・ワインとしていたクロ・デュ・マルキを、独立したワインとして正式

に発表し、新たなセカンド・ワインは Petit Lion du Marquis de Las-Cases（プティ・リオン・デユ・

マルキ・ド・ラス・カーズ）の名称で販売している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 97ｈａ（北東角の 53ｈａはランクロと呼ばれる土壌） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨ 75％  メルロ 15％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 35 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Petit Lion du Marquis de Las-Cases（プティ・リオン・デユ・マルキ・ド・ラス・カーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セカンド・ワインから独立（2007 年） 

Clos du Marquis （クロ・デュ・マルキ） 約 24 万本 
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Château Léoville Poyferré （シャトー・レオヴィル・ポワフェレ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古い地名の Léoville（レオヴィル）と、所有者となった Baron Jean Marie de 

Poyferré（ジャン・マリー・ド・ポワフェレ男爵）に由来する。 

 

【その後の歴史】 

1855 年、メドックの格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

その後、ポワフェレ男爵の名のもとに始まるシャトーの運営は悲惨なもので、息子がロシア鉄

道への投資に失敗し多大な損失を出してしまい、シャトーの経営は破産してしまう。結果、シャ

トーは売りに出される。 

 

1866 年、メドック格付け 3 級 Ch.Cantenac Brown（シャトー・カントナック・ブラウン）を所有し、

ネゴシアン（酒商）も営んでいた Armande Lalande（アルマンド・ラランド）と、Baron Erlanger（エ

ルランジェ男爵）らによってシャトーは買収される。 

 

1894 年、アルマンド・ラランドが亡くなると、シャトーは娘の Lalande Lauton（ラランド・ロート

ン）に寄贈された。 

 

1920 年、シャトーは Cuvelier（キュブリエ）家に売却される。 

1979 年、キュブリエ家の一人 Didier（ディディエ）が所有者となる。ディディエは、メドックの格

付けには入っていないが、当時高い評価を受けていた St.Estephe（サンテステフ）村の

Ch.Phélan Ségur（シャトー・フェラン・セギュール）を所有する Delon（ドロン）家に、シャトーの管

理を一任する。 

キュブリエ家とドロン家によるワインは、初期の頃は良い評価を受けていたが、その後のシャ
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トーに対する投資の怠りと、醸造者たちの高齢化による影響が出始め、2 級格付けシャトー・レ

オヴィル・ポワフェレとしての栄光を失っていく。 

 

1978 年、シャトーの危機的な状況を救うため、当時 30 歳の Didier Cuvelier（ディディエ・キ

ュヴリエ）がシャトーの責任者となり、全体の指揮をとり始める。 

彼は、ボルドー大学の醸造学者 Emile Peynaud（エミール・ペイノー）博士に助言を求め、シ

ャトーの改善のための大きな投資を行った。その成果は、1982 年と 1983 年のヴィンテージに

現れ、ワイン市場で高い評価を受け始める。 

後に、ワイン・コンサルタントとして名を馳せる Michel Rolland（ミシェル・ロラン）を迎え入れて

いる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 80ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 65％  メルロ 25％ 

醸造 ： 約 25 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Moulin Riche（ムーラン・リッシュ) 約 13 万本 

旧名 Moulin Rouge（ムーラン・ルージュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サード・ワイン 

Pavillon de Léoville Poyferré（パヴィヨン・ド・レオヴィル・ポワフェレ) 約 9 万本 
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Château Léoville Barton （シャトー・レオヴィル・バルトン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古い地名の Léoville（レオヴィル）と、所有者となった Hugues Barton（ユ

ーグ・バルトン）に由来する。 

 

【その後の歴史】 

1826 年、地所の 4 分の 1 を Hugues Barton（ユーグ・バルトン）が買収し、シャトー名を「レオ

ヴィル・バルトン」とした。以後、シャトーはバルトン家によって受け継がれる。 

 

1855 年、メドックの格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1927 年、シャトーを相続した Ronald Barton（ロナルド・バルトン）は事業を拡大していくが、

第二次世界大戦（1939-1945）が始まってすぐの 1940 年に国外脱出を図っている。 

 戦争当時のシャトーは、ボルドーのネゴシアン（酒商）Barton & Guestier（バルトン・アンド・ゲ

スティエ）社の所有となっていたが、大戦後に続く不況で経営が厳しくなり、株式の 50％をカナ

ダの酒造メーカーSeagram（シーグラム）のグループに売却する。 

 

1951 年、ロナルド・バルトンの甥 Antony Barton（アントニー・バルトン）はフランスに移住し、

ゲスティエ社に就職する。 

1967 年、アントニー・バルトンは独立し、Les Vins Fin Antony Barton（レ・ヴァン・ファン・アン

トニー・バルトン）社を立ち上げる。 

1983 年、ロナルド・バルトンが亡くなると、アントニ―はシャトーを引き継いだ。 
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1855 年以降で、メドック格付けシャトーの中で売却を免れていたのは、シャトー・バルトンと

シャトー・ムートン・ロートシルトの二つだけである。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 48ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 80％  メルロ 15％ 

醸造 ： 約 27 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Réserve de Leoville Barton（ラ・レゼルヴ・ド・レオヴィル・バルトン） 約 7 万本 
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Château Durfort-Vivens （シャトー・デュルフォール・ヴィヴァン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Durfort（デュルフォール）家と、後に畑を所有する親族

の Vivens（ヴィヴァン）家に由来する。 

 

【歴史】 

14 世紀、フランス南西部出身の Comte Durfort de Dura（デュルフォール・ド・デュラ伯爵）が、

Margaux（マルゴー）村に地所を購入し、シャトーの名を「デュルフォール」とした。 

 

1824 年、シャトーを買収したデュラ家の親戚にあたる Vicomte de Vivens（ヴィヴァン子爵）

は、シャトー名を「デュルフォール・ヴィヴァン」と改名する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1860 年代から発生するぶどうの病禍（フィロキセラやベト病、ウドン粉病など）で、シャトーの

経営は苦境に立たされ売却を余儀なくされてしまう。 

1937 年、シャトーを買収したのはボルドーのネゴシアン Delor（デロー）家であったが、アメリ

カを発端に世界へ波及する世界恐慌を乗り切れず、シャトーは Ch.Margaux（シャトー・マルゴ

ー）に売却された。 

その後のデュルフォールの畑は 11ｈａまで減少し、収穫したぶどう果実の中で良質なものは

シャトー・マルゴーのワインの方に使われていた。また、デュルフォールのワインはシャトー・マ

ルゴーで醸造されていてはいたが、市販されることはほぼなかったという。 

1961 年、マルゴーの株主であった François Lurton（フランソワ・リュルトン）の息子、Lucian

（リュシアン）がシャトーを買収する。 

1974 年、それまでマルゴーの方で造られていたワインを、デュルフォールで醸造するように

なる。 
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1992 年、メドック格付け 2 級の Ch.Brane Cantenac（シャトー・ブラーヌ・カントナック）を所有

する、Gonzar Lurton（ゴンザール・リュルトン）がシャトーを取得する。リュルトンによる投資で、

醸造設備などに改良が加えられシャトーの復活が始められた。 

1995 年から、完全な形での「シャトー・デュルフォール・ヴィヴァン」のワインが販売されるよう

になる。 

 

1855 年の格付けでは 2 級の認定を受けるが、その後は長く低迷した時代が続くばかりか、

ワイン市場におけるシャトーの認知度も上がらないままであった。 

 

1785 年にボルドーを訪れていた、後にアメリカ大統領となる Thomas Jefferson（トーマス・ジ

ェファーソン）が、シャトー・ラトゥールやシャトー・ラフィットと並びシャトー・デュルフォール・ヴィ

ヴァンを評価したという時代があったことを考えると、リュルトン家による 2 級シャトーとしての復

活が待たれる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 20ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 70％  メルロ 25％  カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 8 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Le Relais de Durfort Vivens ＆ Vivens（ル・ルレ・ド・デュフォール・ヴィヴァン 

＆ヴィヴァン） 1993 年発売 

旧名 Secondes de Durfort（スゴン・ド・デュルフォール） 
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Château Gruaud Larose （シャトー・グリュオー・ラローズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

所有者であった Gruaud（グリュオー）兄弟と、後に所有者となる Joseph Sébastian de La Rose 

(ジョゼフ・セバスチャン・ド・ラ・ローズ)に由来する。 

 

【歴史】 

ボルドーでぶどう栽培が始まった初期の頃、軍人 Chevalier Joseph Stanislas Gruaud（ジョゼ

フ・スタニスラス・グリュオー騎士）が取得していた地所が、後のシャトー・グリュオー・ラローズの

始まりとなる。 

 

1730 年代初期、ジョセフ・スタニスラスの子孫となる Gruaud（グリュオー）神父は、St.Julien

（サンジュリアン）村に 70ｈａほどの畑を取得し、ぶどうの栽培とワイン造りを始めたとある。 

その頃のシャトーは「グリュオー」と呼ばれていたが、その名の由来は、所有者であった Ave 

Gruaud（エイブ・グリュオー）と Chevalier Gruaud（シュヴァリエ・グリュオー）兄弟に由来するとい

う説と、グリュオー神父の名前に由来するという二つの説がある。 

 

1778 年、ジョゼフ・スタニスラスが亡くなる。 

シャトーを相続した義理の息子、Joseph Sébastian de La Rose (ジョゼフ・セバスチャン・ド・

ラ・ローズ)は、シャトー名を「グリュオー・ラローズ」に改名している。 

 

1795 年、ジョゼフ・セバスチャンが亡くなると、相続で家族間に問題が生じてしまい、シャトー

は競売にかけられてしまう。 
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1812 年、シャトーを買収したのは、ワイン商を営む Sergent Bulgelli（サルジェ・バルゲリー）

であったが、今度は共同経営者の間で争いが生じたことから、シャトーは「グリュオー・ラロー

ズ・サルジェ」と「グリュオー・ラローズ・フォール」の二つの名称に分割されてしまい、混乱が続

くことになる。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1917 年、フランス北東部 Lorraine（ロレーヌ）地方で、ワイン商を営んでいた Cordier（コルデ

ィエ）家が片方のシャトーを買収する。 

1935 年、コルディエ家の Georgeｓ（ジョルジュ）は、もう一つのグリュオーを買収し、元のひと

つの「グリュオー・ラローズ」に戻した。 

ジョルジュは、その後メドック格付け 4 級の Ch.Talbot（シャトー・タルボ）や、ブルジョワ・クラ

スの Ch.Meyney（シャトー・メイネイ）なども取得する。 

 

ジョルジュ・コルディエが亡くなると、息子の Jean（ジャン）がシャトーを引き継ぐが、その後は

Schuez（シュエズ）銀行に売却され、続いて大企業の Alstom（アルストロム）などに買収される。 

 

1997 年、ブルジョワ・クラスの Ch.Chasse Spleen（シャトー・シャッス・スプリーン）を所有する、

Jean Merlaut（ジャン・メルロー）が主導するネゴシアン（酒商）、Bernard Tayyan（ベルナール・

タイヤン）社によってシャトー・グリュオー・ラローズは買収される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 82ｈａ（敷地約 120ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 30 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Sarget du Gruaud Larose 

（サルジェ・ド・グリュオー・ラローズ） 約 20 万本 
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Château Lascombes （シャトー・ラスコンブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有であった Antoine de Lascombes（アントワーヌ・ド・ラスコンブ）に由来

する。 

 

【歴史】 

14 世紀、Margaux（マルゴー）村で現在のシャトーの敷地を含む一帯は、Marquie Durfort de 

Duras（デュルフォール・デュラス侯爵）が所有していた。 

 

1824 年、デュラス家の地所を Antoine de Lascombes（アントワーヌ・ド・ラスコンブ）が買収し、

シャトー名を「ラスコンブ」とする。 

 

その後、ボルドー市の議会議員を務め、海軍検事をも務めていた Jean François de 

Lascombes（ジャン・フランソワ・ド・ラスコンブ）がシャトーの所有者となる。 

ジャン・フランソワはラスコンブに相当な財産をつぎ込んでいたが、フランス革命（1789-1799）

が起こると、シャトーの資産は国家に没収され、地所は分割されて競売にかけられてしまう。 

その後、ラスコンブは数人の所有者によって運営される。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

その時の所有者は Mademoiselle Yu（マドモワゼル・ユー）とされている。 

1867 年、シャトー・ラスコンブは、皇帝 Napoléon III（ナポレオン 3 世：在位 1848-1852）のも
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とでスエズ運河の利権に絡む裁判の時に、フランスの立場を擁護していた弁護士会会長

Showa Test Anju（ショワ・デスト・アンジュ）によって買収される。現在のシャトーの館は彼が建

てたもの。 

その後の所有者は転々とし、シャトーの管理もバラバラであったため、格付け 2 級シャトーと

しての栄光は消え去っていく。 

 

1952 年、荒れ果て二束三文となっていたシャトーを、メドック格付け 4 級 Ch.Prieure Lichine

（シャトー・プリュレ・リシーヌ）を所有する Alexis Lichine（アレクシス・リシーヌ）が買収する。 

アレクシス・リシーヌによってシャトーは改修され、ぶどう畑の改良に投資を行った。その結

果、ラスコンブとしての評価を取り戻しつつあった。 

 

1971 年、アレクシス・リシーヌは、ラスコンブをイギリスのビール会社 Bus Charington（バス・

チャーリントン）に売却する。 

 

2001 年、シャトーは、アメリカの不動産投資会社 Colony Capital（コロニー・キャピタル）が買

収する。 

シャトー・ラスコンブは、1855 年の格付けで 2 級とされたものの、シャトーの長い歴史で銘品

となるワインを生み出すことは無かった。アレクシス・リシーヌの買収により、一時的にラスコンブ

の評価は見直されたが、売却後のワインは再び酷評を浴びてしまう。 

2005 年のヴィンテージ以降は、キャピタル社の投資や改良が実り、過去にないほどシャト

ー・ラスコンブの評価は高まりつつある。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 84ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 50％  メルロ 45％ 

醸造 ： 約 25 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Chevalier de Lascombes（シュヴァリエ・ド・ラスコンブ） 

約 5 万本 1997 年発売 

旧名 Château Segonnes（シャトー・スゴンヌ） 
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Château Brane Cantenac （シャトー・ブラーヌ・カントナック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、村名の Cnatenac（カントナック）と、所有者であった Baron Ector de Brane

（エクトール・ド・ブラーヌ男爵）に由来する。 

 

【歴史】 

18 世紀、Gols（ゴルス）家によって創設されたシャトーで、名称は「Château Gols Gui（シャト

ー・ゴルス・ギュイ）」とされていた。 

 

1833 年、Baron Ector de Brane（エクトール・ド・ブラーヌ男爵）はシャトー・ゴルス・ギュイを買

収し、シャトー名を「ブラーヌ・カントナック」に改名する。 

買収するまでのギュイ家によるワインは、後に 2 級と認定されるほどのものではなかったと言

われていたようだ。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1866 年、2 級と認定されていたシャトーではあるが、ワインの評価は低迷を続けていたまま

だったという。それを見かねたのか、メドック格付け 3 級 Château d’Issan（シャトー・ディッサン）

を所有する Roy（ロイ）家が買収する。 

ロイ家によるワインの評価は次第に高くなり、1914 年頃には Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）

や Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）など、メドック格付け 1 級シャトーと同等の価格で取引され

ていたという記録が残されている。 

 

1925 年、Leons Lecape（レオン・ルキャペ）とレオンの娘婿 François Lurton（フランソワ・リュ

ルトン）が共同してシャトーを買収するが、ワイン造りに情熱を注がなかったようで、その後のブ

ラーヌ・カントナックのワインは再び評価を落とす時代を迎えてしまう。 
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1956 年、フランソワ・リュルトンの息子 Lucian（リュシアン）が相続してから、ブラーヌ・カントナ

ックのワインは徐々に評価を上げていく。 

 

1992 年、リュシアンの息子 Henri（アンリ）がシャトーの経営を継いでいる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 90ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 55％  メルロ 40％ 

醸造 ： 約 16 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Baron de Brane（バロン・ド・ブラーヌ） 約 14 万本 
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2 つの「Pichon Longueville（ピション・ロングヴィル）」の誕生 

 

【2 つの「Pichon Longueville（ピション・ロングヴィル）」が誕生するまでの歴史】 

1689 年、Margaux（マルゴー）村の「ローザン」という地所を所有し、当時ワイン商を営んでい

た Pierre Desmezures de Rauzan（ピエール・ドムズール・ド・ローザン）は、Pauillac（ポイアック）

村にある Saint Lambert（サン・ランベール）と呼ぶ小高い丘の地所を購入し、そこにぶどうを植

樹し始めた。 

 

1694 年、ピエール・ドムズールの娘 Thérèse（テレーズ）は、ボルドー市議会議長を務めてい

た Baron Jacque de Pichon Longueville（ジャック・ド・ピション・ロングヴィル男爵）と結婚する。地

所は婚資（花婿から花嫁に送る）としてもたらされ、名称を「Baron de Longueville（バロン・ド・ロ

ングヴィル）」とした。 

この頃のワインは、後にメドック格付け 1 級 Ch.Mouton Rothschild（シャトー・ムートン・ロート

シルト）や 2 級の Ch.Ducru Beaucaillou（シャトー・デュクリュ・ボーカイユ）などと同じくらいの評

価がされていたという。 

 

フランス革命（1789-1799）が起こると、シャトーの資産は没収され地所は競売にかけられて

しまう。その時、シャトーを受け継いでいた Baron Joseph de Longueville（ジョゼフ・ド・ロングヴ

ィル男爵）は、革命政府によるギロチン処刑を免れている。 

パン籠に 8 日間、身を潜めて難を逃れた話は有名。 

 

1850 年、ジョゼフ・ド・ロングヴィル男爵が亡くなる。 

当時のナポレオン法典では、土地を分割して販売することを禁止していたため、その法典に

従い子供たちにシャトーを均等相続させようとしたが、二男が死亡し残された娘 3 人は嫁いで

いたり修道女となっていたということもあり、長男の Raoul（ラウル）が地所の 5 分の 2 を相続す

る。その区画は、後に「シャトー・ピション・ロングヴィル・バロン」となる。 

残りの 5 分の 3 の地所は、3 人の姉妹 Sophie（ソフィー）と Lavol（ラヴォール）そして Marie

（マリー）が相続する。その区画は、後に「シャトー・ピション・ロングヴィル・ラランド」となる。 

この時、次の二つのロングヴィルの性を持つシャトーが生まれる。 

 

＊ Château Pichon Longueville Baron（シャトー・ピション・ロングヴィル・バロン） 

＊ Château Pichon Longueville Comtesse de Lalande 

（シャトー・ピション・ロングヴィル・コンテス・ド・ラランド） 
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Château Pichon Longueville Baron 

（シャトー・ピション・ロングヴィル・バロン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Baron Jacque de Pichon Longueville（ジャック・ド・ピショ

ン・ロングヴィル男爵）に由来する。 

一般には、シャトー・ピション・バロンと短く呼んでいる。 

 

【その後の歴史】 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

この頃、二つのシャトーの管理は一緒に行われていたが、1864 年ころから別々に管理され

るようになる。 

 

1933 年、ラウルの甥たちバロン・ド・ロングヴィル家がシャトーを受け継いできたが、世界的な

不況やワイン自体の低迷もあり、シャトーは Etienne Bootyler（エティエンヌ・ブティエ）に売却さ

れる。 

ブティエ家は、メドック格付け 3 級の Ch.Palmer（シャトー・パルメ）や、メドック格付け 5 級の

Ch.Grand-Puy Ducasse（シャトー・グラン・ピュイ・デュカス）の株主でもあった。しかし、ブティエ

家によるピション・バロンの管理は荒れるに任せる状態で、ワインの評価も低迷を続けてしまう。 

 

1961 年、エティエンヌ・ブティエの後を継いでいた息子の Jean（ジャン）が亡くなると、その後

を継いだ息子たちの経営や管理に多くの問題が生じ、ワインも酷評を受ける状態が続いた。 
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1987 年、ピション・バロンは保険会社 AXA（アクサ）が買収する。 

 

AXA の社長 Claude Bébéar（クロード・ベベアール）は、畑の管理を Ch.Lanch Bages（シャト

ー・ランシュ・バージュ）の所有者 Jean Michel Case（ジャン・ミッシェル・カーズ）に依頼する。ま

た、シャトーに対しても多大な設備投資を行っている。 

ピション・バロンのワインは、2005 年くらいから 2 級としての名声を取り戻しつつあるようだ。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 68ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 35％ 

醸造 ： 約 24 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Griffons de Pichons Baron（レ・グリフォン・ド・ピジョン・バロン） 約 15 万本 

旧名 Les Tourelles de Longueville（レ・トゥーレル・ド・ロングヴィル） 
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Château Pichon Longueville Comtesse de Lalande 

（シャトー・ピション・ロングヴィル・コンテス・ド・ラランド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Lalande 家の 3 姉妹のひとり Marie（マリー）が、当時 Ch.Latour（シャト

ー・ラトゥール）の当主であった Comte Beaumont（ボーモン伯爵）の愛人となり、それを機に住

まいとなる館を建築し、その名を「Comtesse（コンテス：伯爵夫人）」の肩書を付け加えて

「Ch.Pichon Longueville Comtesse de Lalande（シャトー・ピション・ロングヴィル・コンテス・ド・ラ

ランド）と命名したことによる。 

一般には、シャトー・ピション・ラランドと短く呼んでいる。 

 

【その後の歴史】 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

この頃、二つのシャトーの管理は一緒に行われていたが、1864 年ころに別々に管理される

ようになる。 

 

3 姉妹のひとり Marie（マリー）が、シャトー・ラトゥールの当主ボーモン伯爵の愛人となったこ

とから、ラトゥールの畑を見渡せる敷地の一角に住居となる館を建設し、シャトーの名称を「ピシ

ョン・ロングヴィル・コンテス・ド・ラランド」とした。 

 

その後、ラランド家の系譜が途絶えたため、シャトーは叔母から姪に受け継がれていたが、

1925 年、ワインの仲買人であった Edouard Miraie（エドゥアール・ミアイエ）と Louis Miraie（ル

イ・ミアイエ）によって買収される。 
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ピション・ラランドのワインを一躍有名にしたのは、1978 年にシャトーを引き継いだエドゥアー

ルの娘 Mei-Eliane de Lancquesaing（メイ・エリアーヌ・ド・ランクザン）であった。   

彼女は、ステンレス発酵槽の導入から、樽貯蔵室の拡充などに大きな投資を行い、品質の

向上に努めたことで知られる。 

 

2007 年、ピション・ラランドは、シャンパーニュの名門 Louis Roederer（ルイ・ロデレール）社を

経営する Reuzel（ルゾー）家が所有者となる。 

2012 年、メドック格付け 2 級 Ch.Montrose（シャトー・モンローズ）で、醸造を担っていた

Nicolas Glumineau（ニコラ・グルミノー）を製造責任者として招き入れる。 

ニコラ・グルミノーは、それまでメルロ種の比率の高かったピション・ラランドを、カベルネ・ソ

ーヴィニヨン種の使用比率を高めたスタイルへと変化させている。 

2013 年のヴィンテージでは、カベルネ・ソーヴィニヨンを 100％使用したことで話題を呼んで

いる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 75ｈａ（ポイアック村に 64ｈａ、サンジュリアン村に 11ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 60％  メルロ３0％  カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 18 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Reserve de La Comtesse（レゼルヴ・ド・ラ・コンテス） 約 16 万本 
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Château Ducru Beaucaillou （シャトー・デュクリュ・ボーカイユ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Beaucaillo（ボーカイユ）とは「美しい小石」という意味と、所有者であった

Ducru（デュクリュ）家に由来する。 

実際には小石が多く、農作物に適さない土地だったことから、「ろくでもない小石」という地名

が付けられていたという。 

 

【歴史】 

13 世紀の初頭には農園があったようだ。 

17 世紀末、現在、隣接している Ch.Beychevelle（シャトー・ベイシュヴェル）を含む広大な地

所は分割され、その中のひとつの地所が後にシャトー・デュクリュ・ボーカイユとなる。 

その時の所有者 Bergeron（ベルジュロン）家は、現存する帝政時代風のシャトーの館を建築

している。ワインを管理する貯蔵庫 Cave（カーヴ）は今でも残されている。 

 

1795 年、フランス革命で競売に出されていた地所を、Bertrand Ducru（ベルトラン・デュクリ

ュ）が買収し、シャトー名を「デュクリュ・ボーカイユ」とした。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1866 年、ベルトラン・デュクリュの娘は、アイルランド出身で後に St.Julien（サンジュリアン）村

の村長になる Nathaniel Johnston（ナサニエル・ジョンストン）にシャトーを売却する。 

ナサニエルは、ボルドーで発生するたびたびの病害（フィロキセラやベト病、ウドン粉病など）

を乗り越え、ボーカイユを 63 年間も所有してきたが、1930 年代に起こる世界恐慌のあおりを受

け経済的に大きな損失を被り、シャトーを手放さざるをえなくなる。 

デュクリュ・ボーカイユは Desbarats（デスバラ）家に売却される。 
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1941年、シャトーは、Bruno Eugene Borie（ブリーノ・ウジェーヌ・ボリー）によって買収される。 

現在は Bruno Borie（ブルーノ・ボリ―）が経営を引き継いでいる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 52ｈａ（敷地 215ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 70％  メルロ 25％  カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 21 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Croix de Beaucaillou（ラ・クロワ・ド・ボーカイユ） 約 8 万本 
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Château Cos d‘Estournel （シャトー・コス・デストゥーネル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Gascogne（ガスコーニュ：フランス南西部の古い地方名）の古語の「Cos

（コス：小玉石）」と、所有者であった Louis Gasparad d‘Estournel（ルイ・ガスパール・デストゥー

ネル）に由来する。 

実際には、「小石が多く」農作物に適さない土地という意味の Cos（コス）と呼ばれていた。 

 

【歴史】 

1811 年、当時 Cos（コス）と呼ばれていた地所は、Louis Gasparad d’Estournel（ルイ・ガスパ

ール・デストゥーネル）が相続し、そこに「シャトー・コス・デストゥーネル」を創設する。 

 

ルイ・ガスパールは、ワインをインドへ輸出し大きな成功を収め、「サンテステフ村のマハラジ

ャ（偉大な王）」と呼ばれていたが、周りからは「変わり者」扱いされていたようだ。 

シャトーの建物には、フランスでは異様ともとれるオリエンタル調のパゴダ（仏塔）を建築し、

その様はワインのラベルに描かれているが、居住用としての館ではなかったという。また、アラ

ブの馬をフランスに輸入販売するなどの行動が、奇異に見えたのだろう。 

ルイ・ガスパールは、建物を含むシャトーへの過度の投資がたたり、多額の負債を抱えてし

まいシャトーを売りに出す。 

1852 年、シャトーはイギリスの銀行家 Martins（マルティンス）が買収する。 

1853 年、ルイ・ガスパールが亡くなる。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1869 年、銀行家マルティンスは投資対象として取得していたため、格付け 2 級として評価の

上がったシャトー・コス・デストゥーネルを、スペインの貴族 Errores（エラーズ）家に売却する。 
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1889 年、シャトーは Ostan（オスタン）兄弟によって買収されるが、その後のシャトーの所有

者は転々とする。 

 

1917 年、ボルドーのネゴシアン Fernando Gineste（フェルナンド・ジネステ）がシャトーを買収

し、経営は孫の John Marie（ジョン・マリー）と Yves（イヴ）、そして Bruno Platz（ブルーノ・プラッ

ツ）たちが担っている。 

 

1998 年、シャトーは Merlaut（メルロー）家と、共同出資者アルゼンチンの Angel Moyano（ア

ンジェル・モヤノ）に売却された。 

2000 年、スイスの実業家 Michel Reybier（ミシェル・レビエ）が経営権を取得し、シャトーに対

し近代的な設備投資を始める。 

 

2005 年、白ぶどう品種のソーヴィニヨン・ブランを主に、白ぶどう品種のセミヨンをブレンドし

た Goulée Blenc（グーレ・ブラン）を発売する。その名称は、シャトーより 25ｋｍほどジロンド河下

流にある Le Port de Goulée（ル・ポール・ド・グーレ）という土地に由来する。 

白ぶどう品種の栽培では、新たに苗から育成するのではなく、以前からあったカベルネ・ソ

ーヴィニヨンを台木にして、白ぶどうのソーヴィニヨン・ブランやセミヨンを接ぎ木して、白ぶどう

が生育できるようにしたもの。 

グーレ・ブランの上級品は、Cos ｄ‘Estournel Blanc（コス・デストゥーネル・ブラン）の名称で

2005 年から発売している。 

グーレには 2003 年から発売している赤ワインもある。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 65ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 60％  メルロ 40％ 

醸造 ： 約 25 万本。 

 

【セカンド・ワイン】 

Pagodes de Cos（パゴデ・ド・コス） 約 12 万本 

1994 年発売 

以前は de Marbuzet(シャトー・マルビュゼ)  

にブレンド 

 

【白ワイン】 

Goulée Blenc（グーレ・ブラン） 約 7,000 本 
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Château Montrose （シャトー・モンローズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、「バラ：Rose（ローズ）」の咲く「山：Mont（モン）」と呼ばれていたことに由

来する。 

St.Estephe（サンテステフ）村南部でまだぶどう畑が開拓される前、敷地一面に茂っていた

「Heath（ヒース：ツツジ科で別名エリカともいう）」の花はバラの花の色に似ていることから、そう

呼ばれたようだ。 

もともとは灌木とヒースの茂った小高い丘で、Escargot（エスカルゴ）が多く生息する「カタツ

ムリの荒野」とも呼ばれ、農作物には適さない土地だったという。 

 

【歴史】 

17 世紀末、モンローズと呼ばれていた地所は、Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）の所有者であ

った Marquis de Ségur（セギュール侯爵）が所有する広大な土地の一部であった。 

 

1778 年、セギュール侯爵に訴訟沙汰が発生し、サンテステフ村北部に所有していた地所の

一部を売りに出した。 

区画を買収したのは、Etienne Théodor Dumoulin（エティエンヌ・テオドール・デュムラン）で、

その地所は後に Ch.Calon Ségur（シャトー・カロン・セギュール）となる。 

1812年、シャトー・カロン・セギュールとなる地所は、エティエンヌと同じ名前の息子が継いで

いる。 

デュムラン家は、モンローズの地所で 6ｈａほどを開拓しぶどうを植え始める。その後、エティ

エンヌ・テオドールは、カロン・セギュールで造るワインよりモンローズのワインの方が気に入っ

たようで、1824 年にカロン・セギュールの方を売却し、モンローズに力を注ぎ始め面積を 50ｈａ

ほどまでに拡大する。 
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1825 年、地所の登記を終えたのを機に「シャトー・モンローズ」と名付ける。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受ける。 

 

1866 年、モンローズは、アルザス出身の Mathieu Dollfus(マチュー・ドルヒュス)が買収する。 

1887 年、マチュー・ドルヒュスが亡くなると、シャトーは Ch.Cos d’Estournel（シャトー・コス・

デストゥーネル）を所有する Ostan（オスタン）兄弟へ売却された。 

1896 年、オスタンの娘 Louis Victor Charmolüe（ルイ・ヴィクトール・シャルモリュー）がシャト

ーを購入する。 

それ以後、シャトーはシャルモリュー一族によって、100 年以上もの長きにわたり引き継がれ

ている。 

1969 年、モンローズのワインは、全てシャトーでの元詰を始める。 

 

2006 年、Martin Bouygues et Olivier Bouygues（マルティン・ブイグとオリヴィエ・ブイグ）兄弟

がシャトーを買収する。彼らは、大手建設会社を経営し通信・メディア関連にも進出している、

携帯電話会社 Bouygues Telecom（ブイグ・テレコム）を経営している。 

それを機にワインのラベル・デザインも一新された。 

 

シャトーの経営管理は、Ch.Haut-Brion（シャトー・オーブリオン）の支配人を務めていた

Jean Bernard Dulmas（ジャン・ベルナール・デルマス）を招き、続いて Ch.Mouton Rothschild

（シャトー・ムートン・ロートシルト）の社長を務めていた、Hervé Bellan（エルヴェ・ベルラン）を支

配人として登用するなど、シャトーに対し大幅な投資を行っている。 

 

その後のシャトー・モンローズのワインは、ワイン評論家のロバート・パーカーを始めとする多

くのワイン専門家たちが、メドック格付け 1 級に相当するほどと評価し始めている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 70ｈａ（敷地約 92ｈａ） 

栽培比率  

カベルネ・ソーヴィニョン 65％ 

メルロ 25％ 

醸造 ： 約 20 万本。 

 

【セカンド・ワイン】 

La Dame de Montrose 

（ラ・ダーム・ド・モンローズ） 約 16 万本 
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Château Kirwan （シャトー・キルヴァン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Mark Kirwan（マーク・キルヴァン）に由来する。 

 

【歴史】 

1147 年、果物としてぶどうを栽培する農園としての記録が残されている。ぶどうそのものの栽

培としては、ボルドーでも古い歴史を持つという。 

その頃の所有者や、その後の所有者などは分からない。 

 

ブルボン朝第 4 代のフランスの国王、Louis XIV（ルイ 14 世：在位 1643-1715）が統治してい

た時代、イギリスでワイン商を営んでいた John Collingwood（ジョン・コリングウッド）は、Margaux

（マルゴー）村に 16ｈａほどの土地を購入する。 

 

1710 年、ジョン・コリングウッドの娘が、アイリッシュ系のイギリス人 Mark Kirwan（マーク・キル

ヴァン）と結婚する。それを機に娘婿が地所を所有することになり、シャトー名を「キルヴァン」と

した。彼の名 Kirwan（キルヴァン）はケルト語に由来する。 

 

フランス革命（1789-1799）が起こると、シャトーの領地は革命国家に没収され競売にかけら

れるが、革命が収束した後、一族によってシャトーは買い戻された。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

1860 年代、ボルドー全域で発生する病過（フィロキセラやベト病、ウドン粉病など）により、シ

ャトーの運営が苦しくなり経営を放棄してしまい、シャトーをボルドー市に寄贈する。 
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ボルドー市は、ワインの製造から管理・販売をボルドーのネゴシアン（酒商）として、最古の

歴史を持つ Schröder & Schÿler（シュロデール・エ・シレー）社に委託する。しかし、シレー社が

造るシャトー・キルヴァンのワインは、3 級格付けにふさわしいものではなく次第に評判を落とし

ていく。 

1926 年、評価が下がる一方のキルヴァンに対し、業を煮やしたボルドー市は売却することを

決めた。 

競売でシャトーを購入したのは、なんとワインの評判を落としていた、元凶のシレー社であっ

たというから不思議なものである。 

 

1970 年、シレー社の 3 代目となる Jean Henri（ジャン・アンリ）は、ぶどう畑や醸造設備の改

良を行いシャトーの信頼回復に努めるが、市場の評価は厳しいままだった。 

 

1991 年、シレー社は、シャトーの運営コンサルタントに、カリスマ醸造家といわれる Michel 

Rolland（ミッシェル・ロラン）を招聘している。 

1994 年、保険会社グループの GNA が資本参加する。 

2000 年以降、ミシェル・ロランが関与しているにもかかわらず、ワインに目立ったものは見ら

れていないのは何故だろう。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 40ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 40％  メルロ 30％  カベルネ・フラン 20％ 

醸造 ： 約 12 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Charmes de Kirwan（シャルム・ド・キルヴァン） 
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Château d’Issan （シャトー・ディッサン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称には二つの説がある。ひとつは所有者であった Chevalier Essanno（エッサン

ノ騎士）に、もうひとつは地名の Issan（イッサン）に由来するという。 

 

【歴史】 

12 世紀、現在のメドック格付け 1 級の Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）と、格付け 3 級の

Ch.Palmer（シャトー・パルメ）に隣接する、後にシャトー・ディッサンとなる地所は、「カントナック

村の小高い丘」という意味の「La Mothe Cantenac（ラ・モット・カントナック）」と呼ばれていた。 

ラ・モット・カントナックを相続した女性が、領主の Théobon（テオボン）と結婚したことで、地

所の名称を「Manoir Théobon（マノワール・テオボン）」とした。 

 

その後の 300 年以上もの長きにわたり、所有者は転々とし、そのたびに地所の名称は変更

されていたようだ。 

 

17 世紀、Chevalier Essanno（エッサンノ騎士）がシャトーを取得する。それを機に、シャトー

の名称を「d’Issan（ディッサン）」に改名している。 

エッサンノ騎士は、古い建物を壊し新しいシャトーの館を建築した。その館は、現在フランス

の歴史的記念建造物の指定を受けている。 

 

18 世紀末、シャトーは Foix de Kandal（フォワ・ド・カンダル）家が所有していたが、フランス革

命（1789-1799）が起こるとシャトーの資産は国家に没収され、地所は競売にかけられた。 

 

ディッサンの新たな所有者となった Gustave Roi（ギュスターヴ・ロワ）は、ぶどう畑の改良や

貯蔵庫の新設などの投資を行い、次第にディッサンの評価を高めていく。 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-10826004271-13478311510.html


- 61 – 

ロワ家は、その後 50 年ほどシャトーを所有した。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

1914 年、第一次世界大戦が始まる直前、ロワ家の子孫たちは戦火を逃れるためディッサン

を手放した。 

その後 30 年間、第一次世界大戦（1914-1918）後の不況や、アメリカに端を発し世界へ広が

った経済恐慌（1930 年代）など、世界の経済状況が混とんとする中、ディッサンの所有者は決

まらないまま、シャトーは放置されたままになっていた。当然、ワインの評価も地に落ちてしまう。 

 

1945 年、第二次世界大戦（1939-1956）が終わると、ボルドーでネゴシアンを経営している

Emmanuel Cruse（エマニュエル・クリューズ）夫婦がシャトーを買収する。 

クルーズ家の投資により、設備の近代化や、ぶどう畑の植え替えなどが行われ、ディッサン

は 3 級格付けシャトーとしての復活を果たしていると評価された。 

 

1998 年以降、3 代目で父と同じ名前の息子 Emmanuel Cruse（エマニュエル・クルーズ）がシ

ャトーを引き継いでいる。 

2012 年、Pauillac（ポイアック）村でメドック格付け 5 級 Ch.Pédesclaux（シャトー・ペデスクロー）

を所有する、Françoise et Jackie Lorenzi（フランソワーズ・エ・ジャッキー・ロレンツィ）夫妻が経

営に参加している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 53ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 70％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 11 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Blason d’Issan（ブラゾン・ディッサン） 約 6 万本 
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逸話（1） 

ボルドー地方が Aquitaine（アキテーヌ）と呼ばれた時代、領主の娘 Éléonore（エレオノール）

が、イングランド王 Henry II（ヘンリー2 世：在位 1154-1189）に嫁いだ。その結婚式にシャトー・

ディッサン（現在の名称）が振舞われたとある。 

100 年戦争の末期、敗走するイングランド軍はディッサンのワインを持ち帰ったため、酒庫は

空になっていたという。 

 

逸話（2） 

1723 年、英国皇太子のソムリエ Henry Powell（ヘンリー・パウエル）が認める。 

1776 年、ワイン仲買の始祖 Labadi（ラバディ）のリストに加わっている。 

1787 年、後のアメリカ大統領となる Thomas Jefferson（トーマス・ジェファーソン）が作成した、

有名なボルドーの“ワイナリー・セレクション”の中に含まれている。 

など、当時のディッサンの評価がうかがい知れる。 

 

逸話（3） 

19 世紀末、オーストリアの皇帝 Franz Joseph I（フランツ・ヨーゼフ 1 世）は、シャトー・ディッ

サンを大変気に入ったようで、皇帝による次の言葉がシャトー入口の切石に刻まれている。 

「Regum mensis aris que deorum」 

（国王の食卓と神の祭壇のために） 
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Château Lagrange （シャトー・ラグランジュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Lagrange de Monteille（ラグランジュ・ド・モンテイユ）に

由来する。 

 

【歴史】 

1287 年、後にシャトー・ラグランジュとなる地所は、St.Julien（サンジュリアン）村にテンプル騎

士団が所有する荘園の一部であったという記録が残されている。 

テンプル騎士団の正式な名称は、ラテン語の「Pauperes commilitones Christi Templique 

Solomonici（キリストとソロモン神殿の貧しき戦友たち）」という。 

14 世紀、フランス王 Philippe IV（フィリップ 4 世：在位 1285-1314）によってテンプル騎士団

は崩壊させられる。 

その後の地所は、何人かの領主に所有されていたようで、そのひとりにComte Duschatel（デ

ュシャテル伯爵）の名が残されている。 

 

17 世紀の初め、王室砲兵隊輜重（しちょう：弾薬を補給する部署）を務めていた、軍人 Jean 

de Vivan（ジャン・ド・ヴィヴァン）が、地所を所有していた。 

時代は不明だが、地所の所有者となった Lagrange de Monteille（ラグランジュ・ド・モンテイ

ユ）は、シャトー名を「ラグランジュ」としている。 

 

1790 年、皇帝 Napoléon Bonaparte（ナポレオン・ボナパルト：在位 1804-1815）の閣僚を務

めていた、Jean Valel Cavallus（ジャン・ヴァレル・カバリュス）がシャトーを取得する。 

現存するトスカーナ様式のシャトーの建物は、ローマ出身のフランス人建築家により建築さ

れた。 

1842 年、オルレアン朝のフランス国王 Louis-Philippe I （ルイ・フィリップ 1 世：在位 1830-
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1848）が統治する時代、大蔵大臣を務めていた Comte Duschatel (デュシャテル伯爵)が、ラグ

ランジュの新たな所有者となる。 

デュシャテル伯爵は、畑の水はけを良くする排水設備を導入するなどの投資を行っている。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

1925 年、スペイン、Basque（バスク）地方の Sendoya（センドーヤ）家がシャトーを買収する。 

1929 年、アメリカを皮切りに世界へと波及する経済大恐慌と、続く第二次世界大戦（1939-

1945）などの影響を大きく受け、シャトーの経営は行き詰まりセンドーヤ家の経済は破綻をきた

す。畑は荒廃しワインの評価は低迷を繰り返し、それは 70 年代まで続き 300ｈａもあった広大な

敷地も切り売りされてしまう。 

 

1983 年、日本の飲料メーカー、サントリー株式会社がラグランジュの株式 51％を取得し経

営権を得ている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 115ｈａ（白用ぶどう畑 4ｈａ） 敷地約 157ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 65％  メルロ 28％ 

醸造 ： 約 30 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Fiefs de Lagrange（レ・フィエフ・ド・ラグランジュ） 約 45 万本 1983 年発売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サード・ワイン】 

Les Cygnes de Saint julien（レ・シーニュ・ド・サンジュリアン） 1997 年発売 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11989263687-13855614717.html


- 65 – 

Château Langoa Barton （シャトー・ランゴア・バルトン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Gascogne（ガスコーニュ：フランス南西部の古い名称）の古語で「小川」を

意味する Goa（ゴア）と、所有者であった Thomas Barton（トーマス・バルトン）に由来する。 

 

【歴史】 

1722 年、アイルランド人の Thomas Barton（トーマス・バルトン）は、フランスでのビジネスを目

指し、移民として南フランスの貿易港 Marseille（マルセイユ）を経由して、学園都市 Montpellier

（モンペリエ）に入りその後ボルドーへ移り住んだ。 

1725 年、トーマスは友人の Daniel Guestie（ダニエル・ゲスティエ）と共に、ワイン商 Barton & 

Guestie（バルトン・アンド・ゲスティエ）社を立ち上げる。 

 

1780 年、トーマスは 85 歳で亡くなる。 

彼には 6 人の息子と 3 人の娘があり、長男の William（ウイリアム）がシャトーを受け継いだ。

しかし、ウイリアムには経営的な手腕に欠けることが分かり、四男の Hugh Barton（ヒュー・バルト

ン）が若干 20 歳でワイン商を受け継いだ。彼の商才は素晴らしく、現在の為替換算で年間

1,000 億円を上回る売り上げを達成したと言われる。 

 

フランス革命（1789-1799）が起こると、ヒューとその妻は逮捕されてしまう。その後に釈放さ

れると夫婦はアイルランドへ逃避するが、ワインの商売は継続していた。 

1821 年、ヒューは父の残した莫大な資産を持って、St.Julien（サンジュリアン）村で Langoa

（ランゴア）と呼ばれた地所を買収し、「シャトー・ランゴア・バルトン」を創設する。 

1826 年、隣接するレオヴィルと呼ばれていた区画を買収する。 
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その区画は、後にメドック格付け 2 級の Ch. Léoville Barton（シャトー・レオヴィル・バルトン）

となる。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

その後、バルトン家は三代にわたりイギリスに住んでいた。 

1924 年、オックスフォード大学を卒業した Ronald Barton（ロナルド・バルトン）は、ボルドーに

住居を移す。 

 

第二次世界大戦（1939-1945）が始まると、ロナルドは兵役に就かなければならなくなり、そ

の間シャトーのぶどう畑は管理されず荒廃してしまう。 

大戦後、ロナルドはフランスへ戻りシャトーの立て直しをはかった。 

1983 年、ロナルドの甥 Anthony Barton（アントニー・バルトン）が事業を引き継いでいる。 

その後、アントニ―・バルトンの娘 Lilian（リリアン）は、ボルドー大学で醸造学を学んだ後、

Sartorius（サートリアス）と結婚し夫と共にシャトーとネゴシアンの経営を引き継いでいる。 

現在は、子供の Melanie（メラニー)と Damien（ダミアン)もシャトーの経営に参画している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 15ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 70％  メルロ 20％ 

醸造 ： 約 9 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Lady Langoa（レディ・ランゴア） 約 3 万本 
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Château Giscours （シャトー・ジスクール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称の由来は分からない。 

 

【歴史】 

1330 年の文献にジスクールの名が登場する。 

1552 年、ワイン造りが行われていたという記録がある。 

それまで、誰がジスクールを所有していたかは不明で、その後も所有者は転々とする。 

 

1847 年、パリの銀行家 Comte Pescatore（ペスカトーレ伯爵）が地所を取得し、現存するシャ 

トーの館を建てた。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3 級）の認定を受ける。 

 

1951 年、第二次世界大戦（1939-1945）の終了後、アルジェリアから引き揚げてきた Nicolas 

Tali（ニコラ・タリ）がジスクールの地所を買収する。その時の敷地面積は80ｈａもあったにもかか

わらず、ぶどう畑はわずか 7ｈａまでに縮小し、畑は荒廃していたという。 

ニコラ・タリは、息子の Pierre（ピエール）と協力してシャトーに多大な投資を行い、一時はメ

ドック格付け 2 級クラスと同等の実力を持つワインであるという評価を得るまでになった。 

タリ親子はその後、メドック格付け 4 級の Ch.Branaire-Ducru（シャトー・ブラネール・デュクリ

ュ）を買収するなど、会社としての業績を伸ばしている。 

しかしその後、シャトー・ブラネール・デュクリュで発生するワイン・スキャンダルや、タリ家の

家族内紛争が続くなど、シャトーは財政難に陥り経営は行き詰ってしまう。 

タリ家はシャトーの経営から撤退し、土地と建物はタリ家が所有するが、ぶどう畑は借地とし

てしまう。 
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1995 年、オランダ人実業家の Eric Albada Yerhersma（エリック・アルバダ・イェルヘルスマ）

がシャトーを買収する。 

エリック・アルバダは、Ch.Cos d’Estounel（シャトー・コス・デストゥーネル）で醸造長を務めて

いた Jacques Persier（ジャック・ペルシエ）を責任者として招き、シャトーの改良と復活を依頼し

ている。 

 

シャトー・ジスクールはメドック格付け 3 級にも関わらず、常にワインに対する評価が低迷し

続けてきた。信頼を無くした原因の一つに、ボルドーでは半ば禁じ手となっている醸造技術

「maceration a dhaud（マセラシオン・ア・ショー：発酵前の果汁と果皮が混ざった状態のものを

加熱し、色出しを良くする醸造法）」を導入して批判を受けたことがある。また、他の地域のぶど

うを混ぜシャトー・ジスクールとして出荷いたことがあったりなど、ワイン・スキャンダルには事欠

かなかったからではなかろうか。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 80ｈａ（敷地 240ｈａ） 別途オー・メドックに約 60ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 55％  メルロ 40％ 

醸造 ： 約 35 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Sirene de Giscours（ラ・シレーヌ・ド・ジスクール） 約 8 万本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サード・ワイン】 

Le Haut Médoc de Giscours（ル・オー・メドック・ド・ジスクール） 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11733939255-12872598824.html


- 69 – 

Château Malescot Saint Exupery 

（シャトー・マレスコ・サン・テグジュペリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Simon Malescot（シモン・マレスコ）と、後に所有者となる

Comte Jean Baptiste Saint Exupery（ジャン・バプティスト・サン・テグジュぺリ伯爵）に由来する。 

 

【歴史】 

1697 年、Simon Malescot（シモン・マレスコ）は、Margaux（マルゴー）村に地所を購入し「シャ

トー・マレスコ」を創設する。 

彼は、ブルボン朝第 3 代のフランス国王、Louis XIV（ルイ 14 世：在位 1643-1715）の法務官

を務め、ボルドー議会の公証人でもあった。 

以後 1 世紀以上、マレスコ家がシャトーを引き継いでいる。 

 

1827 年、シャトーは Comte Jean Baptiste Saint Exupery（ジャン・バプティスト・サン・テグジュ

ぺリ伯爵）が買収し、シャトー名を「マレスコ・サン・テグジュぺリ」と改名する。 

1853 年、デグジュペリ家によってシャトーの経営は続けられていたが、経済的に行き詰まり

未亡人はシャトーを売りに出すことになる。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

1870 年、シャトーの新たな所有者となったのは、Forcard （フォルカード）と Boissac（ボワサ

ック）の二人で、彼らはシャトーの施設から醸造設備、畑の管理などに大きな投資を行いワイン

の評価を上げていった。 
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彼らの努力も、ボルドーで発生する病過（フィロキセラやベト病、ウドン粉病など）などで経済

的な打撃を受け、シャトーを手放さざるを得なくなる。 

 

1901 年、シャトーは売却されるが、以後所有者は転々としぶどう畑は荒廃し、ワインの評価

も低迷を続ける。 

 

1955 年、シャトーは、アルザス出身の Paul Zuger（ポール・ズジェール）が買収する。その時

のぶどう畑は荒廃したままで、その面積も 7ｈａほどまでに減少していたという。 

ポール・ズジェールの死後は長男の Roger（ロジャー）が後を継ぐ。 

現在は、3 代目となる Jean Luc（ジャン・リュック）がシャトーを運営している。ジャンは、ワイ

ン・コンサルタントとして Michel Rolland（ミッシェル・ロラン）を招いている。 

 

ジャン・リュックの弟 Jean Claude（ジャン・クロード）は、マレスコ・サン・テグジュペリと同じ格付

け 3 級の、Ch.Marquis d'Alesme Becker（シャトー・マルキ・ダレーム・ベケール）を相続してい

る。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 24ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 50％  メルロ 35％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 12 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Dame de Malescot（ラ・ダーム・ド・マレスコ） 約 6 万本 
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Château Boyd Cantenac （シャトー・ボイド・カントナック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、村名の Cantenac（カントナック）と、所有者であった Jack Boyd（ジャック・

ボイド）に由来する。 

 

【歴史】 

1754 年、アイルランド出身の Jack Boyd（ジャック・ボイド）は、Cantenac（カントナック）村の修

道院がミサ用に少量のワインを生産していた 4ｈａほどのぶどう畑を購入し、シャトー「ボイド・カ

ントナック」を創設する。 

 

1806 年、婚姻により John Lewis Brown（ジョン・ルイス・ブラウン）の所有となる。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

1860 年、シャトーは、メドック格付け 2 級 Ch.Léoville Poyferré（シャトー・レオヴィル・ポワフェ

レ）を所有する Armand Lalande（アルマン・ラランド）に売却される。 

この頃、シャトー・ボイド・カントナックとしてのワインは造られていなかったようだ。 

 

1920 年、シャトーは、Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）を所有する Ginestet（ジネステ）社に

よって買収されるが、その後の所有者は転々とする。 

その頃、シャトー・ボイド・カントナックの名前でワインが復活したようだが、ワインに対する評

価はまったく見られない。 

 

1932 年、Gume（ギュメ）一族によってシャトーは買収される。 
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ギュメ家は、1906 年に取得していたメドック格付け 4 級の Ch.Pouget（シャトー・プージェ）の

方で、買収したシャトー・ボイド・カントナックのワインを醸造していた。それは、1982 年まで続く

が、ワインの評価は低迷したままだった。 

 

1997 年、シャトーの経営を引き継いだ Lucian Gume（ルシアン・ギュメ）は、ボルドー大学の

醸造学者 Emile Peynaud（エミール・ペイノー）博士の指導を受けながら、新たなワイン造りを始

めている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 17ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 25％ 

醸造 ： 約 7 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Jacques Boyd（ジャック・ボイド） 約 3 万本 1997 年発売 
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Château Cantenac Brown （シャトー・カントナック・ブラウン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、村名の Cantenac（カントナック）と、所有者であった John Lewis Brown（ジ

ョン・ルイス・ブラウン）に由来する。 

 

歴史 

1754 年、アイルランド出身の Chevalier Jack Boyd（ジャック・ボイド騎士）は、現在の Ch.Boyd 

Cantenac（シャトー・ボイド・カントナック）と、Ch.Cantenac Brown（シャトー・カントナック・ブラウ

ン）を含むいくつかの区画を取得し、シャトーを創設する。 

 

1806 年、イギリス人の John Lewis Brown（ジョン・ルイス・ブラウン）は、ジャック・ボイドの娘と

結婚したことで、シャトーはジョン・ルイス・ブラウンの所有となる。当時、ジョン・ルイスは現在の

Graves（グラーヴ）地方、Pessac-Léognan（ペサック・レオニャン）地区の Ch.Brown（シャトー・ブ

ラウン）を所有している。 

1843 年、ジョン・ルイスによるシャトーの運営はうまくいかず、資金に枯渇して破産してしまう。

シャトーはイギリス人の Gromar（グロマール）に売却された。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

認定された時の名称は、シャトーを創設したジャック・ボイドの名を付けた「Ch.Boyd（シャト

ー・ボイド）」であったが、この地所は後に、「ボイド・カントナック」と「カントナック・ブラウン」の二

つに分割される。 

 

1860 年、シャトーの所有権をめぐる紛争が発生し、法廷に持ち込むほどの騒動となる。結果、

シャトーは売却された。 
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買収したのは、Ch.Léoville Poyferré（シャトー・レオヴィル・ポワフェレ）を所有し、ネゴシアン

（酒商）も経営していた Armand Lalande（アルマン・ラランド）であった。それを機に、シャトーの

名称を「カントナック・ブラウン」と改名している。 

 

その後、ラランド家の一族によって 100 年間ほど維持されていたが、1930 年代にアメリカを

皮切りに世界に広がった経済恐慌や、その後の第二次世界大戦（1939-1945）で発生する不

況の影響を受け、シャトーは経営難に陥ってしまう。ぶどう畑は荒廃し、ワインの評価も地に落

ちていた。 

 

1968 年、シャトーは Vivier（ヴィヴィエ）家が買収する。 

ヴィヴィエ家は、その後マルゴー村に 40ｈａほど、ボルドー地方に 10ｈａほどの地所を購入す

るなど、荒廃していたシャトーの復興に尽力している。 

1980 年、シャトーはコニャックの大手生産者 Rémy Martin（レミー・マルタン）社に売却される。 

1987 年、シャトーは Millesime（ミレジム）社が取得する。 

1989 年、ミレジム社は保険会社 AXA（アクサ）と合併する。 

その後、AXA はシャトーの設備やぶどう畑に対し大きな投資を行い、ワインの管理責任者に

Ch.Lynch Bages（シャトー・ランシュ・バージュ）に勤めていた、Jean Michel Cases（ジャン・ミッシ

ェル・カーズ）をコンサルタントとして招聘し、シャトーの復活を図っている。 

 

2006 年、シャトーはシリア系イギリス人の投資家、Simon Halabi（サイモン・ハラビ）によって買

収される。 

 

シャトー・カントナック・ブラウンは、歴史的にオランダへの輸出が主になっていたため、日本

の市場で見かけることはほとんどない。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 48ｈａ 

栽培比率  

カベルネ・ソーヴィニョン 65％   

メルロ 30％   

カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 13 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Brio du Ch.Cantenac Brown 

（ブリオ・デュ・シャトー・カントナック・ブラウン）  

約 12 万本 
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Château Palmer （シャトー・パルメ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であったイギリス人 Charles Palmer（チヤールズ・パーマー）少将

に由来する。Palmer はフランス読みで「パルメ」という。 

 

【歴史】 

1748 年、Gask（ガスク）家は、Margaux（マルゴー）村の Ch.d’Issan（シャトー・ディッサン）の

敷地の一部を取得し、名称を「Ch. de Gask（シャトー・ド・ガスク）」とした。 

 

1814 年、イギリスの軍人 Charles Palmer（チヤールズ・パーマー）少将（1777-1851）は、シャ

トー・ド・ガスクを買収し、シャトー名を「パルメ」と改名する。 

パーマー将軍は、その後の 1816 年から 15 年間に、マルゴー村を始め隣接する Cantenac

（カントナック）村や Issan（イッサン）村などに次々と領地を購入し、合わせて 163ｈａ（ぶどう畑

約 82ｈａ）もの広大な敷地を持つまでになっている。 

 

1823 年、チャールズ・パーマーは、イギリス人女性 Elizabeth Atkin（エリザベス・アトキン）と

結婚する。その後、彼女の助言もありシャトー・パルメをイギリスへの拡販を始め、大きな成功を

収める。ロンドンでは「Palmer’s Claret（パルメーズ・クラレット）」と呼ばれ、時のイギリス王

George IV（ジョージ 4 世：在位 1762－1830）もお気に入りだったという。 

 

1843 年、チャールズ・パーマーのシャトー経営に行き詰りが生じてしまい、莫大な借財を抱

えたまま自己破産してしまう。 

シャトー・パルメは売りに出されるが、当時ボルドー全域で発生していたウドン粉病「powdery 

mildew（パウダリー・ミルデュ）」で、ボルドーの生産者たちは大きな被害を受けていたため買い

手がつかず、44 年から 53 年までの 9 年もの間、シャトー・パルメはパリの大手銀行の管理下

に置かれてしまう。 
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1853 年、パリの銀行家 Issac Pereire（イサック・ペレール）と Emil Pereire（エミール・ペレー

ル）の兄弟がシャトーを購入する。 

二人は、館の改築やぶどう畑の整備、醸造設備の改良などを行い始め、3 年後の 1856 年

に終了する。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

現在のワイン評論家たちは、当時のパルメの実力を 1 級もしくは 2 級クラスであったのでは

ないかと推測している。 

イサック・ぺレールがパルメを購入し、わずか 2 年後の 1855 年に行われたメドック格付けに

は、銀行の管理下に置かれていた経緯もあり、上位認定にはならなかったようだ。 

1860 年代に入ると、フランス全域で発生する「フィロキセラ」による被害や、続いて発生する

「ベト病」の発生などによりシャトーの経営は大きな打撃を受ける。さらに、第一次世界大戦

（1914-1918）へと続く困難を切り抜けて来たぺレール家だったが、1930 年代、アメリカを皮切り

に世界へ広がる経済の大恐慌には勝てず、シャトーを手放さざるを得なくなる。 

 

1938 年、イギリス系の Mähler-Besse（マーラー・ベッセ）とオランダ系の Sichel（シシェル）、そ

してフランス系の Ginestet（ジネステ）と Miayu（ミアイユ）など、4 つのネゴシアンによってシャト

ー・パルメは共同購入された。 

シャトーの管理はミアイユ家が担当し、一家の Bertrand Miayu（ベルトラン・ミアイユ）が 2004

年までの 40 年間支配人を務めている。 

 

3 つの国のネゴシアンによる買収であったという理由から、現在のシャトーの屋根には 3 ヵ国

の国旗が掲げられている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 52ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 55％  メルロ 40％ 

醸造 ： 約 15 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Alter Ego Palmer（アルテ・エゴ・ド・パルメ）  

約 11 万本 1998 年発売 

旧名 La Réserve de Générales 

（ラ・レゼルヴ・ド・ジェネラル） 
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Château La Lagune （シャトー・ラ・ラギューヌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Gascogne（ガスゴーニュ：フランス南西部の古い地方名）の方言で、｢小さ

い池｣を意味する「ラギュ」に由来する 

 

【歴史】 

地所の歴史をたどると、15 世紀末ころ「ラギュ：小さい池」と呼ばれる一帯に小さな村があっ

たようだ。 

1730 年、地所に邸宅が建てられ、ぶどう栽培も始まったという。それまでや、その後に誰が

所有者していたのか、ワインに対する評価などは分からない。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

1860 年代、ボルドーを襲ったフィロキセラにより、シャトーのぶどう畑は大きな被害を受け経

済的に大きな打撃を受ける。結果、当時の所有者はシャトーを売却せざるを得なくなる。 

1886 年、ワインの仲買人であった Says（セーズ）がシャトーを買収し、以後 150 年ほど一族

によって所有される。この頃のワインが評価されていたという記録はない。 

 

第二次世界大戦（1939-1945）後の不況で、シャトーの経営は行き詰まってしまい、セーズ

家はシャトーの地所を分割して売却するなど、規模を縮小し経営の維持を図った。 

そうした努力にも関わらず、1956 年に発生する霜の被害で経営は破綻し、ぶどう畑も荒廃し

てしまう。 

1958 年、シャトーを買収した Georges Brune（ジョルジュ・ブリュネ）は、醸造施設を新しくした

り、ぶどう畑の植え替えなど行ったりしシャトーの修復を図る。しかし、シャトー・ラ・ラギューヌは
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格付け 3 級シャトーとしての信頼を回復するには至らなかった。 

 

1962 年、シャンパーニュのネゴシアン（酒商）Ayala Montebello（アヤラ・モンテベロ）の所有

者、Jean Michel Duseiil（ジャン・ミシェル・デュセイユ）によってシャトーは買収される。  

1998 年、ジャン・ミシェルは息子の Alan（アラン）にシャトーを譲る。 

 

2000 年、南フランスのワイン産地 Côtes du Rhône（コート・デュ・ローヌ）地方の生産者、Paul 

Jaboulet Aine （ポール・ジャブレ・エネ）社の所有者 Jean Jacques Frey（ジャン・ジャック・フレ

イ）が新たな所有者となる。 

2004 年、フレイ家の投資により最新の醸造施設が完成する。 

2006 年、ポール・ジャブレ・エネの新たな責任者となった Calorine Frey（カロリーヌ・フレイ）

は、シャトー・ラ・ラギューヌとポール・ジャブレ・エネ両方のワインの面倒を見ている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 80ha 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 25 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Moulin de La Lagune（ムーラン・ド・ラ・ラギューヌ） 約 23 万本 

 

【サード・ワイン】 

Ch.La Lagune Mademoiselle“L”（シャトー・ラ・ラギューヌ・マドモアゼル・エル） 
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Château Desmirail （シャトー・デスミライユ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Jean Desmirail（ジャン・デスミライユ）に由来する。 

 

【歴史】 

1661 年、Jean Rauzan（ジャン・ローザン）か Pierre de Rauzan（ピエール・ド・ローザン）のどち

らか分からないが、Margaux（マルゴー）村で地所を取得しシャトーを創設する。 

 

17 世紀末、ボルドー議会の弁護士 Jean Desmirail（ジャン・デスミライユ）が結婚する際、妻

側からの婚資（花嫁から花婿へ寄贈する）として地所がもたらされ、ジャン・デスミライユが所有

者となる。それを機に、シャトー名を「デスミライユ」とした。 

 

1838 年、デスミライユのぶどう畑は Ch.Palmer（シャトー・パルメ）によって買収されるが、シャ

トーの建物は後にメドック格付け 3 級となる、Ch.Marquisd'Alesme Becker（シャトー・マルキ・ダ

レーム・ベッケル）の所有者によって取得されるなど、デスミライユの地所は細分化されてしまう。 

畑のぶどうはシャトー・パルメに使用されていたようで、シャトー・デスミライユとしてのワイン

は存在しなくなり、その名はワイン市場から消滅してしまう。 

 

1855年の直前、シャトーはCh.Margaux（シャトー・マルゴー）の支配人Sipierre（シピエール）

によって買収され、彼によってシャトー・デスミライユのワインは復活を果たす。 

ちなみに、メドック格付けの条件では「10 年間シャトーとしての実績が無い場合、そのシャト

ーは消滅する」となっているが、格付けが行われる年にシャトー・デスミライユの名は復活して

いたようだ。 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 
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その後の所有者は転々とする。 

 

1905 年、ドイツ、ベルリンの銀行家 Mendelssohn（メンデルスゾーン）家の Robert（ロバート）

が畑の一部を取得する。 

 

第一次世界大戦（1914-1918）では、敵国 Preußen（プロイセン：現在のドイツ）によってシャト

ーは占領されていた。 

 

1923 年、北フランスで手袋製造業を営む Martial Michel（マルティアル・ミシェル）が、シャト

ーを買収し 3 年間ほど所有するが、第二次世界大戦（1939-1945）が始まる前、シャトー・パル

メに売却した。 

その後 1979 年までの 56 年間、デスミライユのぶどうはシャトー・パルメに使用されていたよ

うで、シャトー・デスミライユとしてのワインは販売されなく、事実上消滅していた。 

 

1980 年、新たな所有者となった Lucian Lurton（リュシアン・リュルトン）は、細かく分割され所

有されていたデスミライユの地所を買い集め、最後にシャトー・パルメの区画になっていた部分

を買い取って、元のシャトー・デスミライユの敷地に戻している。 

1981 年、リュシアン・リュルトンは、シャトー・デスミライユとしてのワインを販売し始め、1983

年のヴィンテージでは格付け 3 級クラスとしての評価を受けるまでに至っている。 

 

1992 年、ルシアンが亡くなると、10 人の子供たちによってシャトーは引き継がれ、兄弟のひ

とり、弁護士の Denis（ドニ）がシャトーの管理者となった。 

 

メドック格付け 2 級の Ch.Brane Cantenac（シャトー・ブラーヌ・カントナック）を所有する Henri

（アンリ）とドニは兄弟である。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 34ｈａ 

栽培比率  

カベルネ・ソーヴィニョン 60％ 

メルロ 40％ 

醸造 ： 約 9 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Initial de Desmirail 

（イニシャル・ド・デスミライユ） 
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Château Calon Ségur （シャトー・カロン・セギュール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ローマ時代に「Calon（カロン）」と呼ばれた材木運搬船と、所有者であっ

た Marquis Alexandre de Ségur（アレキサンドル・ド・セギュール侯爵）に由来する。 

「カロン」はローマ時代の古い言葉で「木」を意味し、ローマ兵が材木を運んでいた船も「カロ

ン」といった。 

 

【歴史】 

13 世紀、後にカロン・セギュールとなる地所は、ローマ時代には「カロネス」と呼ばれ、その

後 St.Estephe de Calon（サンテステフ・ド・カロン）村と呼ばれていた。それが、現在の村名

St.Estephe（サンテステフ）になっている。 

14 世紀、残されている記録によると、カロン・セギュールとなる地所は、サンテステフ村で最

も古い畑になるようだが、一説には、ガロ・ローマ時代（前 3 世紀-後 5 世紀）には存在し、ぶど

う栽培も始めていたといわれる。 

 

1718 年、当時カロンの所有者であった Jean de Gask（ジャン・ド・ガスク）の娘は、ボルドー議

会議長を務め、ボルドー高等法院長をも務めていた Marquis Nicolas Alexandre de Ségur（ニコ

ラ・アレキサンドル・ド・セギュール侯爵）と結婚する。カロンの地所は持参金としてもたらされ、

シャトー名を「カロン・セギュール」と名付けた。 

当時のセギュール侯爵は、後にメドック格付け 1 級となる Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）と、

同級の Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）などを含む広大な敷地を所有していた。 

 

カロンを取得したニコラ・アレキサンドルは、後世に残る名文句を残している。 

 

「我、ラフィットとラトゥールを造りしが、わが心、カロンにあり。」 

その思いは、ラベルに描がかれているハートに込められているというが、シャトー・カロン・セ

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11126427016-13851342145.html


- 82 – 

ギュールのワインが持つ優しい味わいにあったのか、妃となった彼女への思いであったのかは

定かではない。 

 

1716 年、ニコラ・アレキサンドルが亡くなる。 

シャトーは、従兄弟の Marquis Nicolas Alexandre de Ségur（ニコラ・アレキサンドル・ド・セギ

ュール侯爵）が運営を引き継いでいる。 

その後は、ニコラ・アレキサンドルの子供 Nicolas Marie Alexandre（ニコラ・マリー・アレキサン

ドル）がシャトーを引き継ぐが、放漫経営から資金難に陥りシャトーを売却せざるをえなくなる。 

1778 年、Etienne Theodor Dumlan（エティエンヌ・テオドール・デュムラン）がシャトー買収す

る。その後、同じ名前の息子がカロン・セギュールを相続するが、経済的に行き詰ってしまいシ

ャトーを手放すことになる。 

1824 年、パリ出身の Philmando Restapi（フィルマンド・レスタピ）がシャトーを買収する。その

後、レスタピ家によるカロン・セギュールの所有は 70 年ほど続くが、ワイン造りに対する情熱は

薄くワインの評価は低迷を続けていた。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

 

1894 年、カロン・セギュールに隣接している格付け外の、Ch.Capbern（シャトー・キャプベル

ン）を所有する Georges Gasqueton（ジョルジュ・ガスクトン）と、ガスクトン家一族の Charles 

Anapie（シャルル・アナピエ)によってシャトーは買収される。 

これ以後、ガスクトン家による所有が続き、2011 年までは 2 人の子孫となる Capbern 

Gasqueton (カプベルン・ガスクトン)夫人が所有していた。 

2011 年、ガスクトン夫人が亡くなる。 

2012 年、保険会社の Suravenir（スラヴニール）がシャトー・カロン・セギュールを取得する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 55ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 50％  メルロ 40％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 8 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Le Marquis de Calon Ségur  

（ル・マルキ・ド・カロン・セギュール） 約 14 万本 

旧名 Marquis de Calon（マルキ・ド・カロン） 

【サード・ワイン】 

St.Estephe de Calon Ségur （サンテステフ・ド・ 

カロン・セギュール） 約 6 万本 2013 年改名 

旧名 La Chapelle de Calon（ラ・シャペル・ド・カロン） 
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Château Ferriere （シャトー・フェリエール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Jean Ferriere（ジャン・フェリエール）に由来する。 

 

【歴史】 

18 世紀、当時の王の狩猟担当を務め、船舶の仲買人をしていた Gabriel Ferriere（ガブリエ

ル・フェリエール）は、後にメドック格付け 1 級となる Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）の隣に、

8ｈａほどの地所を購入しシャトーを創設する。 

 

1795 年、ガブリエルの従弟でボルドー市の市長を務めていた、Jean Ferriere（ジャン・フェリ

エール）がシャトーの運営を始め、それを機にシャトー名を「フェリエール」としている。 

 

ガブリエルが亡くなると、シャトーの相続で問題が発生してしまい、騒動は裁判沙汰にまで

になる。裁判所の決定で売りに出されたフェリエールは、ガブリエルの妻 Marie（マリー）が購入

した。 

その後マリーが亡くなると、3 人の子供 Gabriel（ガブリエル)、Michel（ミシェル）そして Rosa

（ローザ）の中の、ミシェルがシャトーを継いでいる。 

ミシェルの死後は、従弟の Henry Ferriere（アンリ・フェリエール）がシャトーを引き継ぐが、そ

の後に、メドック格付け 4 級の Ch.Marquis de Terme（シャトー・マルキ・ド・テルム）を所有する

Armand Feuillerat（アルマン・フィルラ）に売却する。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 

その後のフェリエールは誰によって所有されたのか、その経緯は不明でワインに対する評価

も見当たらない。 
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1915 年以降、ワインに対する少しの記録はあるが、どれも評価に値しないという酷評を受け

続けている。 

 

1952 年、シャトーを引き継いできた子孫は、メドック格付け 2 級 Ch.Lascombes（シャトー・ラ

スコンブ）を所有する Alexis Lichine（アレクシス・リシーヌ）に、シャトーを 40 年間賃貸すること

と、ワイン造りも委任すという契約を結んだ。 

1954 年から 1991 年まで、シャトー・フェリエールのワインは存在したが、フェリエール側で収

穫した良質のぶどうはラスコンブに使われていたという。 

 

1988 年、ブルジョワ・クラスの Ch.Chasse Spleen（シャトー・シャッス・スプリーン）を所有し、ボ

ルドーのワイン長者であった Jean Merlaut（ジャン・メルロー）は、バラバラになっていたフェリエ

ールの地所を少しずつ買い集め、1992 年、元のフェリエールであった地所の買収に成功する。 

 

現在のシャトー・フェリエールは、Taian（タイアン）グループが所有し、一族の Claire Villars 

Lurton（クレア・ヴィラール・リュルトン）がシャトーの管理をしている。 

 

フェリエールのワインは、生産量の少ないこともあって日本の市場で見かけることはほとんど

ない。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 16ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 35％ 

醸造 ： 約 6 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Remparts de Ferriere（レ・ランパール・ド・フェリエール） 
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Château Marquis d'Alesme Becker 

（シャトー・マルキ・ダレーム・ベケール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Marquis Francis d'Alesme（フランシス・ダレーム侯爵）と、

後に所有者となる Becker（ベケール）に由来する。 

 

【歴史】 

後にシャトー・マルキ・ダレーム・ベケールとなる地所は、Margaux（マルゴー）村で最も古い

歴史を持つ。 

 

1585 年、フランス王 Henri III（アンリ 3 世：在位 1573-1575）が統治する時代、判事を務めて

いた Marquis Francis d'Alesme（フランシス・ダレーム侯爵）は、Margaux（マルゴー）村に地所を

取得しシャトーを創設する。 

以前のラベルに描かれていた馬の蹄鉄は、その頃に「馬匹係（ばひつかかり：軍用の馬の

管理係）」をしていたことによる。 

1616 年、ぶどう園として登録している。 

その後、ダレーム家によってシャトーは維持されている。 

 

1809 年、シャトーはオランダで酒商を営む Becker（ベケール）が購入し、シャトー名を「マル

キ・ダレーム・ベケール」とした。 

 

1855年、メドック格付けでは、Troisièmes Crus（トロワジエーム・クリュ：3級）の認定を受ける。 
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1950 年、シャトーは、メドック格付け 3 級の Ch.Malescot Saint Exupery（シャトー・マレスコ・

サン・テグジュペリ）を所有する Paul Zuger（ポール・ズジェール）が取得する。ふたつのシャトー

は同じ 3 級格付けにも関わらず、それ以後のシャトー・ダレーム・ベケールはシャトー・マレス

コ・サン・テグジュペリより格下のセカンド・ワイン的な扱いを受けていた。 

 

1979 年、ポール・ズジェールは、シャトー・マレスコ・サン・テグジュペリの方を長男 Roger（ロ

ジャー）に、シャトー・マルキ・ダレーム・ベケールの方を次男の Jean Claude（ジャン・クロード）

に継がせている。 

2006 年、シャトーは石油王 Hubert Pero（ユベール・ペロ）が買収する。 

2008 年、ペロの娘 Natalie（ナタリー）が後を継いでいる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 16ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 45％  メルロ 30％  カベルネ・フラン 15％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Marquis d'Alesme（マルキ・ダレーム） 約 2 万本 
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Château Saint Pierre （シャトー・サン・ピエール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Baron de St.Pierre（サン・ピエール男爵）に由来する。 

 

【歴史】 

1693 年、Mauquis de Chevery（シュベリー侯爵）は、St.Julien（サンジュリアン）村に地所を購

入し「Château Serranean（シャトー・スラネアン）」を創設する。 

1767 年、シャトー・スラネアンは Baron de St.Pierre（サン・ピエール男爵）が取得し、シャトー

名を「サン・ピエール」に改名した。 

1796 年にサン･ピエールが亡くなると、シャトーは二人の娘が相続する。 

1832 年、シャトーを継いだ二人の娘のひとりが亡くなったことから、シャトーの地所は 2 つに

分割される。 

ひとつは Bontemps-Dubarry（ボンタン・デュバリー）が取得し、シャトー名を「St.Pierre 

Bontemps（サン・ピェール・ボンタン）」とする。しかし、ワインとして販売するときは「Ch.St.Pierre 

Bontang Dubarry（シャトー・サン・ピエール・ボンタン・デュバリー）」の名称を使用していた。 

もうひとつは、後にメドック格付け 5 級の認定を受ける、Ch.La Tour Carnet（シャトー・ラ・トゥ

ール・カルネ）の所有者 Luteken（リュトケン）の夫人が購入し、シャトーの名称はそのままの

「St.Pierre（サン・ピエール）」を使用した。 

 

1855 年、メドック格付けでは、二つのシャトーとも Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4級）

の認定を受ける。 

 

1892 年、リュートケン夫人が所有するシャトー・サン・ピエールの方は、Leon Svestre（レオ

ン・スベストル)に売却される。新たな所有者は、シャトー名を「St.Pierre Svestre（サン・ピエー

ル・スベストル）」に改名する。 
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1920 年、シャトーは城館を除き、樽製造業者の Alfred Martin（アルフレッド・マルタン）が買

収する。 

1922 年、ベルギーのアントワープに所在を置く Van den Bussche（ファン・デン・ブシュ）社は、

「サン・ピエール・スベストル」の方を購入する。 

1923 年、ファン・デン・ブシュ社は、もう一つの「サン・ピエール・ボンタン・デュバリー」を購入

し、元のひとつの「シャトー・サン・ピエール」に戻した。 

しかし、1981 年頃までの 60 年間、「シャトー・サン・ピエール・スベストル」の名称も使用し販

売している。その理由は不明。 

 

1982 年、Commanderie du Bontemps（コマンドリー・デュ・ボンタン：ボンタン騎士団）と呼ぶ

「ワイン生産者の友好組織」の会長を務め、St.Julien（サンジュリアン）村の村長をも務め、樽の

製造業者も営んでいた Henri Martin（アンリ・マルタン）がシャトーを取得する。 

アンリは 1920 年にシャトーを所有していたアルフレッド・マルタンの息子である。 

 

1991 年、アンリ・マルタンが亡くなる。 

アンリは、生前にいくつかの畑を買い集めた敷地で、「Château Gloria（シャトー・グロリア）」

の名でワイン販売を始めている。シャトー・グロリアは 1855 年のメドックの格付けとは無縁で、実

績の無い新しいシャトー名であったが、ワインの評価は高く、格付け上位のシャトーと同等の価

格で扱われるようになっていた。 

グロリアの評価が上がり取引価格が上がるに 

つれ、シャトー・サン・ピェールのワインもシャトー 

・グロリアとして販売していたらしい。 

 

2008 年、醸造設備を一新している。 

現在は、アンリの娘婿 Jean-Louis Tullio（ジャ 

ン・ルイ・トゥリオ）が、シャトーの所有者となってい 

る。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 17ｈａ 

栽培比率  

カベルネ・ソーヴィニョン 75％ 

メルロ 15％ 

カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 6 万本 
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Château Talbot （シャトー・タルボ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった John Talbot（ジョン・トールボット）に由来する。「Talbot」

はフランス読みで「タルボ」という。 

 

【歴史】 

現在のボルドー地方が Aquitaine（アキテーヌ）と呼ばれ、イギリスによって統治されていた時

代、イギリス軍指揮官 John Talbot（ジョン・トールボット）将軍は、ボルドー市民の要請により

St.Julien（サンジュリアン）村を治める任に付いていた。 

その後、100 年戦争末期の 1453 年、Castillon（カスティヨン）の戦いで、トールボット将軍は

戦死する。 

将軍の名前に由来するシャトーだが、彼自身はぶどう栽培やワイン造りを行ってはいない。

彼が所有していた頃は、面積は 100ｈａを超える壮大な敷地だったという。 

フランスのシャトー名に、イギリス人の名前が使われるのは奇異に思われるが、300 年もの長

い間イギリスに統治されていたボルドーでは、フランスの統治に反対するものも多かったことか

ら、さほどの違和感は持たれなかったようだ。 

トールボット将軍は、劇作家 Shakespeare（シェイクスピア）の史劇「Henry VI（ヘンリー6 世）」

にも登場するほど、イギリス人にとっては英雄的な存在であった。 

 

15 世紀以降 18 世紀まで、シャトー・タルボに関する所有者の変遷や、ワインに関する経緯

などは分からない。 

18 世紀から 19 世紀には、Marquis Doe de Lescu （ドー・ド・レスクー侯爵）とその一族が所

有していたとある。 

フランス革命（1789-1799）では、シャトー・タルボも例外なく資産は没収され、地所は競売に

かけられた。 
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1855 年、メドック格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

1899 年、競売に出されていたシャトー・タルボは Crabli（クラブリ）家が買収する。 

1917 年、シャトーはネゴシアンの Cordier（コルディエ）社が取得する。 

その後はコルディエ家の息子 Johge（ジョージュ）や孫の Jean（ジャン）たちによって受け継が

れた。 

1930 年代、一族の Georges Cordier（ジョルジュ・コルディエ）が、畑の一画に白ぶどう品種

を作付けして白ワインを造り始める。 

1993 年、Lorraine Rustmann（ロレーヌ・ルストマン）と Nancy Bignon-Cordier（ナンシー・ビニ

ョン・コルディエ）が経営を引き継いではいたが、80 年代後半からコルディエ社は経営不振に

陥り、シャトーに対する管理や投資がおざなりになっていた。 

結果、シャトー・タルボを含むメドックの格付け 2 級の Ch.Gruaud Larose（シャトー・グリュオ

ー・ラローズ）や、ブルジョワ・クラスで高い評価を受けていた Ch.Meyney（シャトー・メイネイ）な

ど、ネゴシアンとしてコルディエ社が所有していた多くのシャトーは、その品質の低下が続いて

いた。 

 

2000 年以降、経営難からシャトー・グリュオー・ラローズとシャトー・メイネイを売却したコルデ

ィエ社は、シャトー・タルボのみの所有となる。 

 

自家用として造っていた、白ワインの評判が良いという噂（うわさ）が広がり、約 6ｈａの畑から

本格的に白ワインの生産を始める。ワイン名は、「白い石」という意味を持つ「Caillou Blanc（カ

イユ・ブラン）」の名で販売している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 109ｈａ（白用約 6ｈａ） 

栽培比率 

（黒ぶどう）カベソネ・ソーヴィニヨン 65％ 

メルロ 25％ 

（白ぶどう）ソーヴィニヨン・ブンラン 85％ 

セミヨン 15 

醸造 ： 約 36 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Connetable de Talbot 

（コネターブル・ド・タルボ） 約 30 万本 

 

【白ワイン（AOC 名はボルドー）】 

Caillou Blanc du Ch.Talbot（カイユ・ブラン・デュ・シャトー・タルボ） 約 3 万本 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11710156956-13851338339.html


- 91 – 

Château Branaire-Ducru （シャトー・ブラネール・デュクリュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Jean-Baptiste Branaire（ジャン・バティスト・ブラネール）

と、その後に所有者となる Gustave Ducru（ギュスターヴ・デュクリュ）に由来するというが、いつ

誰によって、シャトー名を「ブラネール・デュクリュ」としたのかは分からない。 

 

【歴史】 

1666 年、St.Julien（サンジュリアン）村の Beychevelle（ベイシュヴェル）と呼ぶ広大な敷地を

統治していた、フランス海軍提督の Duc Epernon（エペルノン公爵）が亡くなったのを機に、ベ

イシュヴェルの地所は分割された。 

その一区画を Jean-Baptiste Branaire（ジャン・バティスト・ブラネール）が購入する。 

その後、ジャン・バティストの娘 Marie Branaire （マリー・ブラネール）は、Pierre de Luc（ピエ

ール・ド・リュック）と結婚する。 

二人の間にできた子供 Laurent（ローラン)に、父ジャン・バティストは地所を寄贈した。その

後、およそ 2 世紀にわたる長い期間、シャトーはリュック家により所有されている。 

1720 年ころ、ぶどう畑が開拓され、ワイン造りを始めたとある。 

 

1825 年、Louis du Luc（ルイ・デュ・リュック）が地所を買収し邸宅を建てる。シャトーの名称

は、ルイの母方の性「ブラネール」を使用していたが、デュ・リュックが縮まり「デュリュックのワイ

ン」と呼ばれていた。その名は、現在のセカンド・ワインに使われている。 

ルイの死後は、息子の Leo du Luc（レオ・デュ・リュック）が後を継いでいる。 

 

1855 年、メドックの格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

1860 年、シャトーは Gustave Ducru（ギュスターヴ・デュクリュ）が買収する。 
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1879 年、ギュスターヴが亡くなると、相続で問題が生じ、後継者のいないまま何人かの手に

渡り、ワインの評価も低迷を続けてしまう。 

この頃の誰かがシャトーの名前を「ブラネール・デュクリュ」としたようだ。 

 

1899 年、当時シャトーを所有していたルイ・デュ・リュックの妹 Zelier L’abbé（ゼリエ・ラベ）が

亡くなると、その後のシャトーは家族内相続に始まり、次いでル・ペリエ・ドゥ・ラルザン伯爵や

J・ド・ラ・トゥール伯爵、ラヴェ伯爵、ペリエ・ドゥ・ラルザン伯爵など、多くの貴族たちによって所

有されるなど、ワインそっちのけの変遷が続く。 

 

1952 年、シャトーは Ch.Giscours（シャトー・ジスクール）を所有する Tali（タリ）家によって買

収される。 

1988 年、Patrick Marto（パトリック・マルトー）家がシャトーを取得する。マルトー家は、シャト

ーの運営を Philippe Dalouane（フィリップ・ダルーアン）に委託する。 

1991 年、醸造施設を一新する。 

2002 年、フィリップ・ダルーアンが Ch.Mouton Rothschid（シャトー・ムートン・ロトシルト）に移

籍したため、シャトーの運営は Jean Dominic Vidou（ジャン・ドミニク・ヴィドー）が担当している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 50ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 70％  メルロ 25％ 

醸造 ： 約 18 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Duluc de Branaire Ducru（デュリュック・ド・ブラネール・デュクリュ） 約 15 万本 
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Château Duhart-Milon Rothschild 

（シャトー・デュアール・ミロン・ロートシルト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、地名の Milon（ミロン）と、所有者であった Sir Duhart（デュアール爵）に由

来する。 

 

【歴史】 

1830 年、Pauillac（ポイアック）村でミロンと呼ぶ地区を所有者していた Mandavy Milon （マン

ダヴィ・ミロン）から、Pierre Castéja（ピエール・カスティジャ）がその地所を相続する。 

カスティジャ家はその後、隣接する Duhart（デュアール）家が所有する土地 14ｈａほどを購入

する。 

デュアール家は当時、武器密輸商人や海賊を行っていたという記録がある。海賊といっても

ブルボン朝第 4 代のフランス国王、Louis XV（ルイ 15 世：在位 1710-1774）が公認する存在

で、敵国の商船を襲っては略奪を繰り返すという戦略的な意味を持つものだった。 

カスティジャ家がデュアール未亡人から畑を受け継いで、合わせて 40ｈａになったシャトーの

名称を「デュアール・ミロン」とした。 

 

1855 年、メドックの格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

ボトルのラベルに描かれている館は、デュアールが隠居生活を送っていた時代のものとされ、

1950 年までは存在していたが現存はしない。 

カスティジャ家によるシャトーの所有は 1937 年まで続き、その間に面積は約 50ｈａまでに拡

大している。 

その頃のワインの生産管理は、メドック格付け 2 級 Ch.Léoville Las-Cases（シャトー・レオヴ
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ィル・ラスカーズ）を所有する André Delon（アンドレ・ドロン）が行っている。 

 

第一次世界大戦（1914-1918）から第二次世界大戦（1939-1945）へと続く経済不況のもと、

資本力の乏しかったカスティジャ家はシャトーを手放さざるを得なくなる。その後の 25 年間で

所有者が 5 人も代わるが、いずれも資本力に乏しかったためシャトー・デュアール・ミロンの評

価を維持するどころか下がる一方だった。 

1956 年、追い打ちをかけるかのようにぶどう畑で霜枯れが発生し、ぶどう果実は壊滅状態に

なりワインの生産が出来なくなる。結果、畑の一部 15ｈａほどをメドック格付け 5 級の

Ch.Batailley（シャトー・バタイエ）に売却してしまう。この後、デュアール・ミロンは衰退の一途を

たどることになる。 

 

1962 年、デュアール・ミロンは、メドック格付け 1 級 Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）を所有す

る Eric de Rothschild（エリック・ド・ロートシルト）が買収する。 

その時の地所の面積は 110ｈａもあったが、ぶどう畑は 17ｈａしか残ってないほどに荒れ果て

ていた。 

 

ワイン評論家のロバート・パーカによるデュアール・ミロンの評価を見ると、60 年代、70 年代

のヴィンテージに 60 点代や 70 点代（100 点満点、最低 50 点）という、格付け 4 級シャトーとし

てありえないような点数が付けられていた。 

 

エリック・ド・ロートシルトによって畑のぶどうは全て植え替えられ、大幅な設備投資と改良が

行われていたが、シャトー・デュアール・ミロンとしての信用が回復するまで、その後 40 年もの

歳月を必要としている。 

2001 年、シャトーのぶどう畑の面積は 71ｈａまでになる。 

2003 年のヴィンテージから、シャトー・デュアール・ミロンの評価は高まりつつある。 

 

現在、デュアール・ミロンのワインは、ぶどう栽培からワイン醸造まで全てシャトー・ラフィット・

ロートシルトで行っている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 75ｈａ（敷地 152ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨ 70％ 

メルロ 30％ 

醸造 ： 約 26 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.Moulin de Duhart 

（シャトー・ムーラン・ド・デュアール） 1986 年発売 
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Château Pouget （シャトー・プージェ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった François Antoine Pouget（フランソワ・アントワーヌ・プー

ジェ）に由来する。 

 

【歴史】 

Cantenac（カントナック）村で Benedict（ベネディクト）派修道院が所有する地所が、後にシャ

トー・プージェとなる。 

修道院で造られたワインは、ブルボン王朝で宰相を務めた Duc Richelieu（リシュリュー公爵）

や、ブルボン朝第 3 代のフランス国王 Louis XIII（ルイ 13 世：在位 1610-1643）たちが好んで

飲んでいたという逸話がある。しかし、当時のワインの評判は必ずしも最良というものではなか

ったようだ。 

 

1748 年、François Antoine Pouget（フランソワ・アントワーヌ・プージェ）が地所を取得し、シャ

トー名を「プージェ」とした。 

その後、シャトーを継いだフランソワの娘 Claire（クレール）は、Pierre Antoine Cavaillé（ピエ

ール・アントワーヌ・カヴァイエ）と結婚する。 

シャトーは、娘婿のカヴァイエ家によって受け継がれてはいたが、フランス革命（1789-1799）

が勃発するとシャトーの資産は没収され、地所は競売にかけられてしまう。 

その後の所有者は分からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

1906 年、Pierre Guillemet（ピエール・ギルメ）がシャトーを買収する。 

1932 年、ギルメは、メドック格付け 3 級の Ch.Boyd-Cantenac（シャトー・ボイド・カントナック）
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を買収するが、二つのシャトーのワインは、プージョの方で醸造していた。別々に造られるよう

になるのは 1983 年からになる。 

 

現在は Lucien Guillemet（リュシアン・ギルメ）が引き継いでいる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 17ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 60％  メルロ 30％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 4 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Antoine Pouget（アントワーヌ・プージェ） 約 3 万本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-10819682724-13342298955.html


- 97 – 

Château La Tour Carnet （シャトー・ラ・トゥール・カルネ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、12 世紀に建てられた塔の名前「La Tour Saint Laurent（ラ・トゥール・サ

ン・ローラン）」と、所有者となった Chevalier de Carnet（カルネ騎士）に由来する。 

現在、塔の一部はシャトーに残されている。 

 

【歴史】 

後にシャトー・ラ・トゥール・カルネとなる地所は、メドックの中で最も古い歴史を持つといわれ 

11 世紀または 12 世紀ころにはあったという。その頃の記録では、ぶどうを栽培していたがワイ

ンが造られていたとの記述は見られない。 

1120 年に建てられた塔（La Tour:ラ・トゥール）と堀（Douves：ドゥーヴ）は、中世的な建築様

式となっている。この頃は「Ch.de Saint-Laurent（シャトー・ド・サン・ローラン）」と呼ばれていた。 

当時の所有者、Jean de Foix（ジャン・ド・フォワ）に仕えていた、Chevalier de Carnet（カルネ

騎士）が領地を受け継ぎ、シャトー名を「ラ・トゥール・カルネ」と改名している。 

 

フランスの王位継承と領有権をめぐり、イギリスと戦った 100 年戦争（1339～1453 年）の影響

で、シャトーの所有者は転々とする。それは 19 世紀半ばまで続いた。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

格付け時の所有者は Angélique Raymond（アンジェリック ・レイモンド）といい、彼は敷地を

52ｈａまで広げている。 

その後は相続人たちによって継承されてはいたが、シャトーの経営に行き詰まってしまい倒

産寸前となる。 
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1962 年、それを救うべく、輸送業を営んでいた Lewis Lipsitz（ルイス・リプシッツ）がシャトー

を買収する。その時のシャトーのワイン生産量は微々たるものだったという。 

1979 年、シャトーは、ルイスの娘 Marie Claire Preglan（マリー・クレール・プレグラン）に遺贈

された。 

 

1999 年、シャトーは、Graves（グラーヴ）地区の Ch.Pape Clement（シャトー・パプ・クレマン）

を所有者する、Bernard Magres（ベルナール・マグレ）によって買収される。 

彼は、ワイン・コンサルタントとしてカリスマ醸造家といわれる、Michel Loran（ミッシェル・ロラ

ン）を招聘している。 

 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 115ｈａ（敷地 126ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 40％  メルロ 60％ 

醸造 ： 約 18 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Douves du Ch.La Tour Carnet（レ・ドゥーヴ・デュ・シャトー・ラトゥール・カルネ）  

約 9 万本 
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Château Lafon-Rochet （シャトー・ラフォン・ロシェ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、地名の Rochet（ロシェ）と、所有者であった Pierre de Lafon（ピエール・

ド・ラフォン）に由来する。 

 

【歴史】 

1650 年、ボルドー議会顧問を務めていた Pierre de Lafon（ピエール・ド・ラフォン）は、

Antoinette de Gâmot（アントワネット・ド・ギュモット）と結婚するのを機に、「Domaine Rochet（ド

メーヌ・ロシェ）」と呼ばれていた地所を取得する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

認定を受けた時の名称は Ch.Rochet（シャトー・ロシェ）といった。 

1888 年、それまでラフォン家が所有していたが、その後の所有者やワインの変遷などは分

からない。 

1929 年頃、シャトー名は「ラフォン・ロシェ」と呼ばれていた。 

 

1960 年、経営に行き詰っていたシャトーは、Cognac（コニャック）の生産者で、メドック格付け

5 級の Ch.Pontet Canet（シャトー・ポンテ・カネ）を所有する、Guy Tesseron（ギィ・テスロン）家

に売却される。 

テスロン家は老朽化していたシャトーの建物を全て取り壊し、18 世紀様式の館を新築した。 

現在は Famille Guy Tesseron（ギィ・テスロン）一家によって経営されている。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 45ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 55％  メルロ 40％ 

醸造 ： 約 15 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Pelerins de Lafon Rochet（レ・ペルラン・ド・ラフォン・ロシェ） 約 10 万本 
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Château Beychevelle （シャトー・ベイシュヴェル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称には二つの説がある。 

ひとつは、Gascogne（ガスコーニュ：フランス南西部の古い地方名）の古語で baisse voile（ベ

ッセ・ヴォワール）「帆を下げよ」に由来するというもの。ひとつは、ガスコーニュの古語で

beychet（ベイシェ）「船」と velo(ヴェロ：帆走）に由来するというものがある。 

「帆を下げよ」とは、16 世紀にジロンド川を航行する船が、Duc d’Epernon（エペルノン公爵）

の地で税金を払うため、帆を下げ停泊していたことを意味する。 

 

【歴史】 

1565 年、後にシャトーとなる館が建てられている。 

フランスの王 Henri III（アンリ 3 世：在位 1574-1589）の時代、Beychevelle（ベイシュヴェル）

と呼ばれた広大な敷地は、フランス海軍の提督であった Duc d’Epernon（エペルノン公爵）の

Jean Louis Nogale de la Valet（ジャン・ルイ・ノガル・ド・ラ・ヴァレッ）が所有していた。 

その当時、ぶどうの栽培は行われていたようだが、ワインを造っていたという記録は無い。 

 

フランス革命（1789-1799）が勃発すると、シャトーを継いでいたエペルノン公爵の 2 代目は

追放され、地所は国家に没収され競売にかけられてしまう。 

 

1825 年、貴族議員でありボルドーでワイン商をも営んでいた、ジャン・ルイ・ノガルの甥にあ

たる Pierre François Gustier（ピエール・フランソワ・ギュスティエ）がシャトーを買い戻した。 

その後の所有者は転々とし、詳しい経緯は分からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

1875 年、シャトーはパリの銀行家 Armand Ain（アルマン・アイン）が買収する。 
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この頃、ボルドーを襲った病過（フィロキセラやベト病、ウドン粉病など）により、多くのシャト

ーは壊滅的な被害を受けていた。その中にあってアルマン・アインは、ぶどう畑の再生に尽力

を注いでいたという。 

1883 年、アルマンが亡くなると、アメリカ、ルイジアナ州出身の妻 Marie Amelie Cone（マリ

ー・アメリー・コーン）が後を継いだ。彼女はシャトーの経営を立て直すことばかりでなく、無料

の診療所を建設したり、シャトーにある礼拝堂を修復するなど、多岐にわたり功績を残している

ことで知られる。 

1890 年、マリー・アメリーの娘 Marie Louise（マリー・ルイーズ）は、Charles Asir Fleur（シャル

ル・アシール・フルー）と結婚する。シャルルは、皇帝 Napoléon III（ナポレオン 3 世：在位 1848-

1852）時代に蔵相を務め、動産銀行を設立している。 

 

1926 年、シャルル・アシールが亡くなった後は、息子の Armand（アルマン）がシャトーを引き

継いだ。 

1970 年、アルマン・アシールの息子 Aimar Asir（アイマール・アシール）がシャトーの経営を

引き継いでいる。 

 

1984 年、フランスの相互保険会社 Azur.G.M.F（アズール GMF）が、シャトーに対し資本参

加を始める。 

1986 年、アイマール・アシールが亡くなると、GMF は株式の 89％を取得し事実上の経営権

を獲得した。残りの 11％は年金基金の Société Générales（ソシエテ・ジェネラル）が保有する。 

 

1988 年、GMF グループは日本の飲料メーカー、サントリー・ホールディングスと提携する。 

現在は、アジュール GMF が資本の約 50％を、サントリーが約 40％を、ベルギーの保険会

社 Ageas（アジアス）が残りの 10％ほどを保有している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 78ｈａ（敷地 250ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 25 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Amiral de Beychevelle 

（アミラル・ド・ベイシュヴェル）  

約 20 万本 1974 年発売 
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Château Prieure-Lichine （シャトー・プリューレ・リシーヌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、「小修道院」を意味する Prieure（プリューレ）と、所有者となった Alexis 

Lichine（アレクシス・リシーヌ）に由来する。 

 

【歴史】 

12 世紀、Margaux（マルゴー）村で、Benedict（ベネディクト）会の Vertuille（ヴェルトゥイユ）大

修道院が所有していた地所が、後のシャトー・プリューレ・リシーヌとなる。 

修道院はミサ用として、4ｈａほどの畑でぶどう栽培を始めワインを造っていたが、そのワイン

に人気が集まり販売するようになる。 

当時の地所は教会のもので、ぶどう栽培に携わる者は生産量の 1 割を使用税として納めて

いたという。 

 

フランス革命（1789-1799）が勃発すると、他のシャトーと同じく資産は国家に没収され領地

は分割して競売にかけられた。 

その後の所有者は転々とし、その詳細は分からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

格付け当時の名称は Château le Prieure（シャトー・ル・プリューレ）であった。 

 

1951 年、アメリカ人の Alexis Lichine（アレクシス・リシーヌ）がシャトーを買収する。 

その時のシャトー名は「Ch.Prieure Cantenac（プリューレ・カントナック）」だったが、アレクシ

スは「プリュレ・リシーヌ」と改名している。 
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アレクシス・リシーヌは、第二次世界大戦（1939-1945）の最中、戦地のフランスで General 

Eisenhower（アイゼンハワー将軍）の補佐官を務めていた。 

アイゼンハワーは、後に第 34 代アメリカ合衆国大統領となる。 

 

大戦後、アレクシス・リシーヌはワインをアメリカへの輸出を始め成功を収める。 

ワインに関する著書も多く出版し、「フランス・ワイン」を始め「新フランス・ワイン」、「ワインとス

ピリッツ辞典」、「フランス・ワイン・ガイド」などは、英語圏で広く読まれている。 

そのひとつ「フランス・ワイン」では、1855 年に行われたメドック格付けに対する矛盾点の指

摘や、原産地管理呼称（AOC 法）の矛盾点、さらにはブルゴーニュにおける格付けの矛盾点

などを明確に指摘している。また、自らのテイスティング結果による独自の格付けを行うなど、

伝統に縛られているフランスの格付けに対し画期的な意見を述べている。 

 

1952 年、アレクシスは、マルゴー村のメドック格付け 2 級 Ch.Lascombes（シャトー・ラスコン

ブ）を買収する。 

1989 年、アレクシスが亡くなった後は、息子の Sacha Lichine（サーシャ・リシーヌ）がシャトー

を引き継いではいたが、1999 年、グループ・バランドに売却した。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 70ｈａ（敷地 77ｈａ）、白ワイン用畑約 1.6ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 50％  メルロ 45％ 

醸造 ： 約 24 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Confidencis de Prieure Lichine（コンフィダンス・ド・プリューレ・リシーヌ） 2008 年発売 

旧名 Ch.de Clairefont（シャトー・ド・クレールフォン） 
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Château Marquis de Terme （シャトー・マルキ・ド・テルム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ローマ時代の「浴場」を意味する「テルム」と、所有者であった Marquis de 

Pegilan de Rabst（ペギラン・ド・ラブスト侯爵）の爵位に由来するという。 

 

【歴史】 

後にマルキ・ドテルムと呼ばれる敷地は、現在の Margaux（マルゴー）村でメドック格付け 2

級のシャトーCh.Rauzan Ségle（シャトー・ローザン・セグラ）と、Ch.Rauzan Gassies（シャトー・ロ

ーザン・ガシー）を含む広大な地所であった。 

 

1762 年、Gascogne（ガスコーニュ：フランス南西部の古い地方名）の、Marquis de Pegilan de 

Rabst（ペギラン・ド・ラブスト公爵）と、Marquis de Terme（テルム公爵）の娘 Elisabeth（エリザベ

ート）の結婚によってもたらされた地所が、シャトーの始まりとなる。 

その後の所有者は転々とするうえ、いつ誰によってシャトー名を「マルキ・ド・テルム」としたの

かも分からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Quatrièmes Crus（カトリエーム・クリュ：4 級）の認定を受ける。 

 

1935 年、マルセイユの商人 Pierre Sénéclose（ピエール・セネクローズ）は、シャトーを買収し

た後に法人化している。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 40ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 35％ 

醸造 ： 約 16 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Couronne de Marquis de Terme（ラ・クーロンヌ・ド・マルキ・ド・テルム） 約 3 万本。 

旧名 Les Gondats de Marquis de Terme（レ・ゴンダ・デ・マルキ・ド・テルム） 
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Château Pontet-Canet （シャトー・ポンテ・カネ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、畑の区画名「Canet（カネ）」と、所有者であった Jean François de Pontet

（ジャン・フランソワ・ド・ポンテ）に由来する。 

 

【歴史】 

1725 年、Jean François de Pontet（ジャン・フランソワ・ド・ポンテ）は、Pauillac（ポイアック）村

に地所を取得しシャトーを創設する。その後、Canet（カネ）と呼ばれる区画を取得し、シャトー

名を「ポンテ・カネ」とする。 

ジャン・フランソワは法律家で、ブルボン朝第 4 代のフランス国王、Louis XV（ルイ 15 世：在

位 1715-1774）の秘書を務め、Médoc（メドック）の知事も務め、晩年には陸軍少将にまで登り

つめるほどの人物であった。 

シャトー・ポンテ・カネの近隣には、後にメドック格付け 1 級となる Ch.Lafite（シャトー・ラフィ

ット）や Ch.Mouton Rothschild（シャトー・ムートン・ロートシルト）などがあり、ワインとしては恵ま

れた立地条件にあるにも関わらず、その後のポンテ家はシャトーの管理に力を注がず、ぶどう

畑は荒廃の一途をたどってしまう。当然、ワインの評価は良いものではなかった。 

1821 年、St.Julien（サンジュリアン）村に所有していた畑を売却する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1862 年、当時の所有者 Mme Pontet（ポンテ夫人）は、デンマークでワイン商を営む Herman 

Cruse（ヘルマン・クリューズ）に、シャトーを売却する。これにより、創設時から 150 年間も所有

されてきたシャトーは、ポンテ・カネ家の手から離れる。 

その後クリューズ社は、ボルドー・ワインをドイツやスカンジナビア半島などへの輸出で大き
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な利益を上げ、ボルドーでも最大クラスのネゴシアン（酒商）へと成長していく。 

 

1848 年に発生する 2 月革命（ウイーン体制の崩壊を招く革命）では、その後の経済不況で

ワイン価格が大暴落するなか、クリューズ社は、1847 年産のワイン 1600 万本を底値で買い集

め、その後の値上がりを待って販売したことで巨万の富を築いた。 

その時の利益をシャトーに投資し、ぶどう畑や醸造施設の改良を行っている。結果、ポンテ・

カネのワインは評価を上げていき、メドック格付け 2 級シャトーと同等の価格で取引されるよう

になっていた。 

 

その後 100 年以上にわたりクリューズ社がポンテ・カネを保有していたが、SNCF（フランス国

鉄）の食堂車で使われていたワインに、作柄の良くない年の出来の悪いワインをブレンドして

いたことが発覚する。 

1972 年には、ランクの低いワインに高級ワインのラベルを貼って販売していたことなどが発

覚し、大きなワイン・スキャンダルとなった。 

それは、南フランスのワインとボルドーの並ワインをブレンドしたものに「シャトー・ポンテ・カ

ネ」のラベルを貼ったものだった。当時、メディアでは密造酒事件として扱われ、フランス警察

の不正行為抑制局の摘発を受けてしまう。 

これらの事件で得られた利益は、時の首相 Jacques Chaban-Delmas（ジャック・シャンバン＝

デルマス）への政治献金にも使われていたという。 

不祥事が続いたクリューズ社は、シャトー・ポンテ・カネを手放さざるをえなくなる。 

 

1973 年のアメリカを震撼とさせた政治スキャンダル「ウオーター・ゲート事件」や、翌年 1974

年に起こる第 4 次中東戦争などにより、ワインの市場価格は暴落する。その影響を受け経済的

に苦境に陥ったクリューズ社は、それまで所有していたメドック格付け 2 級の Ch.Rauzan Segula

（シャトー・ローザン・セグラ）や、3 級の Ch.Giscours（シャトー・ジスクール）と Ch.d’Issan（シャト

ー・ディッサン）などを売却せざるを得なくなる。 

 

クリューズ社は、その後の経済不況などを乗り切れず、シャトー・ポンテ・カネはコニャックで

ワイン商を営んでいる、娘婿の Guy Tesseron（ギィ・テスロン）に売却された。 

 

その後、シャトー・ポンテ・カネの経営を引き継いだのは、ギィ・テスロンの息子の Aifred 

Tesseron（アルフレッド・テスロン）と Gerard Tesseron（ジェラード・テスロン)の兄弟である。 

現在は、ジェラード・テスロンの娘 Melanie（メラニー） が後を継いでいる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 81ｈａ（敷地は 120ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 65％  メルロ 30％  カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 40 万本（メドック格付けで最大） 
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【セカンド・ワイン】 

Hauts de Pontet Canet（オー・ド・ポンテ・カネ） 

旧名 Ch.Les Hauts de Pontet（シャトー・レ・オー・ド・ポンテ) 1982 年発売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

【ポンテ・カネの評価】 

 

（1） 

イギリスのオークション会社 Christie's（クリスティーズ）で、ワイン部長だった Michael 

Broadbent（マイケル・ブロードベント）は、彼の著「Great Vintage（グレイト・ヴィンテージ）」でポ

ンテ・カネの 1975 年と 1978 は、特に重要な存在だと評価している。 

 

（2） 

アメリカのワイン雑誌 Wine-Spectator（ワイン・スペクテイター）では、ポンテ・カネの醸造家に

ついて「Aifred Tesseron（アルフレッド・テスロン）はボルドー左岸において、この 10 年間で最も

注目すべき大転換を行ってきた一人である。ポンテ・カネのクオリティの上昇はすでに第 5 級

を超えている。ムートン・ロートシルドやラトゥールのようなポイアックは値段が非常に上がって

いるが、ポンテ・カネはパワフルで、長期熟成に耐えるとても丁寧なつくりで、砂利質の厳しい

土壌をよく表現している。」と称賛している。 

 

（3） 

ワイン評論家の Robert M. Parker（ロバート・パーカー）は、ポンテ・カネのヴィンテージ 2009

年に対し 100 点満点を付けている。 

ヴィンテージ 2010 年に関して、ロバート・パーカーは 2011 年にテイスティングした時点で 96

点を付けていたが、2013 年にはロバート・パーカーが設立したワイン専門誌「Wine Advocate

（ワイン・アドヴォゲイト）」で、100 点満点であると修正されている。 
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二つの「Batailley（バタイエ）」の誕生 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称 Batailley（バタイエ）とは、フランス語で「戦闘」を意味する。 

 

【歴史】 

後にバタイエとなる地所は、Pauillac（ポイアック）村で最も古い歴史を持つ。 

地所の名称は、フランスとイギリスの間で戦われた 100 年戦争（1339-1453）で、イギリス軍と

激しく戦って勝利したことで「バタイエ」と名付けられた。 

 

18 世紀、シャトーは Saint Martin（サン・マルタン）の兄弟姉妹が所有していた。続いて、ペコ

リエール家のベドー提督が所有している。 

1819 年、ネゴシアン（ワイン商）を営む Daniel Guestier（ダニエル・ゲスティエ）が所有する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1864 年、銀行家の Constan Alphen（コンスタン・アルフェン）が、シャトーを所有していたとい

う記録が残されている。 

 

1929 年、シャトーは François ＆ Marcel Borie（フランソワ・エ・マルセル・ボリー）兄弟によっ

て買収される。 

 

1942 年、弟のマルセル・ボリーが亡くなると、42ｈａあったシャトーは 2 つに分割され、残され

た兄弟たちが相続する。 

兄のフランソワは、16ｈａほどを受け取りシャトーの名称を「Haut-Batailley（オー・バタイエ）」

とした。 

残りの 26ｈａはもう一人の弟が受け取り、シャトー名は「Batailley（バタイエ）」を使用している。 

 

こうして二つの「バタイエ」の性を持つシャトーが生まれる。 

 

＊ Château Batailley（シャトー・バタイエ） 

＊ Château Haut Batailley（シャトー・オー・バタイエ） 
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Château Batailley （シャトー・バタイエ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その後の歴史】 

シャトー・バタイエは、フランソワ・ボリーの娘 Denise（デニス） が相続する。 

デニスは Emile Castéja（エミール・カスティジャ）と結婚する際、シャトーを持参金としたことか

ら、シャトーはカスティジャ家の所有となる。 

カスティジャ家は、メドック格付け 5 級の Ch.Lynch Moussas（シャトー・ランシュ・ムーサ）を所

有している。 

 現在、シャトーは後継者の Philippe Castéja（フィリップ・カスティジャ）が運営管理している。 

 

シャトー・バタイエの館は 18 世紀に再建されている。建築を担当したのは、皇帝 Napoléon 

III（ナポレオン 3 世：在位 1808-1873）が統治する時代の造園家、Jean-Pierre Barillet-

Deschamps（ジャン＝ピエール・バリエ＝デシャン）であった。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 56ｈａ（敷地 90ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 70％   

メルロ 25％ 

醸造 ： 30～40 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Lions de Batailley（リオン・ド・バタイエ） 
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Château Haut-Batailley （シャトー・オー・バタイエ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、シャトーが二つに分割された時、受け継いだ地所がジロンド川に対し上

流側に位置することから、Batailley（バタイエ）の文字の前に上を意味する Haut（オー）の文字

を付けたようだ。 

 

【その後の歴史】 

フランソワは、後にメドック格付け 2 級 Ch.Ducru Beaucaillou（シャトー・デュクリュ・ボーカイ

ユ）も所有する。 

1953 年、フランソワ・ボリーが亡くなる。 

シャトーは、娘の Françoise de Brest Borie（フランソワ・デ・ブレスト・ボリー）夫人が後を継い

でいる。 

1974 年まで、オー・バタイエのワインはシャトー・デュ・クリュ・ボーカイユで造っていたが、

1985 年より自らのシャトーで行っている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 22ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 65％   

メルロ 25％   

カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 12 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.La Tour l'Aspic（シャトー・ラ・トゥール・ラスピック）  

約 4 万本 
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Château Grand-Puy-Lacoste （シャトー・グラン・ピュイ・ラコスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古くから伝わる地名の「大きな丘」を意味する Grand-Puy（グラン・ピュイ）

と、所有者であった François Lacoste（フランソワ・ラコスト）に由来する。 

 

【歴史】 

15 世紀、地所は Guiraud（ギロー）家が所有していた。 

17 世紀までは、ギロー家の娘たちによって地所は相続されていた。 

 

時期は不明だが、ギロー家の娘がボルドー議会の議員Dejean（ドゥジャン）と結婚した際、祝

いとして地所はもたされ、ドゥジャン家が所有することになる。 

ドゥジャン家は、後にメドック格付け5級となる Ch.Lynch Bages（シャトー・ランシュ・バージュ）

の地所を取得する。 

 

18 世紀後半、ドゥジャン家のひ孫が、Sir Guirons（ギロン爵）と結婚した際に、シャトーはギロ

ン家の所有となる。 

その後、ギロン家の娘が François Laoste（フランソワ・ラコスト）と結婚する際に、シャトーはラ

コスト家に遺贈された。それを機に、それまでのシャトー名「グラン・ピュイ・ラコスト・サー・ギロン」

を「グラン・ピュイ・ラコスト」に改名している。 

その後は、フランソワ・ラコストの息子 Frédéric（フレデリック）がシャトーを受け継ぐ。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

シャトーの後を継いでいたのはフレデリックの娘 Legier（レジェ）だったようだが、その時期は
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分からない。その後のシャトーの所有者は転々とする。 

 

1932 年、フランス南西部の Landes（ランド）地方（現在はランド県）の大地主で、美食家とし

て知られている Raymond Dupin（レイモン・デュパン）がシャトーを取得する。 

その後、第二次世界大戦（1939-1945）による被害や戦後の不況、ぶどう畑で発生する病害

などにより、55ｈａあった面積は 25ｈａほどまでに縮小してしまう。 

 

1978 年、レイモン・デュパンが病に陥ると、相続させる子供がいなかったため、メドック格付

け 2 級 Ch.Ducru Beaucaillou（シャトー・デュクリュ・ボーカイユ）を所有する、Jean Eugnene 

Borie（ジャン・ウジェーヌ・ボリー）にシャトーは売却された。 

その後ボリー家によるシャトーの回復や醸造設備の改築、ぶどう畑を元の面積に戻すなど

投資が行われている。 

 

現在は、ジャン・ウジェーヌの二人の息子の弟 François Xavier（フランソワ・グザビエ）がシャ

トーを継いでいる。フランソワは、グラン・ピュイ・ラコストの他にメドック格付け 5 級の Ch.Haut 

Batailley（シャトー・オー・バタイエ）も経営している。 

 

フランソワ・グザビエによる投資 

1997 年、ステンレス・タンクを設置。 

2003 年、樽貯蔵施設を新設。 

2006 年、最新の選果台を導入。 

このように積極的な改良が行われており、長く低迷を続けていたグラン・ピュイ・ラコストのワイ

ンの復活が期待されている。 

 

兄の Bruno（ブルーノ）は、メドック格付け 2 級の Ch.Ducru Beaucaillou（シャトー・デュクリュ・

ボーカイユ）を運営している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 52ｈａ 

栽培比率  

カベルネ・ソーヴィニョン 75％ 

メルロ 20％ 

醸造 ： 約 20 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Lacoste Borie（ラコスト・ボリー）  

約 12 万本 1982 年発売 
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Château Grand-Puy Ducasse （シャトー・グラン・ピュイ・デュカス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古くから伝わる地名「大きな丘」を意味する Grand-Puy（グラン・ピュイ）と、

所有者であった Ducasse（デュカス）家に由来する。 

 

【歴史】 

15 世紀、地所は Guiraud（ギロー）家が所有していた。 

17 世紀までは、ギロー家の娘たちによって地所は相続されていた。 

 

その後、娘の一人が Cormière（コルミエール）家に嫁いだ際に、婚資（こんし：花婿が花嫁の

両親に寄贈）として地所はもたらされた。 

その後、コルミエール家の Arnauｌd Ducasse（アルノー・デュカス）は、4ｈａほどの畑を取得す

るのを機に、代々デュカス家がシャトーを引き継ぐことになる。 

 

1750 年、デュカス家の Pierre Ducasse（ピエール・デュカス）は、分割されていた Ch.Grand-

Puy Lacosto（シャトー・グラン・ピュイ・ラコスト）側の、区画の一部を取得する。 

ピエール・デュカスが亡くなると、息子が畑の 3 分の 2 の面積を相続する。 

 

1820 年、デュカス家はジロンド川の近くにシャトーの館を建築し、本格的にワイン生産を始

めている。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

認定を受けた時のシャトー名は、「Ducasse Grand-Puy Artigues Arnauld（デュカス・グラン・
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ピュイ・アルティグ・アルノー）」であった。 

 

1932 年、それまでデュカス家によってシャトーの経営は受け継がれてきたが、相続者の間で

問題が生じてしまったことから、シャトーを「SA デュ・シャトー・ピュイ・デュカス」という名称で法

人化した。 

 

1971 年、シャトーは Mestreza（メストレザ）社により買収され、長く続いたデュカス家による所

有から手が離れてしまう。 

 

2004 年、デュカス家が保有していた 400ｈａにも及ぶ地所は、Groupe Crédit Agricole （グル

ープ・クレディ・アグリコール）銀行と CA.Grand Cru（CA グラン・クリュ）社に売却される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 40ｈａ（敷地約 56ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 40％ 

醸造 ： 約 8 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.Artigues Arnaud（シャトー・アルティグ・アルノー) 

Prélude à Grand Puy Ducasse（プレリュード・ア・グラン・ピュイ・デュカス） 

合わせて約 3 万本 
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Château Lｙnch Bages （シャトー・ランシュ・バージュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古い集落の名の Bages（バージュ）と、所有であった Thomas Lynch（トー

マス・リンチ）に由来する。Lynch はフランス読みで「ランシュ」という。 

 

【歴史】 

18 世紀初頭、Guyenne（ギュイエンヌ：フランス南西部ボルドーを中心とする地方名）の財政

部長を務めていた、Chevalier Pierre Duryar（ピエール・ドュルイヤール騎士）は、Pauillac（ポイ

アック）村で後に Ch.Lynch Bages（シャトー・ランシュ・バージュ）と、Ch.Lynch Moussas（シャト

ー・ランシュ・ムーサ）となる地所を含む、広大な領地を取得する。 

 

1740 年、ピエール・ドュルイヤールの娘 Elizabeth（エリザベス）は、アイルランドからの移民

であった Thomas Lynch（トーマス・リンチ）と結婚する。 

 

1779 年、トーマスとエリザベスの間にできた、息子の Jean Baptiste（ジャン・バティスト）が結

婚するのを機に、シャトーを息子に寄贈した。 

ジャン・バティストは、ブルボン朝第 5 代のフランス国王、Louis XVI（ルイ 16 世：在位 1774-

1792）から爵位を授与されたことから、フランス革命（1789-1799）が勃発するとジャンは貴族と

みなされ、逮捕され投獄されてしまうがその後に釈放されている。 

1809 年、ジャン・バティストはボルドー市長に選任される。 

 

1824 年、ジャンは畑を分割して売却する。 

そのひとつ「シャトー・ランシュ・バージュ」となる地所は、ジュネーヴでワイン仲買人を営む

Sebastian Jurin（セバスチャン・ジュリン）が取得するが、その後の所有者は転々とする。 

もうひとつは、バティストの弟 Michel de Lynch（ミシェル・ド・ランシュ）が取得し、後に

Ch.Lynch Moussas（シャトー・ランシュ・ムーサ）となる。 
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1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1934 年、シャトー・ランシュ・バージュは、Jean Charles Case（ジャン・シャルル・カーズ）によ

って買収される。 

1972 年、ジャン・シャルルが亡くなると、後にポイアック市長となる息子の Andre Case（アンド

レ・カーズ）がシャトーを引き継ぎ、続いて孫の Jean Michel Case（ジャン・ミシェル・カーズ）がシ

ャトーの経営を引き継いでいる。 

ジャン・ミシェルはシャトー・ランシュ・バージュの他に、ブルジョワ・クラスの Ch.Ormes de Pez

（シャトー・オルム・ド・ペズ）や、Graves（グラーヴ）地区で赤と白を産する Ch.Villa Belar（シャト

ー・ヴィラ・ベレール）なども所有している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 90ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 73％  メルロ 15％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 30 万～40 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.Echo de Lynch Bages（シャトー・エコ・ド・ランシュ・バージュ） 約 12 万本 2007 年改名 

旧名 Ch. Haut Bages Averous（シャトー・オー・バージュ・アヴロー） 
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Château Lynch Moussas （シャトー・ランシュ・ムーサ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Thomas Lynch（トーマス・リンチ）と、後に所有者となった

Moussas Lynch（ムーサ・リンチ）に由来する。Lynch のフランス読みはランシュという。 

 

【歴史】 

18 世紀初頭、Guyenne（ギュイエンヌ：フランス南西部ボルドーを中心とする地方名）地方の

財政部長を務めていた、Chevalier Pierre Duryar（ピエール・ドュルイヤール騎士）は、Pauillac

（ポイアック）村で後に Ch.Lynch Bages（シャトー・ランシュ・バージュ）と、Ch.Lynch Moussas（シ

ャトー・ランシュ・ムーサ）となる地所を含む、広大な領地を取得する。 

 

1740 年、ピエール・ドュルイヤールの娘 Elizabeth（エリザベス）は、アイルランドからの移民

であった Thomas Lynch（トーマス・リンチ）と結婚する。 

1779 年、トーマスとエリザベスの間にできた、息子の Jean Baptiste（ジャン・バティスト）が結

婚するのを機に、シャトーを息子に寄贈した。 

ジャン・バティストは、ブルボン朝第 5 代のフランス国王、Louis XVI（ルイ 16 世：在位 1774-

1792）から爵位を授与されるが、フランス革命（1789-1799）が勃発するとジャンは貴族とみなさ

れ、逮捕され投獄されてしまうが、その後に釈放されている。 

1809 年、ジャン・バティストはボルドー市長に選任された。 

 

1824 年、ジャンは畑を分割して売却する。 

そのひとつ「シャトー・ランシュ・バージュ」となる地所は、ジュネーヴでワイン仲買人を営む

Sebastian Jurin（セバスチャン・ジュリン）が取得するが、その後の所有者は転々とする。 

もうひとつは、バティストの弟 Michel de Lynch（ミッシェル・ド・ランシュ）が取得し、後に

Ch.Lynch Moussas（シャトー・ランシュ・ムーサ）となる。 
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1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

格付けされた頃の所有者は、Vasquez（ヴァスケズ）という人物であることは分かっているが、

資金的にシャトーの運営には困窮していたようで、ぶどう畑は荒れたままになっていたという。 

 

1919 年、シャトーを救ったのは、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営む Jean Castijan（ジャン・

カスティジャン）で、彼の投資により徐々にではあるがシャトーの回復が図られている。 

1969 年、ジャンの息子の Emil（エミール）がシャトーを引き継ぐ。 

父親がランシュ・ムーサを買収した時の面積が 5ｈａほどだったものを、エミールは、その後の

10 年ほどで 15ｈａほどまで広げ、そして現在の 58ｈａほどまでにシャトーの敷地を拡充している。 

ワインの評価も 1994 年ころから見直しされ始めている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 58ｈａ（敷地 200ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 75％  メルロ 25％ 

醸造 ： 約 22 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Haut de Lynch Moussas（レ・オー・ド・ランシュ・ムーサ） 2001 年発売 
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Château Dauzac （シャトー・ドーザック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称の由来は分からない。 

 

【歴史】 

シャトーの生誕からの歴史や所有者の変遷、ワインの評価などは分からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

この時代の、所有者やワインの経緯などに関する記録はない。その上、ワイン市場では格付

けに値しないという評価を受け続けていた。にもかかわらず、5 級に格付けされるという不思議

なシャトーである。 

 

1863 年、メドック格付け 2 級の Ch.Ducru Beaucaillou（シャトー・デュクリュ・ボーカイユ）を所

有する Nathaniel Johnston（ナサニエル・ジョンストン）は、ドーザックの地所を買収しぶどう畑の

拡充と、本格的なワイン生産ができる設備投資を行った。 

その後の 100 年ほどの間、ワインに対する評価は不明である。 

 

1978 年、Felix Chaterje（フェリックス・シャテリエ）がシャトーを買収し、ぶどう畑の整備やステ

ンレス・タンクの導入などシャトーの大幅な改良を行っている。 

 

1989 年、ドーザックは、フランスの教員相互保険会社「MAIF」に買収される。MAIF は Andre 

Lurton（アンドレ・リュルトン）にワインの管理を委託する。 

 

2006 年、Christine Lurton（クリスティーヌ・リュルトン）が CEO（最高責任者）となっている。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 42ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 70％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 13 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.La Bastide Dauzac（シャトー・ラ・バスティド・ドーザック） 約 14 万本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

【シャトー・ドーザックの名が知られるきっかけ】 

 

1882 年、ボルドー全域のぶどう畑で「ベト病：Dawny mildew（ダウニィ・ミルデュー）」が発生し、

有効な手立てがないまま多くのシャトーで大きな被害が出ていた。 

 

ボルドー大学で植物学を教えていた Miralde（ミラルデ）教授は、シャトー・ドーザックでぶどう

の盗難防止用として、街道に硫酸銅と石灰を混ぜた溶液を散布していたところ、村周辺では

「ベト病」が発生しないことを発見する。 

以後、硫酸銅と石灰を混ぜ合わせた溶液は「ボルドー液」の名称で広く使われ、ベト病対策

に功を収める。これを機に、シャトー・ドーザックの名も知れ渡ることになった。 
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Château Darmailhac （シャトー・ダルマイヤック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Dominic d'Armaihac（ドミニク・ダルマイヤック）に由来す

る。 

 

【歴史】 

1730 年頃、Baron Brane（ブラーヌ男爵）と、当時ボルドー議会議長を務めていた Dominic 

d'Armaihac（ドミニク・ダルマイヤック）の二人は、Pauillac（ポイアック）村で Mouton（ムートン）の

名称で呼ばれていた広大な地所を取得する。 

その後に地所は 2 つに分割され、ブラーヌ男爵が取得した敷地は「Château Brane Mouton

（シャトー・ブラーヌ・ムートン）」と名付ける。このシャトーは、後にメドック格付けで 2 級（1973 年

1 級昇格）の認定を受ける Ch.Mouton Rothschild（シャトー・ムートン・ロートシルト）となる。  

ドミニク・ダルマイヤックが取得した敷地の方は、「Château Mouton d'Armaihac（シャトー・ム

ートン・ダルマイヤック）」と名付けた。 

 

シャトーの後を継いでいたドミニク・ダルマイヤックの息子、Armand（アルマン）に後継ぎがで

きなかったことから、アルマンの妹がシャトーを相続する。その妹が Ferland（フェランド）家に嫁

いだ時の持参金としてシャトーはもたらされたため、シャトーはフェランド家の所有となる。 

その後のダルマイヤックは、フェランド家の経済的な困窮もあり、シャトーの管理もおざなりに

なってワインの評価を落としていく。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1934 年、フェランド家は Baron Phillipe（フィリップ男爵）にシャトーを売却する。 
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1956 年、フィリップ男爵はシャトーの名称を「Ch.Mouton Baron Philippe（ムートン・バロン・フ

ィリップ）」と改名する。 

その理由は定かではないが、フランス語で「ダルマイヤック」と発音するのが難しいとか、ブラ

ンデーの産地「Armagnac（アルマニャック）」と発音が似ているから、などと言われている。 

 

1975 年、フィリップ男爵は夫人の名義として、シャトー名を「Ch.Mouton Baron Philippe（ムー

トン・バロン・フィリップ）」と改名した。なお夫人の名前は Pauline（ポーリーヌ）である。 

その後、フィリップ男爵夫婦が亡くなると、娘の Philippine（フィリピーヌ）がシャトーを継いで

いる。 

 

1989 年、初期のシャトー名である「ダルマイヤック」に戻すとともに、「Baron Philippine de 

Rothschild（バロン・フィリピーヌ・ド・ロートシルト）」の名称で法人化した。 

 

現在、法人バロン・フィリピーヌ・ド・ロートシルトの名の元、同じスタッフによってシャトー・ム

ートン・ロートシルトとシャトー・ダルマイヤック両方のワインが造られている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 50ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 20％  カベルネ・フラン 20％ 

醸造 ： 約 22 万本 

 

【シャトー名の変遷】 

初期   Ch.Mouton d'Armaihac（ムートン・ダルマイヤック） 

1956 年 Ch.Mouton Baron Philippe（ムートン・バロン・フィリップ） 

1975 年 Ch.Mouton Baronne Philippe（ムートン・バロンヌ・フィリップ） 

現在   Ch.Darmailhac（ダルマイヤック） 
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Château du Tertre  

（シャトー・デュ・テルトル） 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、フランス語の「高台または小高 

い丘」を意味する Tertre（テルトル）に由来する。 

 

【歴史】 

12 世紀ころ、Margaux（マルゴー）村にある Tertre 

（テルトル）と呼ばれる高台は、マルゴー村の近くに 

ある Arsac（アルサック）村の領主が所有していたよう 

だ。 

 

17 世紀、アイルランド出身の Pierre Mitchell（ピエール・ミッチェル）が地所を取得し、ワイン

造りを始めたという。 

ピエールはガラス瓶が生まれたのを機に、初めてワイン用のボトルを作ったといわれる。 

 

19 世紀には Henri de Villard（アンリ・ド・ヴィラール）によって所有されていたらしいが、アン

リが所有する前後の所有者は分からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1961 年、メドック格付け 3 級の Ch.Calon Segur（シャトー・カロン・セギュール）を所有する、

Philippe Gascton （フィリップ・ガスクトン）がシャトー・テルトルを買収する。 

1997 年、シャトーはガスクトン夫人が経営を引き継いだ。 

1998 年、オランダでスーパー・マーケットを経営している Eric Albada Yergersuma（エリック・

アルバダ・イエルゲルスマ）に、シャトーは売却される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 50ｈａ（敷地約 80ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 40％  メルロ 30％  カベルネ・フラン 20％ 

醸造 ： 約 25 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Hauts Du Tertre（レ・ゾート・デュ・テルトル） 
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Château Haut-Bages Libéral （シャトー・オー・バージュ・リベラル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古い集落の名の Bages（バージュ）と、所有者であった Lebéral（リベラル）

家に由来するとされているが、当時オランダとベルギーにワインを売っていたため、両国の自

由党（リベラル）に配慮して名付けられたという説もある。 

 

【歴史】 

1750 年代、ボルドー・ワインの仲買人 Libéral（リベラル）家が所有し、シャトー名を「オー・バ

ージュ・リベラル」とする。その後 19 世紀末ころまで、リベラル家が所有する。 

 

その後、Sonnac（ソニャック）家から Daes（デース）家に移ったようだが、詳しい時代などは分

からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

格付け後、100 年近く誰によってシャトーが維持されてきたのかは分からない。また、ワイン

に対する評価も残されていない。 

 

1960 年、シャトーは、Ch.Pontet Canet（シャトー・ポンテ・カネ）を所有するネゴシアンの

Cruse（クリューズ）家が取得する。その後一時期ではあるが、オー・バージュ・リベラルのぶどう

畑は、シャトー・ポンテ・カネに統合されていた。 

 

1972 年、ボルドー・ワインに義務付けられた、元詰めを意味する「Mise en bouteille au 

Château（ミ・ザン・ブテイユ・オー・シャトー）」をラベルに記載するのを機に、シャトーにビン詰

め作業場を新設したことから「シャトー・オー・バージュ・リベラル」のワインは復活する。 

1983 年、クリューズ社によるワイン・スキャンダルが発覚したため、シャトーは Villards（ヴィラ
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ール）家の Jacques Merlaut（ジャック・メルロー）によって買収される。 

現在は、孫娘の Claire Villards Lurton（クレール・ヴィラール・リュルトン）が後を継いでいる。

クレール・ヴィラールは、メドック格付け 3 級の Château Ferriere （シャトー・フェリエール）も所

有している。 

 

クレール・ヴィラールの妹の Céline（セリーヌ）は、ブルジョワ・クラスの Ch.Chasse Spleen（シ

ャトー・シャッス・スプリーン）を所有している。また、夫の Gonzalac Lurton（ゴンザラック・リュルト

ン）は、メドック格付け 2 級の Ch.Durfort-Vivens （シャトー・デュルフォール・ヴィヴァン）を所

有している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 28ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 70％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 12 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Fleur de Haut-Bages Libéral（ラ・フルール・ド・オー・バージュ・リベラル） 約 5 万本 
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Château Pédesclaux （シャトー・ペデスクロー） 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有であった Pierre Urbain  

Pédesclaux（ピエール・ユルバン・ペデスクロー）に 

由来する。 

 

【歴史】 

1810 年、Pierre Urbain Pédesclaux（ピエール・ユ 

ルバン・ペデスクロー）は、Pauillac（ポイアック）村で 

Ch.Mouton Rothschild（シャトー・ムートン・ロートシ 

ルト）や Ch.Lynch Bages（シャトー・ランシュ・バージ 

ュ）と隣接する地所を取得する。 

 

1825 年、ピエール・ユルバンは、地所と隣接する、後にメドック格付け 5 級となる Ch.Grand-

Puy-Lacoste （シャトー・グラン・ピュイ・ラコスト）と、後に格付け 1 級となる Ch.Mouton 

Rothschild（シャトー・ムートン・ロトシルト）の畑の一部を買い取り、「シャトー・ペデスクロー」を

創設する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

当時、ペデスクローのほとんどはベルギー向けに販売されていたようだが、ワイン専門家た

ちの評価は低く、当時からブルジョワ・クラスへ格下げした方がいいのではと揶揄されていた。 

1891 年、シャトーは Comte Gastebois（ガステボワ伯爵）が所有する。 

1950 年、それまでシャトーの管理人をしていた、Lucian Jugla（ルシアン・ジュグラ）がシャトー

を買収する。 

2009 年、不動産業を営む Jacky Lorenzetti (ジャッキィ・ロレンツェッティ)は、シャトーを買収

した後に GFA.du Ch.Pédesclaux（GFA.デュ・シャトー・ペデスクロー）の名称で法人化する。 

2013 年、GFA は、メドック格付け 3 級の Ch.d’Issan（シャトー・ディッサン）の所有者、

Emmanuel Cruse（エマニュエル・クリューズ）を社長に迎えている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 36ｈａ（敷地約 43ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 50％  メルロ 45％ 

醸造 ： 約 8 万本 

【セカンド・ワイン】 

Sens de Pédesclaux（サンス・ド・ペデスクロー） 
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Château Belgrave （シャトー・ベルグラーヴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、「綺麗な小石」という意味になる。 

フランス語の「美しい」は Bell（ベル）、「小石、砂利」は Graves（グラーヴ）という。 

 

【歴史】 

ブルボン朝第 5 代のフランス国王、Louis XV（ルイ 15 世：在位 1715-1774）が統治している

時代、Saint-Laurent（サン・ローラン）村で後にシャトーとなる地所は、狩猟用に使われていた

ようだ。 

その後の所有者やワインの経緯は分からない。 

 

19 世紀の初め、シャトーの組合を創設した Marcel Alibert（マルセル・アリベール）によって

地所は所有されていた。マルセルは、その後 30 年ほどシャトーを所有する。 

1845 年の記録に「シャトー・ベルグラーヴ」の名が残されている。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1979 年、シャトーは Durt（ドゥルト）社と CVBG（農業開発グループ）によって買収される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 61ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 50％   

メルロ 40％ 

醸造 ： 約 23 万本 

【セカンド・ワイン】 

Diane de Belgrave（ディアンヌ・ド・ベルグラーヴ）  

約 14 万本 
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Château Camensac （シャトー・カマンサック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史】 

Ch.Camensac（シャトー・カマンサック）は、St.Julien（サンジュリアン）村の西方 Saint-Laurent

（サン・ローラン）村に位置する。歴史的に、いつごろシャトーが生誕し誰が所有してきたのか、

また、ワインの話題や評価に対する変遷などは分からない。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

格付け後の 100 年間、所有者は転々とする。 

1965 年、スペインの北東部に位置するワイン産地、Rioja（リオハ）地方の名門ワイナリー

Marqués de Cáceres（マルケス・デ・カセレス）を所有者する、Forneel（フォルネール）兄弟がシ

ャトーを買収する。 

フォルネールが買収した時、シャトーの面積は 13ｈａほどまで減少しぶどう畑もかなり荒廃し

ていたようだ。フォルネールによるその後の投資で、畑の面積も 65ｈａまでに拡張されている。 

現在は、ワイン・コンサルタントとしてカリスマ醸造家といわれる Michel Rolland（ミッシェル・ロ

ラン）を招いている。 

このシャトーのワインは、ボルドー・ワインの長い歴史の間、「凡庸」という評価以外の言葉を

見つけることはない。今後、どのように変化するのか注目される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 75ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％ 

メルロ 40％ 

醸造 ： 約 28 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Closerie de Camensac 

（ラ・クロズリー・ド・カマンサック） 約 8 万本 
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Château Cos Labory （シャトー・コス・ラボリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ガスコーニュ（フランス南西部の古い地方名）の古語で「Cos（コス：小玉

石）」と、所有者であった Labory（ラボり）家に由来する。 

小石が多く、農作物に適さない土地だったという。 

 

【歴史】 

時代は不明だが、Pierre Gaston（ピエール・ガストン）が地所を所有していたという記録があ

る。その頃は「Cos Gaston（コス・ガストン）」と呼んでいたようだ。 

 

18 世紀末、ピエールの孫娘はコス・ガストンの地所を相続した後に、François Labory（フラン

ソワ・ラボリ）と結婚する。その際の婚資（花婿が花嫁に寄贈する）として地所はもたされ、それ

を機にシャトー名は「コス・ラボリ」と改名された。 

1845 年、フランソワ・ラボリが亡くなると、シャトーはメドック格付け 2 級の Ch.Cos d’Estournel

（シャトー・コス・デストゥーネル）を所有する Louis Gaspard（ルイ・ガスパール）によって買収さ

れる。 

1852 年、ルイ・ガスパールはその後 15 年間、二つの「Cos」性を持つシャトーを所有してい

たが、健康を損ねたこととシャトーの経営に行き詰まり破産したため、二つの Cos（コス）は共に

イギリスの銀行家 Charles Martin（チャールズ・マーティン）に売却された。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1860 年、チャールズ・マーティンは、二つのコスのうちコス・ラボリの方を Louis Peschau（ル

イ・ペショー）に売却する。 
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ルイ・ペショーによるシャトー・コス・ラボリの所有は 50 年間ほど続くが、その後の所有者の変

遷は分からない。 

 

1922 年、コス・ラボリはアルゼンチンの Webber（ウェバー）家によって買収される。 

1959 年には、ウェバー家の遠い親戚にあたる Bernard Odowa（ベルナール・オードワ）夫人

によって買収された。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 18ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 35％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Charme de Cos Labory （シャルム・ド・コス・ラボリ） 

旧名 Le Charme Labory（ル・シャルム・ラボリ） 
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Château Clerc Milon （シャトー・クレール・ミロン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古い集落の名の「Milon（ミロン）」と、所有者であった Clerc（クレール）家

に由来する。 

 

【歴史】 

シャトーの生い立ちや所有者などの経緯は分からない。 

フランス革命（1789-1799）が勃発すると、シャトーの多くは資産を没収され、ぶどう畑は競売

にかけられていた。 

売りに出されていた地所を購入したのは Clerc（クレール）家で、シャトー名を「クレール・ミロ

ン」とした。 

その後、Pauillac（ポイアック）村で公証人を務めていた、Jacque Mondon（ジャック・モンドン）

が所有者となり、シャトー名を「クレール・ミロン・モンドン」と改名する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1970 年、ジャック・モンドンの娘婿となった Jacque Viarar（ジャック・ヴィアラール）は、メドック

格付け 1 級 Ch.Mouton Rothschild（シャトー・ムートン・ロートシルト）を所有している、Baron 

Philippe de Rothschid（フィリップ・ド・ロートシルト男爵）に売却する。 

 

現在は、シャトー・ムートン・ロートシルトを経営する Philippine de Rothschild（フィリピーヌ・ド・

ロートシルト）が所有者となっている。 

2011 年、シャトー・ムートン・ロートシルトの隣に醸造所を新設している。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 41ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 50％  メルロ 40％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 20 万本 

【セカンド・ワイン】 

Pastourelle Clerc Milon（パストゥレイユ・ド・クレール・ミロン） 2009 年発売 
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Château Croizet-Bages （シャトー・クロワゼ・バージュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、古い集落の名の Bages（バージュ）と、所有者であった Croizet（クロワゼ）

兄弟に由来するが、いつ頃その名が使われ始めたのかは分からない。 

 

【歴史】 

18 世紀中ごろ、書記官と公証官を務めていた Croizet（クロワゼ）兄弟は、いくつかの地所を

買い取り、シャトー名「クロワゼ・バージュ」を創設する。 

 

フランス革命（1789-1799）の最中、兄弟は政治活動に参加するため、シャトーを Jean de 

Puyterac（ジャン・ド・ピュイトラック）に売却する。 

 

1853 年、新たに所有者となった Julien Calvé（ジュリアン・カルヴェ）は、シャトー名を「Calvé 

Croizet à Bages（カルヴェ・クロワゼ・ア・バージュ）」と改名する。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

第一次世界大戦（1914-1918）終了後、シャトーはアメリカの Klaxon（クラクション）社の社長、

Jean Baptiste Monnot（ジャン・バプティスト・モノ）によって買収される。 

 

1942 年、第二次世界大戦（1939-1945）の最中、ワイン商を営む Paul Quié（ポール・キエ）が

シャトーを買収する。 

1968 年、キエの息子 Jean Michel Quié（ジャン・ミシェル・キエ）が経営を引き継いでいる。 

2001 年、ジャン・ミシェルの子供 Duo Jean Philippe（デュオ・ジャン・フィリップ）と、Anne 

Françoise（アン・フランソワーズ）の兄妹がシャトーを継いでいる。 

キエ家は、メドック格付け 2 級 Ch.Rauzan Gassies（シャトー・ローザン・ガシー）を所有する。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 30ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 15 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Tourelle de Croizet Bages（ラ・トゥーレル・ド・クロワゼ・バージュ） 約 3 万本 

1998 年発売 
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Château Cantemerle （シャトー・カントメルル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、「クロツグミが庭園でさえずる様」を意味する。 

フランス語で「さえずる」は「歌う」の Chanter（シャンテ）、「ツグミ」は Merie（メリー）という。 

 

【歴史】 

1147 年、法服貴族の Cantemerle（カントメルル）家が領主であった、という記録が残されてい

る。ジロンド川岸から 1ｋｍほど離れた場所に、バイキングの侵略から守るために建てられてい

た古い要塞の後に、カントメルル家は館を建てた。 

 

14～16 世紀、地所はブランクフォール家によって所有されている。 

 

1354 年、この時代はフランスとイギリスの間で戦われていた、100 年戦争（1337-1453）の最

中であったが、シャトーではぶどう栽培とワイン造りを始めていたという記録が残されている。 

 

1579 年、地所は Johann Villeneuve（ヨハン・ヴィルヌーヴ）が取得する。その後 3 世紀にわた

って Villeneuve de Durfort（ヴィルヌーヴ・ド・デュルフォール）家が所有した。 

 

1855 年、メドック格付けでは、Cinquièmes Crus（サンキエーム・クリュ：5 級）の認定を受ける。 

 

1867 年に開催された万博では、銀賞を受賞しメドック格付け 3 級クラスの実力があるとの評

価を受けている。その後には、メドック格付け 1 級の Ch.Lafite Rothschid（シャトー・ラフィット・

ロートシルト）より高値で取引されていたという。 

 

1892 年、シャトーは Dubose（デュボス）家によって買収される。 
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20 世紀に入ると、第一次世界大戦（1914-1918）の勃発を始め、続いてアメリカに端を発す

る世界恐慌（1930 年代）による不況、次いで第二次世界大戦（1939-1945）と続く中、カントメル

ルではシャトー運営資金の枯渇や一族の内紛が長く続き経営は破綻する。畑の面積も 25ｈａ

ほどまで減少し管理もされず荒廃してしまう。結果、デュボス家はシャトーを売却せざるをえな

くなる。 

 

1980 年、新たな所有者となったのは、メドックの格付けシャトーの労働組合副委員長を務め、

シャトー・カントメルルでもぶどう栽培を行っていたという Théophile Dubose（テオフィル・デュボ

ス）であった。 

テオフィル・デュボスの死後、二人の息子 Pierre Dubose（ピエール・デュボス）と Bernal 

Dubose（ベルナル・デュボス）がシャトーを引き継いでいる。 

1923 年、ピエールがシャトーの単独所有者となる。 

1981 年、シャトーは保険会社 ASMBTP 社によって買収される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 92ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 60％  メルロ 30％ 

醸造 ： 約 40 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Allees de Cantemerle（レ・アレー・ド・カントメルル） 約 13 万本 
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Graves （グラーヴ） 
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Château Pape Clement （シャトー・パプ・クレマン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Bertrand de Gouth（ベルトラン・ド・ゴー）が、後に法王

Clemens V（クレマン 5 世：在位 1305-1314）になったことに由来する。 

フランス語の Pape（パプ）は「法王」という意味になる。 

 

【歴史】 

1299 年、ボルドーの大司教となった Bertrand de Gouth（ベルトラン・ド・ゴー）は、ボルドー市

に近い Pessac（ペサック）村の Mothe（モット）と呼ばれる領地を、就任の祝いとしてローマ法王

より与えられた。（一説には買い取った） 

ボルドーにおいて最も古いシャトーとぶどう畑になる。 

 

1305 年、ベルトラン・ド・ゴーは、法王 Clemens V（クレマン 5 世）となる。 

 

法王となったクレマン 5 世は実務に追われ、シャトーの運営に携わることが難しくなったため、

シャトー・パプ・クレマンは教会に寄贈された。 

フランス革命（1789-1799）が勃発すると、シャトーの資産は革命国家に没収され、地所は競

売にかけられてしまう。 

その後の所有者は転々とする。 

 

1858 年、ボルドーでワイン商を営む Jean Baptiste Claire（ジャン・バプティスト・クレール）が

シャトーを購入する。 

ジャン・バプティストの努力によりパプ・クレマンの質は向上し、ジロンド農業組合から金賞を、

1878 年のパリ万博では農務省大賞を得るほどだった。 

1937 年、ぶどう畑を襲った霜害により、シャトーは大きな打撃を受ける。 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-12135855859-13970833549.html


- 141 – 

1939 年、農業工学者であった Paul Montagne（ポール・モンターニュ）が、シャトー・バプ・ク

レマンを買収する。 

その後は、後継者の Leo Montagne（レオ・モンターニュ）と Bernard Magle（ベルナール・マ

グレ）によって、シャトーは運営されている。 

ワイン・コンサルタントとして Michel Rolland（ミッシェル・ロラン）を招聘する。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤ワインのみが「Cru Classés de Graves（ク

リュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 

 

（白ワイン） 

近年、シャトー・パプ・クレマンではソーヴィニヨン・ブランとセミヨンをブレンドした白ワインを

生産している。そのワインは、ワイン評論家 Robert M. Parker（ロバート・パーカー）が絶賛し

100 点満点を付けたこともあり、価格は高騰し入手しにくいものとなっている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 35ｈａ（白ぶどう畑 3ｈａを含む） 

栽培比率 

（黒ぶどう） メルロ 40％  カベルネ・ソーヴィニヨン 60％ 

（白ぶどう） ソーヴィニヨン・ブラン 40％  セミヨン 35％ 

他にソーヴィニヨン・グリ、ミュスカデル 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Clementin du Pape Clement（クレマンタン・デュ・パプ・クレマン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-12135855859-13506580235.html


- 142 – 

Château La Mission Haut-Brion （シャトー・ラ・ミッション・オーブリオン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Gascogne（ガスコーニュ：フランス南西部の古い地方名）の古い言葉で、

Haut-Brion（オー・ブリオン）「小さな丘の頂点」と呼ばれていた地名と、キリスト教の伝道・信徒

を意味する Mission（ミッション）に由来する。 

 

【歴史】 

1540 年、貴族の Louis de Lostan（ルイ・ド・ロスタン）は、Graves（グラーヴ）地方 Pessac（ぺ

サック）村に所有していた地所を、商人の Arnault de Restnac（アルノー・ド・レストナック）に譲

渡したという記録が残されている。 

 

その後、Ch.Haut-Brion（シャトー・オーブリオン）を所有し、ボルドーの高等法院に勤めてい

た Jean de Pontac（ジャン・ド・ポンタック）の妹 Marie（マリー）が、レストナック家の息子と結婚し

たことで二つの地所は親族関係となる。 

その後、地所はジャンとマリーの息子の Pierre（ピエール）が引き継いだ。 

1607 年、ピエールの娘 Olive de Restnac（オリーヴ・ド・レストナック）が引き継ぎ、続いて

Catherine Mulé（カトリーヌ・ミュレ）が地所を相続している。 

 

1664 年、カトリーヌ・ミュレは、オリーブ・ド・レストナックの遺志に基づき、ブルボン朝第 3 代

のフランス国王 Louis XIV（ルイ 14 世：在位 1643-1715）が認めていた、Lazarists（ラザリスト）

会の修道会に地所を贈与する。 

修道会は「ラ・ミッション（伝道）の説教者」と呼ばれていた。 
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以後、ぶどう栽培とワイン造りは修道会によって行われており、市場では「ラ・ミッション」のワ

インとして人気を博する。 

 

ブルボン朝第 2 代のフランス国王、Louis XIII（ルイ 13 世：在位 1610-1643）の元、宰相を務

めていた Duc（公爵）であり元帥の任を受けていた Richelieu（リシュリュー）家の軍人 Armand 

Jean du Plessis（アルマン・ジャン・デュ・プレシー）は、ボルドーの大司教とともにラ・ミッションを

こよなく愛したといい、次の言葉を残している。 

 

「神が我々に飲酒を禁じていたとしたら、 

どうしてこんな素晴しいワインができただろうか？」 

 

1789 年、修道会によって 15ｈａにまでに開拓されていたラ・ミッションも、フランス革命（1789-

1799）が起こると革命国家により没収され、地所は競売にかけられてしまう。 

1792 年、ボルドーの実業家 Marsial Victor Vaian（マルシアル・ヴィクトール・ヴァイアン）は、

競売に出されていたラ・ミッションの地所を落札する。 

1821 年、ラ・ミッションを相続していたマルシアル・ヴィクトールのひとり娘は、1774 年にアメリ

カの New Orleans（ニューオーリンズ）州から、ボルドーに移住してきた Celestan Kiapera（セレ

スタン・キアペーラ）にシャトーを売却する。 

キアペーラ家によるラ・ミッションのワインは、1862 年のロンドン万国博で金賞を獲得するほ

どの実力があったという記録が残されている。 

 

1884 年、キアペーラの息子 Jerome（ジェローム）は、シャトーを Duvall（デュヴァル）商会に

売却する。 

1895 年、シャトーは、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営む Ferdinand de Constant（フェルデ

ィナン・ド・コンスタン）に売却される。 

1903 年、当時シャトー・オーブリオンを所有していた Victor Cousteau（ヴィクトル・クストー）

がラ・ミッションを購入する。この頃にシャトー名が「ラ・ミッション・オーブリオン」となったようだ。 

 

1919 年、Frederique Otto Woltner（フレデリック・オットー・ウォルトナー）によってシャトーは

買収される。 

フランス革命以後 120 年もの間、多くの人に所有されてきたラ・ミッションは、ウォルトナーの

代で落ち着きを見せる。そのウォルトナーによるシャトー・ラ・ミッション・オーブリオンの評価は

高く、1918 年産のメドックでは、格付け 1 級 Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）や Ch.Margaux（シャ

トー・マルゴー）、Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）より高く取引されていたという。ちなみに 1 番

高かったのはシャトー・オーブリオンであった。 

 

ウォルトナー家は、白ワインのみを産する Ch.Laville Haut-Brion の地所を取得する。また、

親交の厚かった Marie Cousteau（マリー・クストー）未亡人からは、彼女が所有するグラーヴ地
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方で格付けされている、Ch.Latour Haut-Brion（シャトー・ラトゥール・オーブリオン）を寄贈され

ている。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤ワインのみが「Cru Classés de Graves（ク

リュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受ける。 

 

1983 年、当時シャトー・オーブリオンを所有していた Clarence Dillon（クラレンス・ディロン）

社は、ウォルトナー家から 3 つのシャトー「ラ・ミッション・オーブリオン」と「ラヴィ―ユ・オーブリ

オン」、そして「ラトゥール・オーブリオン」を買収する。 

クラレンス・ディロンは、ラ・ミッション・オーブリオンを「ドメーヌ・クラレンス・ディロン SA」の名

で法人化し、運営は Grand-Duché de Luxembourg（ルクセンブルグ大公国）のムーシー公爵

夫人が主導し、シャトーの管理には、Jean Bernard Delma（ジャン・ベルナール・デルマ）を招い

ている。 

 

ディロン社によるラ・ミッションは、それまでのカベルネ・ソーヴィニョン主体から、メルロの比

率を上げたスタイルに変えている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 21ｈａ 

栽培比率 メルロ 55％  カベルネ・ソーヴィニヨン 40％ 

醸造 ： 約 7 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Chapelle de La Mission Haut-Brion （ラ・シャペル・ド・ラ・ミッション・オーブリオン） 

約 3 万本 1992 年発売 
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Château La Tour Haut-Brion （シャトー・ラ・トゥール・オーブリオン） 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、地名の Haut Brion（オーブ 

リオン）と、所有者であった Cailaut（カイロー）兄 

弟が La Tour（ラ・トール）を付け加えたようだ。 

 

※：シャトー・ラ・トゥール・オーブリオンは 2005 年 

ヴィンテージで生産終了となり、以後は Ch.La 

Mission Haut-Brion（シャトー・ラ・ミッション・オー 

ブリオン）に併合されている。 

 

 

【歴史】 

14 世紀、ボルドー市郊外にオー・ブリオンと呼ぶ広大な土地があり、一帯は Ch.Haut-Brion

（シャトー・オーブリオン）が所有していた。そこから分離したのが、シャトー・ラ・トゥール・オーブ

リオンとなる。所有者は次のように変遷する。 

 

1540 年、Louis de Rostan（ルイ・ド・ロスタン）。 

16 世紀末、Olive（オリーヴ）夫人。 

1850 年、Cailaut（カイロー）兄弟。 

1858 年、Louis Uzac（ルイ・ウザック）。 

 

1933 年、その時の所有者 Marie Cousteau（マリー・クストー）未亡人は、信頼関係にあった 

Ch.La Mission Haut-Brion（シャトー・ラ・ミッション・オーブリオン）の所有者である、Frederique 

Otto Woltner（フレデリック・オットー・ウォルトナー）に、シャトー・ラ・トゥール・オーブリオンを寄

贈する。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤ワインとして「Cru Classés de Graves（ク

リュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 

1983 年、シャトーは Ch.Haut-Brion（シャトー・オーブリオン）を所有する、Clarence Dilllon

（クラランス・ディロン）が買収する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 5ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 40％  メルロ 25％  カベルネ・フラン 35％ 

醸造 ： 約 3 万本 
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Château Laville Haut-Brion （シャトー・ラヴィユ・オーブリオン） 

 

【シャトーの名称】 

所有者であった Arnard de Laville（アルノー・ 

ド・ラヴィユ）に由来する。 

 

※：シャトー・ラヴィユ・オーブリオンの名称は、 

2009 年ヴィンテージから「Ch.La Mission Haut- 

Brion Blanc（シャトー・ラ・ミッション・オーブリオ 

ン・ブラン）」に変更された。 

 

【歴史】 

中世からフランス革命の間、シャトー・ラヴィル・オーブリオンの歴史は、従属関係にあった

「La Tour de Eskivan（ラ・トゥール・ド・エスキヴァン）」の領地の歴史と重なる。 

 

18 世紀初め、領地は騎士階級の Arnard de Laville（アルノー・ド・ラヴィユ）が所有していた。 

その後のフランス革命（1789-1799）を機に、二つの畑は統合され、シャトー名は「Laville（ラ

ヴィル）」とされた。 

 

1840 年、シャトーは Pierre David Buskas（ピエール・ダヴィド・ブスカス）が買収する。 

1912 年、後を継いでいた Pierre Antoine Buskas（ピエール・アントワヌ・ブスカス）は、3ha ほ

どの畑をボルドーのワイン商 Leopold Vibon（レオポルド・ビボン）へ売却する。 

 

1931 年、Ch.La Mission Haut-Brion（ラ・ミッション・オーブリオン）を所有する、Frederique 

Otto Woltner（フレデリック・オットー・ウォルトナー）がシャトーを買収する。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、白ワインとして「Cru Classés de Graves（ク

リュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受ける。 

 

1983 年、Ch.Haut-Brion（シャトー・オーブリオン）の所有者、Clarence Dilllon（クラランス・デ

ィロン）によって買収される。 

シャトー・ラヴィユ・オーブリオンは、ボルドーでは珍しく辛口の白ワインのみを生産していた。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 4ｈａ 

栽培比率 セミヨン 70％  ソーヴィニヨン・ブラン 30％ 

醸造 ： 約 1 万本 
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Château Haut Bailly （シャトー・オー・バイイ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称の由来は分からない。 

 

【歴史】 

17 世紀、パリ北部の町 Picardie（ピカルディ―）でワイン商を営む Nicolas de Pardo（ニコラ・

ド・パルド）は、ボルドー市外に後にシャトー・オー・バイイとなる地所を購入し、義理の兄妹

Famin le Bailly（ファミン・ル・バイイ）とともにぶどう栽培とワイン造りを始めたという。 

 

その後、ファミン・ル・バイイが亡くなると、シャトーは夫人が相続する。彼女はシャトーの館を

建設し、息子の Nicolas（ニコラ）に相続させるが、大きな借金を作ってしまったため、Jean de 

Caison（ジャン・ド・カイソン）に売却する。その時の面積は 36ｈａあった。 

 

18 世紀、シャトーは Christophe de Lafaurie（クリストフ・ド・ラフォリー）と、Baron de Mombadon

（モンバドン男爵）が引き継ぐ。その後は、ボルドー市長にもなった息子の Lauran（ローラン）が

引き継ぐが、すぐに手放してしまう。 

その後、所有者は転々とする。 

 

1840 年、シャトーは Jean Ricard（ジャン・リカール）が入手する。 

1872 年、Alcid Vero des Miniel（アルシッド・ヴェロ・デ・ミニエル）がシャトーを買収し、豪華

な館に建て替えている。 

1906 年、アルシッド・ヴェロが亡くなると、妻と娘によって引き継がれている。 

1918 年、シャトーは地質学者の Franz Malbuzan（フランツ・マルブザン）が取得する。 

1923 年、フランツ・マルブザンが亡くなると、娘たちはシャトーを売却する。買収したのは

Paul Beaumartin（ポール・ボーマルタン）であったが、しばらくしてシャトーを手放してしまい。そ

の後のシャトーは荒廃していく。 
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1955 年、ベルギーで亜麻を栽培する、リネン商の Daniel Sanders（ダニエル・サンダース）が

シャトーを入手する。 

彼が購入した時のシャトー・オー・バイイのぶどう畑は 10ｈａにまで減少し、ワイン醸造所や樽

貯蔵庫も売却されていたというありさまだった。その後、ダニエルはぶどう畑の拡充と、醸造所

と樽貯蔵庫を買い戻しに成功する。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤ワインのみが「Cru Classés de Graves（ク

リュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 

 

1979 年、ダニエルが亡くなると、息子の Jean（ジャン）が引き継ぐ。 

1998 年、ジャンの姉妹は M&T.Bank の Robert G Wilmer（ロベール・G・ウィルメール）に、シ

ャトーを売却してしまう。 

ロベールは、ボルドー大学で貴腐ぶどうの分子構造の研究で博士号を取得し、また、醸造

学者でワイン醸造では初となる「パリ科学アカデミー賞」を受賞した、Denis Dubourdieu（ドゥニ・

デュブルデュー）をワイン・コンサルタントに招いている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 32ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 65％  メルロ 25％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Parde de Haut Bailly（ラ・パルド・ド・オー・バイイ） 約 5 万本 1967 年発売 

旧名 La Parde Haut Bailly（ラ・パルド・オー・バイイ） 

旧旧名 Domaine de la Parde（ドメーヌ・ド・ラ・パルド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-12136564301-12847611113.html


- 149 – 

Château Carbonnieux （シャトー・カルボニュー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Ramon Carbonnieux（ラモン・カルボニュー）に由来する。 

 

【歴史】 

シャトー・カルボニューはボルドーの町から南へ、ガロンヌ川左岸に広がる Graves（グラーヴ）

地区にあり、ボルドーで古い歴史を持つシャトーのひとつ。グラーヴで最も大きな規模を持ち、

またシャトーの景観が美しいことでも知られる。 

1234 年、地所は Ramon Carbonnieux（ラモン・カルボニュー）家が所有していた。 

 

フランス王 FrançoisⅠ（フランソワ 1 世：在位 1515-1547）は、中東で勢力を誇っているオス

マン帝国と政治同盟を結ぶため、Sultan（スルタン）である SüleymanⅠ（スレイマン 1 世：在位

1520-1566）の元へ、カルボニューの領主を使者として差し向けた。 

訪問の際、カルボニューの領主はこともあろうに回教徒の経典で禁止しているワイン（アルコ

ール飲料）を持参したといい、しかも、それを酒ではなく清涼飲料水として献上したという逸話

が残されている。 

後に、スレイマン 1 世は「貴国にはこのカルボニューのような結構な飲みものがあるのに、ワ

インなどというものを飲む習慣があるとは愚かしいことだ。」と語っている。 

 

1740 年、カルボニューの領地は Benedictine（ベネディクティン）教団が所有する。 

教団は、オスマン帝国に「シャトー・カルボニューのミネラル・ウォーター」と称して販売し、膨

大な利益を上げていたとあり、ぶどう畑も 200ｈａもの規模に拡大していた。 

1799 年、フランス革命でシャトーの資産は没収され、ぶどう畑は競売に出されてしまう。 

競売でシャトーを買い取ったのは、フランス南西部の財政長官 Eri Bouchereau（エリ・ブーシ

ュロー）だった。 

以後、所有者は転々とするが、いずれも資本力に乏しいことから衰退を繰り返していた。 
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 1956 年、荒れ果てて 26ｈａまでに縮小していたカルボニューを購入したのは、アルジェリアか

ら撤退していた Perrin（ペラン）家だった。 

ペラン家は、他に Ch.Le Sartre（シャトー・ル・サルトル）を始め Ch.Tour-Léognan（シャトー・

トゥール・レオニャン）、Ch.Bois Martin（シャトー・ボア・マルタン）、Ch.Lafont Menaut（シャトー・

ラフォン・ムノー）、Ch.Haut Vigneau（シャトー・オー・ヴィニョー）などを取得していた。いずれも

現在の AOC（原産地呼称）名は Pessac-Léognan（ペサック・レオニャン）となっている。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤・白ともに「Cru Classés de Graves（クリ

ュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 

 

現在はペラン家の息子 Antoni Perrin（アントニ・ペラン）がワイン造りに携わっている。 

1980 年代半ば、アントニ・ペランはワイン・コンサルタントとして、ボルドー大学の教授で

Ch.Reynon（シャトー・レイノン）の所有者でもある Denis Dubourdieu（ドゥニ・デュブルデュー）を

招き入れた。彼の功績により、それまでワイン市場で評価の対象ともならなかったカルボニュー

に注目が集まり始め、特に白ワインに顕著な改良が見られるとの評価を受けている。 

 

シャトー・カルボニューは赤と白をほぼ半々の比率で生産しており、赤はカベルネ・ソーヴィ

ニヨンを、白はソーヴィニヨン・ブランを主体にしている。 

白ワインのラベルに描かれている「ホタテ貝」は、キリスト教の聖地、スペインの Santiago de 

Compostela（サンティアゴ・デ・コンポステラ）への巡礼者のシンボルをモチーフにしたもの。こ

れは、Benedictine（ベネディクティン）修道会がカルボニューを所有していた時代に、巡礼者

へ宿泊と食事を提供していたことによるという。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 45ｈａ 

栽培比率 

（黒ぶどう） カベルネ・ソーヴィニヨン 60％ メルロ 30％ 

（白ぶどう） ソーヴィニヨン・ブラン 60％ セミヨン 38％ ミュスカデル 2％ 

醸造 ： 約 20 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.Tour Leognan（シャトー・トゥール・レォニャン） 

約 7 万本 

 

【サード・ワイン】 

La Croix de Carbonnieux（ラ・クロワ・カルボニュー）  

約 3 万本 
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Domaine de Chevalier （ドメーヌ・ド・シュヴァリエ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

後にドメーヌとなる地所は、キリスト教の聖地スペイン、ガリシア州の Santiago de Compostela

（サンティアゴ・デ・コンポステーラ）への巡礼路にあり、Chevalier（シュヴァリエ：騎士）とされた

のが由来とされている。 

ボルドーでは、ほとんどの生産者が「Château（シャトー）」の文字を頭に使うが、この生産者

は「Domaine（ドメーヌ）」の文字を使用している。理由は定かでない。 

 

【歴史】 

17 世紀、資料によると後にドメーヌ・ド・シュヴァリエとなる地所には、ぶどう畑とワイン醸造設

備があったとある。その頃には白ワインも造っていたようだ。 

 

1865 年、樽の製造職人の Arnault Ricard（アルノー・リカー）と、彼の息子 Jean Ricard（ジャ

ン・リカー）がドメーヌを買収する。 

アルノー・リカーが亡くなると、息子のジャンはワイン生産に力を注いで成功し、近隣の

Ch.Haut-Bailly（シャトー・オー・バイイ）やCh.de Fieuzal（シャトー・ド・フューザル）も取得する。 

 

1900 年、ジャン・リカーが亡くなる。 

ドメーヌは、材木商で成功し財をなしていた娘の夫 Gabriel Beaumartin（ガブリエル・ボーマ

ルタン）が引き継ぎ、ぶどう畑を 18ｈａまで拡張している。この頃のワインは、高い評価を受けて

いたという。 

1940 年、ガブリエル・ボーマルタンが亡くなる。 

1942 年、ガブリエルの娘の夫 Jean Ricard（ジャン・リカール）が引き継ぎ、シャトーの管理は

従兄妹（いとこ）の Marcel Dotruleau（マルセル・ドトルルー）が担当した。 

 

1948 年、ジャン・リカールの息子 Claude Ricard（クロード・リカール）が引き継ぐ。 
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1950 年、ジャンはボルドー大学醸造学者 Emile Peynaud（エミール・ペイノー）博士の協力を

仰ぎ、ワインの品質は向上し評価を上げていく。特に白ワインの向上には目覚ましいものがあ

ったといわれる。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤・白ともに「Cru Classés de Graves（クリ

ュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 

 

1983 年、大手の蒸留酒製造会社 Bernard（ベルナール）家によって、ドメーヌ・ド・シュヴァリ

エは買収された。 

ドメーヌの責任者は Olivier Bernard（オリヴィエ・ベルナール）が担当している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 35ｈａ（白用 4.5ｈａを含む） 

栽培比率 

（黒ぶどう） カベルネ・ソーヴィニョン 65％  メルロ 30％ 

（白ぶどう） セミヨン 30％  ソーヴィニヨン・ブラン 70％ 

醸造 ： 赤ワイン約 8 万本 

白ワイン約 2 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

L’Esprit de Chevalier（レスプリ・ド・シュヴァリエ） 約 9 万本 

Pessac Leognan（ペサック・レォニャン） 約 2.5 万本 
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Château de Fieuzal （シャトー・ド・フューザル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Fieuzal（フューザル）家に由来する。 

 

【歴史】 

初期の頃、地所は Gardères（ガルデール）と呼ばれていた。 

それから 300 年に渡る歴史は、ボルドー・ワインの発祥の地ではないかという説がある。 

 

1851 年までは Fieuzal（フューザル）が所有し、シャトー名を「フューザル」とした。その後は、

Griffon（グリフォン）兄弟や Rochefocall（ロシュフォコール）家などによって所有されている。 

 

1893 年、Domaine de Chevalier（ドメーヌ・ド・シュヴァリエ）を所有する、Jean Ricard（ジャン・

リカール）がシャトーを買収する。 

その後、リカール家の娘 Odette（オデット）は Eric Bock（エリック・ボック）と結婚する。彼は第

一次世界大戦（1914-1918）でアメリカの義勇兵として参戦し、後にボルドーのアランブラ劇場

の支配人を担うなど、ユニークな経歴を持った人物である。 

第二次世界大戦（1939-1945）が始まると、ボック夫婦はモロッコへ避難する。終戦を迎え帰

国してみると、シャトーは管理がされないまま荒れ果てていたという。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤ワインのみが「Cru Classés de Graves（ク

リュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 

 

1974 年、エリック・ボックが亡くなる。 

シャトーは、George Neglebengne（ジョージ・ネグルベーニュ）が買収し、シャトーの管理は義
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理の弟 Gerrard Gribran（ジェラール・グリブラン）が担当している。 

 

1994 年、シャトーは Banque Populaire（ポピュラー銀行）グループによって買収される。 

2001 年、Lochlann Quinn（ロクラン・キン）夫婦が新たな所有者となる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 48ｈａ（白ぶどう畑 9ｈａ含む） 

栽培比率 

（黒ぶどう） カベルネ・ソーヴィニヨン 60％  メルロ 30％  カベルネ・フラン 5％ 

（白ぶどう） ソーヴィニヨン・ブラン 70％  セミヨン 30％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

L'Abeille de Fieuzal（ラベイユ・ド・フューザル） 約 6 万本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-10839724858-12845224417.html


- 155 – 

Château Olivier （シャトー・オリヴィエ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称の由来は分からない。 

 

【歴史】 

後にシャトー・オリヴィエとなる地所の始まりは中世にあるといわれる。 

ボルドーがイギリス領であった時代、イギリスの Edward, the Black Prince（エドワード黒太子）

が地所を訪れ、狩猟を楽しんでいたといわれる。その後の所有者やワインの変遷などは分から

ない。 

1867 年、ボルドー市長に選ばれた Alexandre de Bethmann（アレクサンドル・デ・ベートマン）

の一族が、シャトー・オリヴィエを買収し、現在もベートマン一族により所有されている。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤・白ともに「Cru Classés de Graves（クリ

ュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 

 

2012 年、シャトーを引き継いできた Jean-Jacques de Bethmann（ジャン・ジャック・ド・ベートマ

ン）が亡くなる。後は息子の Alexandre de Bethmann（アレクサンドル・ド・ベトマン）が、シャトー

を引き継いでいる。 

シャトーの管理は、農学者で醸造者でもある Laurent Lebrun（ローラン・レブラン）に委任し

ている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 60ｈａ（白ぶどう畑 8ｈａ含む）敷地 220ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニョン 40％  メルロ 50％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 18 万本 
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【セカンド・ワイン】 

Le Dauphin d'Olivier（ル・ドーフィン・ドリヴィエ） 約 6 万本 
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Château Smith Havt Lafitte （シャトー・スミス・オー・ラフィット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ガスコーニュ（フランス南西部の古い地方名）の古語で「小高い丘」を意

味する、「La Hite（ラ・イット）」から Lafite（ラフィット）と呼ばれたことと、所有者であった George 

Smith（ジョージ・スミス）に由来する。 

ラベルの「オー」のスペルは、フランス語の古語の「v」を使用し「Havt」となっているが、セカ

ンド・ワインには「Haut」を使用している。 

 

【歴史】 

1365 年、地所は Bosque（ボスク）家が所有していた。 

 

1720 年、スコットランド人の George Smith（ジョージ・スミス）が地所を購入し、シャトー名を「ス

ミス・オー・ラフィット」とした。 

ジョージ・スミスは、ワインをイギリスへの輸出で成功し、シャトーの城館を建設している。 

 

1842 年、ボルドー市長で、ぶどう栽培者でもあった Durfort Duberger（デュルフォール・デュ

ベルジェー）は、母親からシャトーを相続する。 

 

1958 年、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営む、Louis Eschenauer（ルイ・エシェノエ）社がシ

ャトーを買収する。 

ルイ・エシェノエ社は、シャトーに 2,000 樽を超える地下貯蔵庫を創設する。 

 

1953 年と 1959 年のグラーヴ地区の格付けでは、赤ワインのみが「Cru Classés de Graves（ク

リュ・クラッセ・ド・グラーヴ）」の認定を受けている。 
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1990 年、冬季オリンピック、フランス代表のスキー選手であった Daniel Cathiard（ダニエル・

カティアール）と、彼の妻 Florence（フロランス）がシャトーの新しい所有者となっている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 56ｈａ（白ぶどう畑 11ｈａ含む）敷地約 72ｈａ 

栽培比率  

（黒ぶどう） カベルネ・ソーヴィニヨン 55％  メルロ 35％  カベルネ・フラン 10％ 

（白ぶどう） ソーヴィニヨン・ブラン 90％  ソーヴィニヨン・グリ 5％  セミヨン 5％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Hauts de Smith（レ・オー・ド・スミス） 約 4.5 万本 
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Saint-Emilion （サンテミリオン） 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 160 – 

Château Ausone （シャトー・オーゾンヌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ローマ人の Decimus Magnus Ausonius（デキムス・マグヌス・アウソニウス）

に由来する。 

紀元前 310 年、ボルドーで生まれたデキムスは、後にローマの元老議員を務め、Gallia（ガリ

ア：北イタリアからフランスにおよぶ地域）地方の長官として赴任していた。 

デキムスは晩年、St.Emilion（サンテミリオン）近郊の町 villa（ウイッラ）に帰郷している。 

 

【歴史】 

1341 年、最も古い記録では、シャトー・オーゾンヌとなる地所は Lescoats（レスコート）家が所

有していたとある。ローマ時代の 4 世紀からあったという説もある。 

 

1592 年、「Château Ausone（シャトー・オーゾンヌ）」の名で記録が残されている。 

1606 年、樽の製造業を営む Pierre Chatne（ピエール・シャトネ）は、レスコート家から畑の一

部を借りてワイン造りを始め、その後息子と共に畑を買い足していったという。 

 

1769 年、ピエール・シャトネの娘 Jeanne（ジャンヌ）は、Jean Cantona（ジャン・カントナ）と結

婚する。それを機に新夫婦はシャトー・オーゾンヌを相続する。 

1795 年から 1810 年の 15 間、夫婦は周辺の畑を買収している。 

1820 年、ジャン・カントナがシャトー・オーゾンヌの単独所有者となる。現在の敷地面積はこ

の時代に形成されたようだ。 

その後のオーゾンヌの経営は、ジャン・カントナの姪Charon（シャロン）が引き継いでいる。そ

の後、彼女が Edward Dubois（エドワード・デュボワ）と結婚するのを機に、オーゾンヌの新たな

所有者名は Dubois Challon（デュボワ・シャロン）となる。 
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夫婦には 2 人の子供があり、そのひとり Cecil（セシル）が Vauthier（ヴォーティエ）家に嫁い

だため、オーゾンヌはデュボワ・シャロン家とヴォーティエ家の共同所有となる。 

 

1916 年、デュボワ家は近隣の Ch.Bel-Air（シャトー・ベレール）を購入する。その後、オーゾ

ンヌは息子のジャンと娘のセシルに遺贈される。 

 

1954 年、サンテミリオン地区の格付けでは、Ch.Cheval Blanc（シャトー・シュヴァル・ブラン）

とともに「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラン・クリュ・クラッセ：第 1級）」の「A クラス」

認定を受けるが、オーゾンヌの方は格付けとは裏腹にワインの評価は芳しくなく、その時期は

長く続いた。 

 

1974 年、ヴォーティエ家の Alan（アラン）が経営に参入し、醸造家に Pascal Delbeck（パスカ

ル・デルベック）を招いている。 

 

1996 年、醸造を担当していたデルベックが隣接する Ch.Belair（シャトー・ベレール）に移籍

したため、オーゾンヌの管理はアランが行うようになる。 

アランが主導権を取り始めたシャトー・オーゾンヌは、誰もが予想しなかった素晴らしいワイ

ンへと変身する。多くのワイン評論家から称賛されるようになり、現在では価格の暴騰はもとより

最も入手困難なワインのひとつになっている。 

 

1997 年、アラン・ヴォーティエは、デュボワ・シャロン家の畑を買収し、オーゾンヌの単独所

有者となった。 

 

2005 年、アランには子供が 4 人いるが、そのひとり、娘の Pauline（ポーリーヌ）が経営に参

加している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 7ｈａ 

栽培比率 メルロ 50％ 

カベルネ・フラン 50％ 

醸造 ： 約 2 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Chapelle d'Ausone (シャペル・ドーゾンヌ)  

約 7,000 本 
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Château Cheval Blanc （シャトー・シュヴァル・ブラン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、St.Emilion（サンテミリオン）の地で宿屋を営んでいた時代に、ブルボン王

朝の創始者 Henri IV（アンリ 4 世：在位 1589-1610）が白馬で乗りつけ、その宿に 1 泊したこと

に由来するという。 

フランス語の「白」は Blanc（ブラン）、「馬」は Cheval（シュヴァル）で、シャトー名は「白馬」を

意味する。 

 

【歴史】 

1832 年、Ch.Figeac（シャトー・フィジャック）と呼ばれていた広大な敷地は、Comte Karl Traji

（カルル・トラジ伯爵）夫人が所有していた。 

 

サンテミリオンの隣 Pomerol（ポムロール）地区の、Ch.l’Evanguil（シャトー・レヴァンジル）を

所有する Ducass（デュカス）家は、フィジャックの敷地 16ｈａほどを購入する。 

1837 年、デュカス家はフィジャックの地所をさらに 15ｈａほど買い足し、合わせて 31ｈａほど

の地所に広げた。それを機に、シャトーの名前を「アンリ 4 世が白馬で乗り付けた」という伝説を

もとに「シュヴァル・ブラン」とした。 

1854 年、デュカス家の娘 Henriette（アンリエット）は、Jean Fourcaud-Laussac（ジャン・フルコ

ー・ローサック）が結婚する。その際の持参金とされたことで、シュヴァル・ブランの地所はロー

サック家の所有となる。 

1868 年、ジャン・フルコーは、地所を 40ｈａほどまでに拡張する。 

 

1893 年、ジャン・フルコーが亡くなると、シャトーは 8 人の子供によって分割相続されるが、

そのひとり Arbert（アルベール）は、自分を除く 7 人が相続した区画を買い取り単独所有者と

なった。 

この時代のシュヴァル・ブランのワインが、どのような評価を受けていたかを知る資料が残さ

れている。 
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1862 年、ロンドンの展覧会で表彰される。 

1878 年にはパリで、1885 年にはアントワープで、1910 年にはブリュッセルで、それぞれサン

テミリオンのワインとしては最高の評価を受ける。 

 

1927 年、アルベール・フルコーはシャトー・シュヴァル・ブランを社団法人にする。 

1947 年、この年に生産されたシャトー・シュヴァル・ブランは、ボルドー・ワイン全ての歴史上

における最高のワインに仕上がったといわれ、現存するボトルの少なさも相まって今や伝説と

もなっている。他にも 1893 年、1899 年、1900 年、1921 年、1982 年などは語り継がれるような

秀逸なワインを生み出している。 

 

1954 年、サンテミリオン独自で行われた格付けでは、Ch.Ausone（シャトー・オーゾンヌ）とと

もに第 1 級の「Ａ」クラスの認定を受けている。2012 年の格付けでも同格の認定を受けている。 

 

1969 年、この年までのシュヴァル・ブランは、生産量の一部を樽で販売していたボルドーで

最後のシャトーになる。 

 

1990 年、ジャン・フルコーの孫娘である Brigitte Hamel（ブリジット・ハメル）と Martine Alfielle

（マルテーヌ・アルフィーユ）、そしてローサック家の Claude de la Barre（クロード・ドゥ・ラ・バー

ル）の 3 人が共同でシャトーの経営を引き継ぐが、翌年からは Pierre Lurton（ピエール・リュル

トン）にシャトーの管理を任せている。 

1998 年、ベルギーの実業家 Albert Frair（アルベール・フレール）と、LVMH（ルイ・ヴィトン・

モエ・ヘネシー）社の社長 Bernard Arnauld（ベルナール・アルノー）によってシャトー・シュヴァ

ル・ブランは買収される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 37ｈａ 

栽培比率 メルロ 42％  

カベルネ・フラン 58％ 

醸造 ： 約 8 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Le Petit Cheval (ル・プティ・シュヴァル) 

約 4 万本 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

サンテミリオンには Ch.Cheval Brun、日本語のカタカナ表記では「シュヴァル・ブラン」となる

似た名前のシャトーがあるが、本文のシュヴァル・ブランとは無関係である。 
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Château Angélus （アンジェリュス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、神のお告げの「鐘」を意味する Angélus（アンジェリュス）に由来する。また、

ラテン語で「天使」を意味する Angelus(アンゲルス)に由来するという説もある。 

 

【歴史】 

1692 年、後にアンジェリュスとなる地所は、Súfran de Raverne（スーフラン・ド・ラヴェルヌ）家

が所有していた。 

 

1782 年、フランス王の近衛騎兵であった Jean de Bouar de Laforet（ジャン・ド・ブーアール・

ド・ラフォレ）は、サンテミリオンに居を構える。 

 

1795 年、ラヴェルニュ家の息子 Charles Súfran de Raverne（シャルル・スーフラン・ド・ラヴェ

ルニュ）と、Bouar de Laforet（ブーアール・ド・ラフォレ）家の 4 代目の娘 Catherine Sophie（カト

リーヌ・ソフィー）が結婚する。 

この時、シャルル・スーフランは Ch.Mazla（シャトー・マズラ）を所有していたが、それが後に

「シャトー・ランジェリュス」となる。 

シャトーは、シャルルの息子 Jacques Germain（ジャック・ジェルマン）が引き継ぎ、次いでジャ

ックの息子で銀行家の Charles（シャルル）が受け継いでいる。 

シャルルは後に Eugénie Châtone（ウージェニー・シャトネ）と結婚するが、子供には恵まれな

った。 

1888 年、シャルルが亡くなる。 

1910 年、ウージェニーが亡くなる。 

シャトーは縁戚関係にあった Maurice de Bouar de Laforet（モーリス・ド・ブーアール・ド・ラフ

ォレ）に遺贈された。 
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1954 年、サンテミリオンでの格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラン・

クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

 

その後、1970 年代までモーリスの息子 Jacques（ジャック）と Christian（クリスチャン）の二人

は、隣接の土地を買収しシャトーを拡大している。 

現在は、7 代目となる Hubert de Bouar de Lafolet（ウベール・ド・ブーアール・ド・ラフォレ）と、

従兄妹の Jean Bernard Grenier（ジャン・ベルナール・グルニエ）が、シャトーを経営している。 

 

1980 年、カリスマ醸造家といわれるミッシェル・ロランを、コンサルタントとして招聘している。 

1990 年、シャトー名の綴りをそれまでの「L’Angelis（ランジェリス）」から、「Angelus（アンジェ

リュス）」に変更している。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けで、Ch.Cheval Blanc（シャトー・シュヴァル・ブラン）や

Ch.Ausone（シャトー・オーゾンヌ）と同格の、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラン・

クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「A クラス」認定を受け昇格を果たす。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 23ｈａ 

栽培比率 メルロ 50％  カベルネ・フラン 50％ 

醸造 ： 約 9 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Le Carillon de l'Angelus（ル・カリヨン・ド・ランジェリュス） 約 2 万本 
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Château Pavie （シャトー・パヴィ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、シルクロードを伝って中国からもたらされた、古語の「桃の一種である

Pavie（パヴィ）」に由来する。 

 

【歴史】 

4 世紀ころ、St.Emilion（サンテミリオン）の丘一面に、中国から伝わった桃の一種が植えられ

たようで、「パヴィの丘」と呼ばれていた。また、ぶどうの栽培も行われていたという。 

18 世紀までは、パヴィはサンテミリオンでぶどうより桃でよく知られたシャトーだったようだ。そ

の頃の所有者は Tarman（タルマン）家といわれる。 

 

1850 年、シャトー・パヴィのワインは、ワインの評価本として知られる「Cock et Furet（コック・

エ・フェレ）」に、サンテミリオンの 1 級シャトーとして掲載されている。そこに紹介されている所

有者は、タルマン家だけでなく、Adolf Pigas（アドルフ・ピガス）や Lafleur（ラフール）、Chaps（シ

ャプス）などあり、共同経営だったようだ。 

 

1885 年、シャトーはボルドーのワイン仲買人、Ferdinand Boufar（フェルディナン・ブーファー

ル）が買収する。 

6 年後には、隣接する土地を買収し合わせて 50ｈａほどの敷地となり、150 樽ほどのワインを

生産するようになる。 

フェルディナン・ブーファールは、アドルフ・ピガスが所有していた地所を別管理としていた。

それが現在の Ch.Pavie Desesse（シャトー・パヴィ・デュセッス）となる。一方、シャプスが所有し

ていた地所は Macquin（マカン）に売却され、それが現在の Ch.Pavie Macquin（シャトー・パヴ

ィ・マカン）となる。 

1860 年代、フランス全域で発生するフィロキセラでシャトーも被害を受けるが、何とか切り抜

けていた。しかし、第一次世界大戦（1914-1918）から第二次世界大戦（1939-1945）の間、シャ

トーは Albert Porto（アルベール・ポルト）に売却された。 
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その後、パリのワイン仲買人 Alexandre Valette（アレクサンドル・ヴァレット）がシャトーを取得

する。アレクサンドル・ヴァレットは 60 年もの歳月をかけぶどうの植え替えを行い、ワインの評価

を上げている。 

 

1954 年、サンテミリオンでの格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラン・

クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

 

1967 年、アレクサンドルの孫 Jampoel Valette（ジャンポール・ヴァレット）は、新たなぶどう畑

の開拓や、中世の石切り場にあった地下洞窟に樽貯蔵庫を設置している。 

1974 年、洞窟の落盤崩落が起こり 50 樽以上失うという事故に見舞われる。 

1998 年、Gerard Perez（ジェラール・ペレス）と Chartan Perez（シャルタン・ペレス）が、シャト

ーを買収する。 

1999年、ぺレスたちは、崩落した旧樽貯蔵庫の代わりに新たな樽貯蔵庫を建設し、ぶどう栽

培では出来の良くない株の植え替えを行い、さらに土地の排水性を良くする作業など、多大な

設備投資を行っている。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、シャトー・オーゾンヌやシャトー・シュヴァル・ブラ

ンと同格の「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「Ａク

ラス」の認定を受け昇格を果たす。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 35ｈａ 

栽培比率 メルロ 60％  カベルネ・フラン 25％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Aromes de Pavie（レ・アロム・ド・パヴィ） 
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二つの Beauséjour（ボーセジュール）の誕生 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、｢美しき棲家｣を意味する。 

フランス語の beau（ボー）は「美しい、良い」をいい、séjour（セジュール）は｢居場所、滞在｣を

意味する。 

 

【歴史】 

St.Emilion（サンテミリオン）の町の西、Saint-Martin de Mazerat（サン・マルタン・ド・マゼラ）

村に、後にボーセジュール・ベコとなる地所は Gallo-Roman（ガロ・ローマ：前 3 世紀‐後 5 世

紀）時代には存在し、すでにぶどう栽培が行われていたという。 

ぶどう栽培は、サン・マルタン・ドゥ・マゼラの修道士が行っていたという説と、教会が所有す

畑を Ger（ジェール）家が取得し栽培していたという説がある。 

 

1722 年、ジュレスの子孫 Janne de Ger（ジャンヌ・ド・ジェール）は、Carleｓ de Figeac（カル

ル・ド・フィジャック）と結婚する。その時の婚資として地所はもたらされ、Domaine de Peycoucou

（ドメーヌ・ド・ペイククー）の一部となった。 

 

1787 年、所有者であった Jacques de Carleｓ（ジャック・ド・カルル）将軍は、楽しい生活を送

れていることに感謝しシャトー名を｢美しき棲家｣を意味する「ボー・セジュール」とした。 

しかし、カルル将軍に後継者が出来なかったためシャトーは遺贈されるが、その後に転売さ

れてしまう。その後、Ducarp（デュカープ）家が新たな所有者となる。 

 

1869 年、シャトーは相続で次の二つのシャトーに分割される。 

 

＊Ch.Beau-Séjour（シャトー・ボー・セジュール） 

＊Ch.Beau-Séjour-Bécot（シャトー・ボー・セジュール・ベコ） 
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Château Beauséjour （シャトー・ボーセジュール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、｢美しき棲家｣を意味する Beauséjour（ボーセジュール）に由来する。 

 

【その後の歴史】 

2007 年、Christophe Redard（クリストフ・レダード）と Vincent Duffau Lagarosse（ヴィンセント・

デュフォー・ラガロース）の二人が、シャトーの新たな所有者となる。彼らは、ワイン・コンサルタ

ントに Michel Rolland（ミシェル・ロラン）を招聘している。 

 

シャトー・ボーセジュールは一時期、Beausejour Duffau Lagarosse（ボーセジュール・デュフ

ォー・ラガロース）と名乗っていた。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 7ｈａ 

栽培比率 メルロ 70％   

カベルネ・フラン 20％ 

醸造 ： 約 3 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Crois de Beausejour 

（クロワ・ド・ボーセジュール） 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-10785140229-13851806942.html
https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-10785140229-13870066213.html


- 170 – 

Château Beau-Séjour-Bécot （シャトー・ボー・セジュール・ベコ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Michel Bécot（ミシェル・ベコ）に由来する。ベコは「頬に

軽くキスをする」という意味もある。 

 

【その後の歴史】 

1924 年、後にボー・セジュール・ベコとなる地所は Dr. Jean Fagouet（ドクター・ジャン・ファゴ

ー）が新たな所有者となり、シャトー名を「Beausejour Fagouet（ボーセジュール・ファゴー）と改

名した。 

1969 年、Michel-Bécot（ミシェル・ベコ）が買収し、シャトー名を「ボーセジュール・ベコ」とす

る。 

1979 年、ミシェル・ベコは Ch.Trois Moulin（シャトー・トロワ・ムーラン）の畑 4.5ｈａほどを買収

し、現在の規模になっている。 

1985 年、シャトーはミシェル・ベコの息子、Dominique（ドミニク）と Gerard（ジェラール）の二

人が引き継いでいる。彼らは、Ch.Grand Pontet（シャトー・グラン・ポンテ）と Ch.La Gomerie（シ

ャトー・ラ・ゴムリ）も経営している。 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 17ｈａ 

栽培比率 メルロ 70％ 

カベルネ・フラン 25％ 

醸造 ： 約 7 万本 

セカンド・ワイン 

Tournelle de Beausejour 

（トゥルネル・ド・ボーセジュール） 約 1 万本 
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Château Canon （シャトー・カノン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Jacques Canon（ジャック・カノン）に由来する。 

 

【歴史】 

サンテミリオンの町の城壁の近くにあった、後にシャトー・カノンとなる地所は Domaine de 

Saint Martin（ドメーヌ・ド・サンマルタン）と呼ばれ、Bier（ビエ）家が所有していたという。 

 

1760 年、ブルボン朝第 5 代のフランス国王、Louis XVI（ルイ 15 世：在位 1754-1774）政権

下で海軍に属していた Jacques Canon（ジャック・カノン）は、ビエ家よりシャトーを買収する。 

海軍といってもフランス王公認の私掠船（しりゃくせん：戦争状態にある一国の政府から、そ

の敵国の船を攻撃しその船や積み荷を奪う許可）の船長の任を受けていた。 

ジャック・カノンは、ぶどう畑の改良や樽の貯蔵施設、醸造所などの建設を行っている。 

 

1770 年、シャトーは、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営む Reｙmond Fontemoin（レイモン・フ

ォントモワン）が買収し、シャトー名を「カノン」とした。 

1919 年、シャトーは Fournier（フルニエ）家が取得する。 

1996 年、ファッション・ブランド Chanel（シャネル）を所有する、Vertemer（ヴェルテメール）家

がシャトーを買収する。 

ヴェルテメール家は、シャトーの責任者に Ch.Latour（シャトー・ラトゥール）の支配人であっ

た、John Koraza（ジョン・コラザ）を招き入れ、醸造施設に大きな投資を行い、ぶどう畑では大

幅な植え替えを行っている。シャトーの真価が発揮されるのは、樹齢が 30 歳を迎える 2020 年

以降と見られている。 

ヴェルテメール家は、メドック格付け 2 級 Ch.Rauzan Ségla（シャトー・ローザン・セグラ）も所

有する。 
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2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 15ｈａ（敷地 22ｈａ） 

栽培比率 メルロ 75％  カベルネ・フラン 25％ 

醸造 ： 約 3 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Clos Canon（クロ・カノン） 約 3 万本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-10786226213-14127690275.html


- 173 – 

Château Canon la Gaffelière （カノン・ラ・ガフリエール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった la Gaffelière Bohuathal（ラ・ガフリエール・ボワタール）に

由来する。 

 

【歴史】 

19 世紀、残されている資料によると、所有者は陶器職人のボワタールで、地所は「ラ・ガフリ

エール・ボワタール（資料によってはカノン・ボワタール）」と呼ばれていたという。 

その後、シャトーは Dr.Pairaud（ペイロー）医師が所有したらしい。 

 

1953 年、シャトーはサンテミリオン村の村長であった Pierre Meira（ピエール・メイラ）が所有

する。 

 

1969 年、売りに出されていたシャトーは、オーストリア出身の Comte Joseph Hubert von 

Neipperg（ジョセフ・ユベール・フォン・ナイペルグ伯爵）が買収する。 

1983 年、ナイペルグ伯爵の後継者、Stefan von Neipperg（ステファン・フォン・ナイペルグ）が

シャトーを引き継いでいる。 

1996 年、当時まだ無名であった Stefan Durnoncourt（ステファン・デュルノンクール）を醸造

責任者に採用し、シャトーの品質向上を図る。デュルノンクールは後にワイン・コンサルタントと

して名を馳せる。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 20ｈａ 

栽培比率 メルロ 55％  カベルネ・フラン 40％ 

醸造 ： 約 6 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Hauts de Canon La Gaffelière（レ・オート・ド・カノン・ラ・ガフリエール） 約 2 万本 

旧名 Côte Migon la Gaffelière（コート・ミゴン・ラ・ガフリエール） 
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Château Figeac （フィジャック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ガロ・ローマ時代（前 3 世紀-後 5 世紀）に地所を所有者していたという、

Figeacius（フィジャキュス）に由来する。 

 

【歴史】 

シャトー・フィジャックの歴史はかなり古く、ガロ・ローマ時代 St.Emilion（サンテミリオン）地区

に Figeacius（フィジャキュス）が別荘を建てたことに始まる。 

2 世紀ころに建設された用水路は現在でも残されている。 

 

14 世紀、当時の所有者は Leschool（レスクール）家から Cases（カーズ）家へ、そして婚姻に

より Karl（カルル）家へと移っている。 

1694 年、カルル家の子孫はブルボン朝第 3 代のフランス王、Louis XIV（ルイ 14 世：在位

1643-1715）によって、サンテミリオンの永久市長に任命されている。彼は、シャトーでのぶどう

栽培を行いながら、事業家、銀行家、ワインの仲買人などを兼任していたという。 

18 世紀末、ワインの評判は良く、シャトーの敷地面積も 200ｈａほどとなる規模を誇っていた。 

 

19世紀初頭、シャトーを引き継いでいたComte Karl Traji（カルル・トラジ伯爵）の未亡人は、

世界的な不況が続く中、放漫な生活を送っていたことから資金難となり、シャトーの地所を分

割して売却することになる。 

 

1832 年、フィジャックの地所 16ｈａほどを、サンテミリオンの隣 Pomerol（ポムロール）地区に

ある、Ch.l’Evanguil（シャトー・レヴァンジル）を所有する Ducass（デュカス）家に売却する。 

取得して間もない頃は「Vin de Figeac（ヴァン・ド・フィジャック）」と名乗っていたが、その後に

Ch.Cheval Blanc（シャトー・シュヴァル・ブラン）となる。 

その後のフィジャックは、50 年間に 5 回も所有者が変遷している。 
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1892 年、県庁パリ支部長を務める Andre Vilpig（アンドレ・ヴィルピグ）の妻が所有者となる。 

1947 年、アンドレ・ヴィグピグの孫 Thierry Manoncourt（ティエリ・マノンクール）が受け継い

でいる。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」認定を受ける。 

 

サンテミリオンのほとんどのシャトーは、Merlot（メルロ）種を主に Cabernet Franc（カベルネ・

フラン）種を補助として使用するが、ティエリ・マノンクールは前 2 種に Cabernet Sauvignon（カ

ベルネ・ソーヴィニョン）を 30％ほど導入し、独自の風味を醸し出し成功をおさめ、ワイン市場

で人気を博するようになる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 40ｈａ 

栽培比率 メルロ 30％  カベルネ・フラン 35％  カベルネ・ソーヴィニョン 35％ 

醸造 ： 約 12 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.Petit Figeac（シャトー・プティ・フィジャック） 

旧名前 La Grange Neuve de Figeac（ラ・グランジュ・ヌーヴ・ド・フィジャック） 
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Clos Fourtet （クロ・フルテ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、この地に建てられた「カン・フルテ」と呼ぶ要塞に由来する。 

 

【歴史】 

中世、後にクロ・フルテとなる地所には、ぶどう畑ではなく St.Emilion（サンテミリオン）の町を

守る「カン・フルテ」と呼ばれる要塞が建てられていた。 

 

18 世紀後半、地所は Ch.Figeac（シャトー・フィジャック）を所有する Erie de Karl（エリー・ド・

カルル）の敷地となっている。 

その後、Leraut（ルロー）家が地所を取得し、シャトーを創設する。 

1868 年、地所の名前を「Château（シャトー）」の文字を使わない「クロ・フルテ」とした。 

 

1919 年、後にメドック格付け 1 級の Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）の所有者となる、ボル

ドーでネゴシアン（酒商）を営む Fernand Ginestet（フェルナン・ジネステ）が、クロ・フルテを買

収する。 

1949 年、ジネステ社はシャトー・マルゴーの買収資金調達のため、クロ・フルテを Lurton（リ

ュルトン）家に売却した。その後は Pierre Lurton（ピエール・リュルトン）が引き継いでいる。 

 

2001 年、フランス北部ベルギーとの国境に近い、Lille（リール）の町で文房具会社を営んで

いた Phillipe Cuvrie（フィリップ・キュヴリエ）がクロ・フルテを買収し、経営は息子の Matthieu（マ

チュー）に任せている。 

2003 年、クロ・フルテは、周辺の小さなシャトーを始め、新たな土地を買収し徐々に所有面

積を増やしている。 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 18ｈａ 

栽培比率 メルロ 80％ カベルネ・フラン 10％  カベルネ・ソーヴィニョン 10％ 

醸造 ： 約 6 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Closerie de Fourtet（ラ・クロズリー・ド・フルテ） 約 3 万本 
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Château La Gaffelière （ラ・ガフリエール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、敷地にハンセン病「Lèpre（レープル）」の施設「gaffets（ガフェ）」があった

ことに由来する。 

 

【歴史】 

ガロ・ローマ時代（前 3 世紀-後 5 世紀）、St.Emilion（サンテミリオン）には小さな集落があり、

ぶどうを栽培していたという。 

中世、敷地の中にハンセン病の施設「gaffets（ガフェ）」があった。それが元で「ガフリエール」

と呼ばれるようになったらしい。 

その後は 16 世紀まで、Mâle Roquefort（マレ・ロックフォール）家が所有しており、現在は

Comte Léo de Mâle Roquefort（レオ・ド・マレ・ロックフォール伯爵）が所有している。 

 

2003 年、ワイン・コンサルタントはそれまでの Michel Rolland（ミシェル・ロラン）から、Stefan 

Dulunoncourt（ステファン・デュルノンクール）に代わっている。 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 22ｈａ（敷地 25ｈａ） 

栽培比率 メルロ 65％ 

カベルネ・フラン 30％ 

醸造 ： 約 9 万本 

【セカンド・ワイン】 

Clos La Gaffeliere（クロ・ラ・ガフリエール）  

約 5,000 本 
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Château Larcis Ducasse （シャトー・ラルシ・デュカス） 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称の由来は分からない。 

 

【歴史】 

1777 年、当時 Ch.Pavie（シャトー・パヴィ）を所有 

している Pigasse（ピガス）が、後にラルシ・デュカス 

となる地所を所有していた記録が残されている。 

後に地所は分割され、Ducasse（デュカス）家など 

が所有する。 

 

1893 年、海運貿易で大きな成功を収めていた 

Henri-Raba（ヘンリ・ラバ）がシャトーを買収する。 

 

1925 年、ヘンリ・ラバが亡くなる。シャトーは息子の André Raba（アンドレ・ラバ）が引き継ぐ

が、第二次世界大戦初期に戦死する。 

アンドレ・ラバに子供がいなかったため、姪の Hélène Gratiot Alphandéry（エレーヌ・グラシ

オ・アルファンデリ）が後を継いだが、ドイツ軍がフランスを撤退するまでシャトーは休止状態に

なる。 

 

戦後、エレーヌ・グラシオ・アルファンデリは貯蔵庫の主任だった Pharaon Roche（ファラオ

ン・ロッシュ）と、共同経営でシャトーを再開する。 

 

1990 年、エレーヌ・グラシオ・アルファンデリの息子、Jacques Olivier Gratiot（ジャック・オリビ

エ・グラシオ）が経営者になる。ぶどう畑の管理は Phillipe Dubois（フィリップ・デュボワ）が担当

している。 

2002 年、シャトーはグラシオ家により引き継がれ、管理は Nicolas Thienpont（ニコラ・ティア

ンポン）に一任している。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」への昇格認定を受ける。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 11ｈａ 

栽培比率 メルロ 65％  カベルネ・フラン 25％  カベルネ・ソーヴィニヨン 10％ 

醸造 ： 約 5 万本 
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Château Pavie Macquin （シャトー・パヴィ・マカン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、シルクロードを伝って中国からもたらされた、古語の「桃の一種である

Pavie（パヴィ）」と、所有者であった Albert Macquin（アルベール・マカン）に由来する。 

1860 年代、アルベール・マカンはフランス全土で発生したフィロキセラ（ぶどう根アブラ虫）の

被害に対し、アメリカ系の樹を台木に、ヨーロッパ系を穂木とする「接ぎ木」の手法を考えだした

ことで知られる。 

 

【歴史】 

4 世紀ころ、St.Emilion（サンテミリオン）の丘一面に、中国から伝わった桃の一種が植えられ

たようで、「パヴィの丘」と呼ばれていた。また、ぶどうの栽培も行われていたという。 

18 世紀までは、パヴィはサンテミリオンでぶどうより桃の栽培でよく知られたシャトーだったよ

うだ。その頃の所有者は Tarman（タルマン）家といわれる。 

 

1850 年、パヴィのワインは、ワインの評価本として知られる「Cock et Furet（コック・エ・フェレ）」

に、サンテミリオンの 1 級シャトーとして掲載されている。そこに紹介されている所有者は、タル

マン家だけでなく、Adolf Pigas（アドルフ・ピガス）や Lafleur（ラフール）、Chaps（シャプス）など

があり、共同経営だったようだ。 

 

1885 年、シャトーはボルドーのワイン仲買人、Ferdinand Boufar（フェルディナン・ブーファー

ル）が買収する。 

6 年後には、隣接する土地を買収し合わせて 50ｈａほどの敷地となり、150 樽ほどのワインを

生産するようになる。 

フェルディナン・ブーファールは、アドルフ・ピガスが所有していた地所を別管理としていた。

それが現在の Ch.Pavie Desesse（シャトー・パヴィ・デュセッス）となる。一方、シャプスが所有し
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ていた地所は Albert Macquin（アルベール・マカン）に売却された。それが現在の Ch.Pavie 

Macquin（シャトー・パヴィ・マカン）となる。 

 

1994 年、シャトーの管理責任者に Nicolas Tiapon（ニコラ・ティアポン）を起用し、補佐として

Stefan Derenoncourt（ステファン・デュルノンクール）を採用している。また、ワイン・コンサルタ

ントに Michel Rolland（ミシェル・ロラン）を招聘している。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 15ｈａ 

栽培比率 メルロ 70％  カベルネ・フラン 25％  カベルネ・ソーヴィニヨン 5％ 

醸造 ： 約 5 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Chenes de Macquin（レ・シェーヌ・ド・マカン） 
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Château Troplong-Mondot （シャトー・トロロン・モンド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Raymond Troplong（レイモン・トロロン）に由来する。 

 

【歴史】 

1745 年、ブルボン朝第 3 代のフランス国王、Louis XIV（ルイ 14 世：在位 1643- 1715）の法

律顧問を務めていた Raymond de Seze（レイモン・ド・セーズ）は、St.Emilion（サンテミリオン）地

区で地所を取得しシャトーを創設する。 

貴族の一員であったセーズ家は、現在隣接している Ch.Pavie（シャトー・パヴィ）を始め、多

くの地所を所有するボルドーでも最大クラスの土地所有者になっていた。 

 

1830 年代、シャトーは Julis Troplong（ジェリス・トロロン）が取得する。 

1850 年、ジェリスの息子 Raymond Troplong（レイモン・トロロン）がシャトーを相続し、名称を

「トロロン・モンド」とする。 

その後レイモンは、シャトーの面積を現在と同じ 33ｈａほどまでに拡張している。 

 

1869 年、レイモン・トロロンが亡くなると、シャトーは未亡人と甥の Edouard（エドアール）が相

続するまでは分かっているが、その後、誰がトロロン・モンドを所有し、どのようなワインを造って

いたかは分からない。 

 

1921 年、ベルギーでワイン商を営む Georges Tearpon（ジョルジュ・ティアポン）が、シャトー

を買収する。 

1924 年、ジョルジュ・ティアポンは、St.Emilion（サンテミリオン）地区の隣、Pomerol（ポムロー

ル）地区の Vieux Château Certan（ヴィユー・シャトー・セルタン）も買収するが、突如として財政

難に陥りトロロン・モンドの方を手放した。 

新たにトロロン・モンドを所有したのは、パリ出身でワイン商を営む Alexandre Valet（アレキサ
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ンドル・ヴァレット）であった。 

1943 年、アレキサンドル・ヴァレットは隣の Ch.Pavie（シャトー・パヴィ）を買収する。 

 

1980 年、アレキサンドルの曾孫となる Christine Valet（クリスティーヌ・ヴァレット）がシャトーを

引き継ぎ、1990 年にはクリスティーヌの夫 Savier Pariante（サヴィエル・パリアンテ）が経営に参

加している。 

 

1981 年、クリスティーヌはワイン・コンサルタントに、Michel Rolland（ミシェル・ロラン）を招聘

し、ぶどうの収穫量制限や収穫時期を遅らせ果実の充実をはかり、醸造では新樽での熟成を

導入したりなど、ワインのクオリティを上げる努力がなされている。 

1985 年、セカンド・ワイン「Mondot（モンド）」を発売。 

 

2012 年、サンテミリオン地区の格付けでは、「Premiers Grands Crus Classés（プルミエ・グラ

ン・クリュ・クラッセ：第 1 級）」の「B クラス」の認定を受ける。 

 

2014 年、クリスティーヌが亡くなる。 

現在は Valet G.F.A.（ヴァレット.G.F.A.）が運営管理している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 32ｈａ 

栽培比率 メルロ 90％ カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 9 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Mondot(モンド) 約 3 万本  

1985 年発売 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

Troplong は、英語では「Too Much Long」という意味になり、Mondot も「Mon～私の、Dot～

持参金」となるようだ。直訳すると「長い時間のかかった私の持参金」という意味になるかもしれ

ない。 
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Château Trotte Vieille （シャトー・トロット・ヴィエイユ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、「小走り Trotte（トロット）の叔母さん Vieille（ヴィエイユ）」を意味し、当地

に住んでいた叔母さんが、シャトー近くの乗合馬車の停留所に小走りでやってきて、世間話を

していたという古い話に由来するという。 

停留所までは同一だが｢老婆の散歩｣という説や、｢威勢のよかった叔母さん｣という説、近く

の旅籠に勤めていた叔母さんの「食事を出すスピードが早かった」という説などもある。 

 

【歴史】 

15 世紀には、後にトロット・ヴィエイユとなる地所には、ワイン醸造所があったという古い歴史

を持つ。 

現在、19 世紀にフランス全土で壊滅的な被害をもたらした、フィロキセラ（ぶどう根アブラ虫）

が発生する以前のぶどうの樹（樹齢 140 年以上）が残されている。 

 

1949 年、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営む、Marcel Borie（マルセル・ボリー）がシャトーを

買収する。 

1998 年、マルセル・ボリーは、ボルドー大学で貴腐ぶどうの分子構造の研究で博士号を取

得し、醸造学者でワイン醸造では初となる「パリ科学アカデミー賞」を受賞している、ボルドー

大学教授 Denis Dubourdieu（ドゥニ・ドュブルデュー）を、ワイン・コンサルタントとして招聘して

いる。醸造は Eric.Marin（エリック・マリン）が担当している。 

 

現在は、Borie-Manoux（ボリー・マヌー）社の Philippe-Casteja（フィリップ・カステジャ）が、シ

ャトーを所有している。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 10ｈａ 

栽培比率 メルロ 55％  カベルネ・フラン 40％  カベルネ・ソーヴィニョン 5％ 

醸造 ： 約 3 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Vieille Dame de Trotte Vieille（ラ・ヴィエイユ・ダーム・ド・トロット・ヴィエイユ)  

2002 年発売 
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Sauternes （ソーテルヌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 188 – 

Château d’Yquem （シャトー・ディケム） 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった 

Sauvage d’Yquem（ソヴァージュ・ディ  

ケム）に由来する。一説には古い地名 

の「ディケム」に由来するという。 

 

【歴史】 

1711 年、時のフランス政府から、後

にシャトー・ディケムとなる地所を Sauvage（ソヴァージュ）家が取得する。 

 

1785 年、Comte Lur Saluces（リュル・サリュース伯爵）がシャトーの新たな所有者となり、以後

1997 年までサリュース家によって受け継がれている。 

リュル・サリュース家による功績は、97ｋｍにも及ぶパイプ排水システムを設置したことや、経

済的な損失をかえりみず良質なディケムを造り続けたことにある。それは、1972 年や 1974 年で

ディケムに不向きとして判断されたワインを、出荷しなかったことで知られていれる。それらの年

は 「“Y” （イグレック）」という名称を使い、貴腐ワインではないものとして市場に送り出した。 

ディケムは寿命の長いことでも知られる。 

ワイン評論家の Robert M. Parker（ロバート・M・パーカー）は、「1921 年ものでも、驚くほど新

鮮で生きており、その贅沢さと豊かさは決して忘れることはないだろう」と書き記している。現実

に保管されているもので、十分に味わえるという前提では 1800 年代前半まで遡ることができる。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premier Cru Supérieur（プルミエ・クリュ・シュペリュール：

特別 1 級）の認定を受ける。 

 

1998 年、シャトーを受け継いだ Alexandre de Lur Saluces（アレクサンドル・ド・リュル・サリュ

ース）は、巨大企業へと成長していた LVMH（ルイ・ヴィトン・モエ・ヘネシー）社にディケムを売

却する。 

しかし、この売り渡し契約についてサリュースが異議を唱えたため、フランスの裁判制度によ

って法的な決定はされず、シャトーの管理は現在もリュル・サリュースが続けている。 

 

【栽培・醸造】 

面 積  ： 約 125ｈａ 

栽培比率 セミヨン 80％  ソーヴィニヨン・ブラン 20％ 

生産量 ： 約 9～11 万本 
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Château La Tour Blanche （シャトー・ラ・トゥール・ブランシュ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称の、ラ・トゥール・ブランシュを直訳すると「白い塔」となるが、ソーテルヌに貴

腐を持ち込んだ人の名に由来するという説もある。 

 

【歴史】 

17 世紀中ごろ、後にシャトー・ラ・トゥール・ブランシュとなる地所は、貴族の Saintmar（サンマ

ール）が所有していた。 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

1907 年、その時の所有者 Daniel Ifura（ダニエル・イフラ）は、Osiris（オリシス：エジプト神話

における冥界の神。ヘリオポリス九柱神に数えられる。）の異名を持っていた。彼は、シャトー

にぶどう栽培とワイン醸造の大学を建てることを条件に、地所を国家へ遺贈する。 

1909 年、フランス農務省はシャトーに栽培・醸造学校を設立した。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 37ｈａ 

栽培比率 セミヨン 80％ 

ソーヴィニヨン・ブラン 15％ 

ミュスカデル 5％ 

醸造 ： 約 4 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Les Charmilles de La Tour Blanche 

（レ・シャルミル・ラ・トゥール・ブランシュ）  

約 2.5 万本 
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Château Lafaurie Peyraguey （シャトー・ラフォリー・ペイラゲ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Reimond Peyraguey（レイモン・ペイラゲ）と、後に所有者

となった Pierre Lafaurie（ピエール・ラフォリー）に由来する。 

丘または岬を意味する Peyraguey（ペイラゲ）に由来するともいう。 

 

【歴史】 

13 世紀、この時代の所有者は不明だが後にラフォリー・ペイラゲとなる館は、Sauternes（ソー

テルヌ）地区の Bommes（ボンム）村では最も古い建造物となる、スペインのビザンチン様式を

真似た城壁と塔が建築されている。現在、城壁の石と入口のポーチは当時のものが残されて

いる。 

敷地の一部「Maison Rouge（メゾン・ルージュ）」と呼ぶ区画は、ローマ時代に宿泊所として使

われていたようだ。 

 

1618 年、富豪の Reimond Peyraguey（レイモン・ペイラゲ）は、後にシャトー・ラフォリー・ペイ

ラゲとなる地所を買収し、甘口ワインを生産するためのぶどう畑を開拓する。 

 

1742 年、新たな所有者となった Pierre de Pichard（ピエール・ド・ピシャール）は、新たなぶど

う畑の開拓や醸造技術の改良を行い、ワイン生産量を増やしていった。 

1794 年、シャトーを相続していたピエール・ド・ピシャールの孫、Nicolas Pierre de Pichard

（ニコラ・ピエール・ド・ピシャール）は、フランス革命（1789-1799）の際に革命政府によりギロチ

ンで処刑される。シャトーの資産は没収され地所は競売に出された。 

 

1796 年、シャトーを落札した Pierre Lafaurie（ピエール・ラフォリー）は、その後 30 年かけて

ぶどう畑の整備を行い、後世に語り継がれる銘醸甘口ワインを生産している。この時、シャトー

名を「ラフォリー・ペイラゲ」とした。 

1837 年、シャトーはピエールの息子が引き継いだ。 
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1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1865 年、後を継いだ息子が亡くなると妻は、メドック格付け 3 級 Ch.Lagrange（シャトー・ラグ

ランジュ）を所有し、オルレアン朝のフランス国王 Louis-Philippe I （ルイ・フィリップ 1 世：在位 

1830-1848）の時代に大蔵大臣を務めていた、Comte de Tanugi Duschatel (タヌギ・デュシャテ

ル伯爵)にシャトーを売却する。 

1879 年、ボルドーでネゴシアン（酒商）を経営する、Farinel（ファリネル）と Gready（グレディ）

の二人がシャトーを買収する。その際シャトーは分割され、新たに Ch.Clos Haut Peyraguey（シ

ャトー・クロ・オー・ペイラゲ）が誕生する。 

 

1917 年、フランス北東部 Lorraine（ロレーヌ）地方出身で、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営

む、Désirée Cordie（デジレ・コルディエ）がシャトーの新たな所有者となる。 

彼は、メドック格付け 2 級の Ch.Gruaud Larose（シャトー・グリュオー・ラローズ）や、格付け 4

級の Ch.Talbot（シャトー・タルボ）も所有している。 

1984 年、シャトーは SUEZ S.A.（スエズ SA）グループが買収する。 

2008 年、スエズ・グループは合併し Engie S.A.（エンジーSA）となる。 

エンジー社は、フランスに基盤を置く電気・ガス事業者で、世界約 70 カ国に拠点を持ってい

る。電力・ガスの供給では世界 2 位の売上高を誇る。 

2014 年、スイス人実業家で大富豪の Silvio Denz（シルヴィオ・デンツ）が、シャトー・ラフォリ

ー・ペイラゲを買収する。 

シルヴィオ・デンツは、イタリアやスペインにワイン関連会社「Ermitage Holding S.A（エルミタ

ージュ・ホールディング）」や「Denz Weine（デンツ・ヴァイン）」、「Casa del Vino（カーサ・デル・

ヴィーノ）」、「Clos d’Agon（クロ・ダゴン）」そして「Montepeloso（モンテプルーゾ）」などを設立し

ている。また、St.Emilion（サンテミリオン）地区の Ch.Faugeres（シャトー・フォジェール）を始め、

多くのシャトーを所有している。 

シルヴィオ・デンツは友人の Peter Sisseck（ピーター・シセック）とともに、サンテミリオンの

Ch.Rocheyron（シャトー・ロシェイロン）も所有している。 

ピーター・シセックは、スペインの Ribera del Duero（リベーラ・デル・デュエロ）地方で、幻の

ワインといわれる Pingus（ピングス）を所有している 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 41ｈａ 

栽培比率 セミヨン 90％   

ソーヴィニヨン・ブラン 10％ 

醸造 ： 約 7 万本 

【セカンド・ワイン】 

La Chapelle de Lafaurie Peyraguey 

（ラ・シャペル・ド・ラフォリー・ペイラゲ） 約 2 万本 
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Clos Haut-Peyraguey （クロ・オー・ペイラゲ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史】 

13 世紀、この時代の所有者は不明だが後にラフォリー・ペイラゲとなる館は、Sauternes（ソー

テルヌ）地区の Bommes（ボンム）村では最も古い建造物となる、スペインのビザンチン様式を

真似た城壁と塔が建築されている。現在、城壁の石と入口のポーチは当時のものが残されて

いる。 

敷地の一部「Maison Rouge（メゾン・ルージュ）」と呼ぶ区画は、ローマ時代に宿泊所として使

われていたようだ。 

 

1618 年、富豪の Reimond Peyraguey（レイモン・ペイラゲ）は、後にシャトーとなる地所を買収

し、甘口ワインを生産するためのぶどう畑を開拓する。 

 

1742 年、新たな所有者となった Pierre de Pichard（ピエール・ド・ピシャール）は、新たなぶど

う畑の開拓や醸造技術の改良を行い、ワイン生産量を増やしていった。 

1794 年、シャトーを相続していたピエール・ド・ピシャールの孫、Nicolas Pierre de Pichard

（ニコラ・ピエール・ド・ピシャール）は、フランス革命（1789-1799）の際に革命政府によりギロチ

ンで処刑される。シャトーの資産は没収され地所は競売に出された。 

 

1796 年、シャトーを落札した Pierre Lafaurie（ピエール・ラフォリー）は、その後 30 年かけて

ぶどう畑の整備を行い、後世に語り継がれる銘醸甘口ワインを生産している。この時、シャトー

名を「ラフォリー・ペイラゲ」とした。 

1837 年、シャトーはピエールの息子が引き継いだ。 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1865 年、後を継いだ息子が亡くなると妻は、メドック格付け 3 級 Ch.Lagrange（シャトー・ラグ

ランジュ）を所有し、オルレアン朝のフランス国王 Louis-Philippe I （ルイ・フィリップ 1 世：在位 

1830-1848）の時代に大蔵大臣を務めていた、Comte de Tanugi Duschatel (タヌギ・デュシャテ
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ル伯爵)にシャトーを売却する。 

1879 年、ボルドーでネゴシアン（酒商）を経営する、Farinel（ファリネル）と Gready（グレディ）

の二人がシャトーを買収する。その際シャトーは分割され、新たに Ch.Clos Haut Peyraguey（シ

ャトー・クロ・オー・ペイラゲ）が誕生する。 

 

1914 年、シャトー・ラフォリ・ペイラゲの 8ｈａほどの区画を、Ch.Haut Bommes（シャトー・オー・

ボンム）の所有者 Eugene Garvey（ユージン・ガーヴェイ）が取得する。 

1930 年、Ch.d’Yquem（シャトー・ディケム）近くの 4ｈａほどを購入する。 

 

1969 年、シャトーを引き継いだユージン・ガーヴェイの曾孫、Jacques Pauly（ジャック・ポーリ

ー）は、ボルドー大学の醸造学者 Emile Peynaud（エミール・ペイノー）博士の指導を受ける。 

2002 年、ジャック・ポーリーの娘 Martine Langlais Pauly（マーティン・ラングレ・ポーリー）が

後を引き継いでいる。  

2007 年、マーティン・ラングレは、それまでのシャトー名から「Château」の文字を外し、「Clos 

Haut-Peyraguey（クロ・オー・ペイラゲ）」とした。 

1990 年代から始まる、世界的な甘口ワイン離れでソーテルヌの生産者は軒並み経営難に

陥ってしまう。クロ・オー・ペイラゲも例外ではなく、シャトーを手放さざるを得なくなる。 

シャトーの新たな所有者となった Bernard Magrez（ベルナール・マグレ）は、Graves（グラー

ヴ）地区の Ch.Pape Clemans（シャトー・パプ・クレマン）やメドック格付け 4 級の Ch.La Tour 

Carnet（シャトー・ラ・トゥール・カルネ）を始め、サンテミリオンのシャトーやスペインのワイナリー

などを所有している。 

ベルナール・マグレは、醸造コンサルタントに Michel Rolland（ミシェル・ロラン）を招聘する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 17ｈａ 

栽培比率  セミヨン 90％  ソーヴィニヨン・ブラン 10％ 

醸造 ： 約 2 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Ch.Haut Bommes 

（シャトー・オー・ボンム） 約 1 万本 
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Château de Rayne Vigneau （シャトー・ド・レイヌ・ヴィニョー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Catherine de Rayne（カトリーヌ・ド・レイヌ）に由来する。 

 

【歴史】 

1635 年、Gabriel de Rayne（ガブリエル・ド・レイヌは）が、Sauternes（ソーテルヌ）地区の

Bommes（ボンム）で地所を取得しシャトーを創設する。 

 

1834 年、レイヌ家によって引き継がれてきたシャトーは、この年 Catherine de Rayne（カトリー

ヌ・ド・レイヌレ）が受け継ぎ、シャトー名を「ド・レイヌ・ヴィニョー」とする。 

この頃のシャトー・ド・レイヌ・ヴィニョーの評価は高く、ソーテルヌで 1 番といわれる Ch.d’

Yquem（シャトー・ディケム）と肩を並べるほどであったという。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1961 年、初代からレイヌ家によって続けられたシャトーは、ボルドーでネゴシアン（酒商）を

営む Mestreza et Domaine（メストレザ・エ・ドメーヌ）によって買収される。 

 

2004 年、シャトーは、Credit Agricole（クレディ・アグリコル）グループによって買収される。 

 

2015 年、Tresol du Patrimoine（トレゾール・デュ・パトリモワーヌ）社がシャトーを買収する。 

 

1961 年より所有者の変遷はあるが、ワインの評価は低迷したままである。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 84ｈａ 

栽培比率  セミヨン 75％  ソーヴィニヨン・ブラン 25％ 

醸造 ： 約 5 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Madame de Rayne（マダム・ド・レイヌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11123334665-13623197763.html


- 196 – 

Château Suduiraut （シャトー・スデュイロー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Leonard de Suduiraut（レオナール・ド・スデュイロー）に

由来する。 

 

【歴史】 

16 世紀まで、後にスデュイローとなる地所は、d'Allard（ダラール）家が所有し「Domaine d’

Allard（ドメーヌ・ダラール）｣と呼んでいた。 

 

1580 年、ダラール家の娘 Nicola d'Allard（ニコラ・ダラール）は、Leonard de Suduiraut（レオ

ナール・ド・スデュイロー）と結婚する。その時の婚資として地所はスデュイロー家にもたらされ、

シャトーの名を「スデュイロー」と改名する。 

 

1670 年、レオナールの孫 Blaise de Suduiraut（ブレーゼ・ド・スデュイロー）によって、現在に

残されているシャトーの館が建てられている。 

その後は、ブレーゼの娘 Marie Anne（マリー・アンヌ）がシャトーを引き継いでいる。 

 

1747 年、シャトーを継続していたマリーの甥 Joseph du Roy（ジョゼフ・デュ・ロワ）が亡くなる

と、ジョゼフの息子 Jean du Roy（ジャン・デュ・ロワ）が相続する。 

1788 年、ジャン・デュ・ロワが亡くなると相続人がいなかったため、執事であった Louis 

Guillaume du Roy（ルイ・ギョーム・デュ・ロワ）がシャトーの所有者となる。 

ルイ・ギョームは隣接する Castelnau（カステルノー）と呼ばれた畑を買収する。その名称は、

現在のセカンド・ワインに使われている。 

 

1814 年、ルイ・ギョームの死後、シャトーを引き継いでいた妻の Marie Rose Louise Le Tellier

（マリー・ローズ・ルイーズ・ル・テイラー）が亡くなると、シャトーを管理していた Nicolas Edme 

Guillot（ニコラ・エダム・ギヨ）が所有者となる。 
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1833 年、ニコラ・エダムの 4 人の娘がシャトーを相続するが、その管理はズサンなものでワイ

ンの品格を落としていく。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1875 年、シャトーは、フランス中央部 Roanne（ロアンヌ）近くにある Virlet（ヴィルレ）の町で、

紙職人を営む Henri Ferdinand Rabourdin（アンリ・フェルディナンド・ラブルディン）によって買

収される。 

1879 年、アンリ・フェルディナンドは娘の Lucie（ルシー）にシャトーを贈与する。その後、娘

が結婚することでシャトーは夫が所有者となる。 

1899 年、夫が亡くなると、シャトーは妻ルシーの義理の息子 Alfred de Girodon Pralong（ア

ルフレッド・ド・ジロドン・プラロン）が相続する。 

 

1940 年、シャトーは Leopold Francois Fonquernie（レオポルド・フランソワ・フォンケルニー）

に売却された。 

1992 年、レオポルド・フランソワが亡くなると、シャトーを相続していた娘は AXA（アクサ）保

険の子会社 AXA Millésime（アクサ・ミレジム）へ売却した。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 92ｈａ 

栽培比率 セミヨン 90％  ソーヴィニヨン・ブラン 10％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Castelnau de Suduiraut（カステルノー・ド・スデュイロー） 約 3 万本 
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Château Coutet （シャトー・クーテ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、Gascogne（ガスコーニュ語：フランス南西部の古い地方名）の方言で「ナ

イフ」を意味する。 

 

【歴史】 

13 世紀、ボルドーで最も古い歴史を持つものの一つで、後にクーテとなる地所には要塞が

造られていた。 

 

1643 年、Charles le Guerin（シャルル・ル・ゲラン）は、Barsac（バルザック）地区の Doisy（ドワ

ジ）と呼ばれていた地所を買収する。 

1677 年、地所は Jean Raymond（ジャン・レイモンド）が継承する。 

1704 年、ジャン・レイモンドの孫娘 Marie Raymond（マリー・レイモンド）は、Jean Baptiste 

Vedrines（ジャン・バティスト・ヴェドリーヌ）と結婚する。これを機に、シャトー・クーテが生まれた

という。 

 

1788 年、シャトーを受け継いでいた Jean le Pichard（ジャン・ル・ピシャール）は、Gabriel 

Barthelemy Romain de Filhot（ガブリエル・バートランド・ロマン・ド・フィロ）に売却するが、フラン

ス革命（1789-1799）が勃発すると、シャトーの資産は没収され地所は競売にかけられたあげく、

フィロはギロチンによって処刑される。 

 

1794 年、ソーテルヌ格付け特別 1 級の Ch.d’Yquem（シャトー・ディケム）を所有する、

Marquis Romain Bertrand de Lur Saluces（ロマン・ベルトラン・ド・リュル・サリュース侯爵）が、競

売でシャトー・クーテを落札する。 

その後は、フィロ家の Marie Genevieve（マリー・ジュヌヴィエーヴ）と、リュル・サリュース家の

Antoine Marie（アントワーヌ・マリー）の間に出来た息子が、シャトーを継承している。 
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その結果、リュル・サリュース家はソーテルヌ格付け特別 1 級の Ch.d’Yquem（シャトー・ディ

ケム）や 2 級の Ch.Filhot（シャトー・フィロ）、そして同じく 2 級の Ch.de Malle（シャトー・ド・マ

ル）などを所有することになる。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1923 年、Lyon（リヨン）市で油圧式ワイン・プレスの製造業を営む、Henry Louis Guyt（ヘンリ

ー・ルイ・ガイ）がシャトーを買収する。 

1925 年、シャトーはロランド家に売却される。 

 

1977 年、Marcel Baly（マルセル・バリー）がシャトーを買収し、大きな投資を行って施設の改

良を行っている。 

現在は、彼の息子 Philippe（フィリップ）と Dominique（ドミニク）が引き継いでいる。 

1994 年、Ch.Lafite Rothschild（シャトー・ラフィット）を所有する、Baron Philippe de Rothschild

（バロン・フィリップ・ド・ロートシルト）社は、シャトー・クーテと業務提携を結びワインの独占販売

権を取得する。 

 

プロの間でのクーテの評価は高く、生産量の少ないことも相まって店頭で見かけることは、

ほとんど無いという。特にキュヴェ・マダムの名を付けた特別ワインはわずか 4 樽（約 1,000 本）

ほどで、しかも毎年は造らないという代物。1943 年以降 1997 年までの 50 年あまりの間で 10

回ほどしか造られていない。特に 71、81、86、89 年は、1921 年のシャトー・ディケムと並び賞さ

れるほどの出来栄えといわれている。 

ワイン好きだったアメリカの 3 代目大統領トーマス・ジェフェーソンもシャトー・クーテをバルザ

ックで最良のワインと賞賛していたという。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 39ｈａ 

栽培比率 セミヨン 75％  ソーヴィニヨン・ブラン 23％  ミュスカデル 2％ 

醸造 ： 約 4 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Chartreuse de Coutet（シャルトルーズ・ド・クーテ）  

約 2 万本 

 

【辛口白ワイン】 

Opalie de Château Coutet 

（オパリー・ド・シャトー・クーテ） 
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Château Climens （シャトー・クリマン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称クリマンとは、「貧しく、痩せた土地」、「不毛の土地」などを意味する。 

 

【歴史】 

1547 年、ヴァロワ朝第 9 代のフランス王、FrançoisⅠ（フランソワ 1 世：在位 1515-1547） の

代理人を勤め、王室検事であった Guiraud Roborer（ギロー・ロボレール）が、いくつかの区画

を買収した時の契約書に「クリマン」の名が登場する。一説には地所は相続したとある。 

クリマンとは「貧しく、痩せた土地」という意味になるため、なぜその名が使われたのかは分か

らない。 

 

フランス革命（1789-1799）の勃発により、シャトーは大きな被害を受けてしまいロボレール家

は売却せざるをえなくなる。 

1802 年、Jean Batist Roborer de Climens（ジャン・バチスト・ロボレール・ド・クリマン）の未亡

人は、ボルドーのワイン商 jean Bineau（ジャン・ビノー）にシャトーを売却するが、ビノー家は

早々にボルドーのネゴシアン（酒商）の Erowa Lacoste（エロワ・ラコスト）に売却してしまう。 

この頃は「Ch.Climens Lacoste（シャトー・クリマン・ラコスト）」と呼ばれていた。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1871 年、この頃 28ｈａほどの畑から 7 万本ほどのワインを生産していたが、フランス全土で猛

威を振るったフィロキセラ（ぶどう根アブラ虫）により、クリマンも大きな打撃を受けてしまう。 

シャトーは Alfred Livet（アルフレッド・リベ）により買収される。 

 

1885 年、ボルドーで出版する日刊紙「Sud-Ouest（シュド・ウエスト）」の取締役、Henri Gunyu

（アンリ・グヌイユー）がシャトーを取得し、以後 1971 年までグヌイユー家によって受け継がれて

いる。 
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グヌイユー家によるクリマンは歴史的に語り継がれるような銘品を造っており、1929 年、1937

年、1947 年のヴィンテージは現在でも十分に味わえるほどといわれる。 

 

1971 年、ボルドーの大富豪 Lucian Lurton（ルシアン・リュルトン）がシャトーを買収する。彼

は、メドック格付け 2 級の Ch.Brane Cantenac（シャトー・ブラーヌ・カントナック）や同級の

Ch.Durfort-Vivens（シャトー・デュルフォール・ヴィヴァン）、そして 3 級の Ch.Desmirail（シャト

ー・デスミライユ）などを含む多くのシャトーを所有している。 

 

1922 年、ルシアン・リュルトンの二人の娘、Brigitte（ブリジット）と Bérécide Lurton（ベレニス・

リュルトン）が経営を引き継いでいる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 30ｈａ 

栽培比率 セミヨン 100％ 

醸造 ： 約 3 万本 

収量制限 16ｈｌ／ｈａ 

備考 ： 1987 年、1992 年、1993 年は天候不良のため生産せず。 

 

【セカンド・ワイン】 

Cypres de Climens（シプレ・ド・クリマン） 約 15,000 本 1984 年発売 
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Château Guiraud （シャトー・ギロー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Pierre Guiraud（ピエール・ギロー）に由来する。 

 

【歴史】 

時代は不明だが、後にシャトー・ギローとなる地所は Saint Porie（サン・ポリー）家が所有して

いた。当時は「バイルの貴族の館」と呼ばれていたという。 

 

1766 年、Maison de Noble de Baile（メゾン・ド・ノーブル・ド・バイル）と呼ばれていた地所を、

Pierre Guiraud（ピエール・ギロー）が購入する。 

当時は Ch.Baile（シャトー・バイル）と呼ばれていたが、後に Ch.Guiraud（シャトー・ギロー）と

改名している。 

 

1846 年、Ch.d’Yquem（シャトー・ディケム）を所有する、Lur Saluces（リュル・サリュース）家が

シャトーを買収するが、すぐに投資家のグループに売却している。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1932 年、シャトーは Paul Rival（ポール・リヴァル）が一時所有するが、すぐに運送業を営む

Franc Navi（フランク・ナヴィ）に転売している。 

 

1981 年、カナダ人の Hamilton Nerby（ハミルトン・ナービィ）がシャトーを取得する。 

1983 年、ハミルトン・ナービィは、醸造家の Xavier Planty（ザヴィエ・プランティー）を支配人

として迎える。 

1986 年、ザヴィエ・プランティーがシャトーの代表となる。 

2006 年、シャトーは次の 4 人の共同所有となる。 

1. Graves（グラーヴ）地区の Domaine de Chevalier（ドメーヌ・ド・シュヴァリエ）を所有する
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Olivier Bernard（オリヴィエ・ベルナール）。 

2. St.Emilion（サンテミリオン）地区 Ch.La Gaffelière（シャトー・ラ・ガフリエール）を所有する

Stefan Von Neppel（ステファン・フォン・ネッペール）。 

3. フランスを代表する車 Peugeot Citroen（プジョー・シトロエン）の代表 Robert Peugeot（ロ

ベール・プジョー）。 

4. 支配人を務めている Xavier Planty（ザヴィエ・プランティー）。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 85ｈａ 

栽培比率 セミヨン 80％  ソーヴィニョン・ブラン 20％ 

醸造 ： 約 10 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Petit Guiraud（プティ・ギロー） 約 8 万本 

旧名 Le Dauphin Château Guiraud（ル・ドーファン・デュ・シャトー・ギロー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11115380704-13821939213.html


- 204 – 

Château Rieussec （シャトー・リューセック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史】 

18 世紀、後にリューセックとなる地所は、Langon（ランゴン）市にある Carmel（カルメル）修道

会が所有していた。 

 

フランス革命（1789-1799）が勃発すると、地所は没収され 1790 年に競売にかけられた。 

購入したのは、Graves（グラーヴ）地区 Léognan（レオニャン）村の Ch.La Louvière（シャトー・

ラ・ルヴィエール）を所有する Mariah（マライヤック）家であった。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

格付け後、1984 年まで所有者は次のように変遷する。 

1870 年、Charles Crepan（シャルル・クレパン）。 

1892 年、Pôle Dufoly（ポール・デュフォリー）。 

1907 年、Vanil（ヴァニル）が、次いで Ch.Calon Segur（シャトー・カロン・セギュール）を所有

する Gasqueton（ガスクトン）家。 

第二次世界大戦（1939-1945）中には、アメリカ市民の P.F.Berry（ベリー）。 

1957 年、Balarsk（バラルスク）。 

1971 年、Albert Buoyere（アルベール・ヴュイエール）。 

 

1984 年、Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）を所有する、Baron Eric de Rothschild（エリック・ド・ロ

ートシルト男爵）がシャトーを買収する。その当時は、68ｈａほどのぶどう畑を含む 110ｈａの敷地

があった。 

1987 年、ぶどう果汁を凍らせから水分を取り除いて甘口ワインを造る醸造法、「Cryo-

Extraction（クリオ・エクストラクシオン）」を導入する。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 92ｈａ（敷地 130ｈａ） 

栽培比率 セミヨン 92％  ソーヴィニヨン・ブラン 5％  ミュスカデル 3％ 

醸造 ： 約 6 万本 

新樽 90％（30 ヶ月熟成） 

 

【セカンド・ワイン】 

Carmes de Rieussec（カルム・ド・リューセック） 

旧名 Clos Labère（クロ・ラベール） 
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Château Rabaud Promis （シャトー・ラボー・プロミ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Rabaud（ラボー）家と、後に所有者となる Adrian Promis

（エイドリアン・プロミ）に由来する。地名のラボーに由来するという説もある。 

 

【歴史】 

1660 年、Sauternes（ソーテルヌ）地区の Bommes（ボンム）村で、広大な地所を所有していた

Rabaud（ラボー）家がシャトーを創設したという。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1864、シャトーを購入した Henri Drouilhet de Sigalas（アンリ・ドゥルイエット・ド・シガラ）は、シ

ャトー名を「シガラ・ラボー」とする。 

アンリ・ドゥルイエットは、1855 年のソーテルヌ格付けで 2 級の認定を受けていた Ch.Pezotto

（シャトー・ペゾット）を買収し、シャトー・シガラ・ラボーに吸収する。 

 

1903 年、アンリ・ドゥルイエットの息子 Pierre Gaston Drouihet de Sigalas（ピエール・ガストン・

ドゥルイエット・ド・シガラ）は、シャトーの一部を Adrian Promis（エイドリアン・プロミ）に売却する。 

エイドリアン・プロミは、その地所で「Ch.Rabaud Promis（シャトー・ラボー・プロミ）」を設立する。 

 

1930 年、二つのシャトー、シガラ・ラボーとラボー・プロミは、ボルドーでネゴシアン（酒商）を

営む Fernand Ginestet（フェルナン・ジネステ）社に貸し出される。 

1930 年から 1940 年にかけて、ジネステ社は二つのシャトーを一緒に生産し、二つのラベル

を使用して販売している。結果として、二つのシャトーは統合されていることになる。 

1950 年、ジネステ社は、メドック格付け 1 級の Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）を買収する

ため、二つのシャトーを別々に売りに出した。 
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シガラ・ラボーはシガラ家が買い取り、ラボー・プロミは Dejan（デジャン）家が所有者となった。 

 

1855 年のソーテルヌ格付けでは、一つのシャトーとしての認定がなされていたため、分割し 

て二つのシャトーになったとしても、共に 1 級として扱われるようだ。 

 

第二次世界大戦（1939-1945）後のフランス経済は、危機的な状況となる。続いて起こるオイ

ルショックなどで「stagflation（スタグフレーション：経済の停滞）」が起き、失業率も最悪の状況

となっていた。 

ボルドー・ワインも取引量が激減し、また天候不順が続くなどシャトー・ラボー・プロミの経営

は困窮し、ぶどう畑や醸造施設の管理もできず、荒廃していた。 

 

1972 年、シャトーの経営を担った Phillipe Dejan（フィリップ・デジャン）により、シャトーの信頼

は徐々にではあるが回復していく。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 34ｈａ 

栽培比率 セミヨン 80％  ソーヴィニヨン・ブラン 20％ 

醸造 ： 約 4 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

1. Promesse de Rabaud Promis（プロミス・ド・ラボー・プロミ） 約 2 万本 

旧名 Domaine de l'Estremade（ドメーヌ・ド・レストレマード） 

2. Ch.Bequet（シャトー・ベケ） 
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Château Sigalas Rabaud （シャトー・シガラ・ラボー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Rabaud（ラボー）家と、後に所有者となる Henri Drouilhet 

de Sigalas（アンリ・ドゥルイエット・シガラ）に由来する。 

地名の Rabaud（ラボー）に由来するという説もある。 

 

【歴史】 

1660 年、Sauternes（ソーテルヌ）地区の Bommes（ボンム）村で、広大な地所を所有していた

Rabaud（ラボー）家がシャトーを創設したという。 

 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Premièrs Crus（プルミエ・クリュ：1 級）の認定を受ける。 

 

1864、シャトーを購入した Henri Drouilhet de Sigalas（アンリ・ドゥルイエット）は、シャトー名を

「シガラ・ラボー」とする。 

アンリ・ドゥルイエットは、1855 年のソーテルヌ格付けで 2 級の認定を受けていた Ch.Pezotto

（シャトー・ペゾット）を買収し、シャトー・シガラ・ラボーに吸収した。 

 

1903 年、アンリ・ドゥルイエットの息子 Pierre Gaston Drouihet de Sigalas（ピエール・ガストン・

ドゥルイエット・ド・シガラ）は、シャトーの一部を Adrian Promis（エイドリアン・プロミ）に売却する。 

エイドリアン・プロミは、その地所で「Ch.Rabaud Promis（シャトー・ラボー・プロミ）」を設立する。 

 

1930 年、二つのシャトー、シガラ・ラボーとラボー・プロミは、ボルドーでネゴシアン（酒商）を

営む Fernand Ginestet（フェルナン・ジネステ）社に貸し出される。 

1930 年から 1940 年にかけて、ジネステ社は二つのシャトーを一緒に生産し、二つのラベル

を使用して販売している。結果として、二つのシャトーは統合されていることになる。 
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1950 年、ジネステ社は、メドック格付け 1 級の Ch.Margaux（シャトー・マルゴー）を買収する

ため、二つのシャトーを別々に売りに出した。 

シガラ・ラボーはシガラ家が買い取り、ラボー・プロミは Dejan（デジャン）家が所有者となった。

1855 年のソーテルヌ格付けでは、一つのシャトーとして認定されていたため、分割して二つの

シャトーになったとしても、共に 1 級として扱われるようだ。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 14ｈａ 

栽培比率  セミヨン 100％ 

醸造 ： 約 3 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Lieutenon de Sigalas（リューテノン・ド・シガラ） 約 8,000 本 
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Château Doisy Daëne （シャトー・ドワジ・デーヌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、地名の Doisy（ドワジ）と、所有者であった Jean Jacques Emmanuel Daëne

（ジャン・ジャック・エマニュエル・デーヌ）に由来する。 

 

【歴史】 

1855 年、ソーテルヌの格付けでは、Deuxièmes Crus（ドゥジエーム・クリュ：2 級）の認定を受

ける。 

その時の所有者、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営む Jean Jacques Emmanuel Daëne（ジャ

ン・ジャック・エマニュエル・デーヌ）は、シャトー名を「ドワジ・デーヌ」とした。 

1875 年、ジャン・ジャック・エマニュエルが亡くなる。 

シャトーは 3 人の息子に分割相続されたため、次の 3 つのシャトーが生まれる。 

 

＊ Château Doisy Daëne（シャトー・ドワジ・デーヌ） 

＊ Château Doisy Vedrines（シャトー・ドワジ・ヴェドリーヌ） 

＊ Château Doisy-Dubroca（シャトー・ドワジ・デュブロカ） 

 

1924 年、Georges Dubourdieu（ジョルジュ・デュブルデュー）は、シャトー・ドワジー・デーヌの

畑 4ｈａほどを取得する。その後、息子の Pierre（ピエール）が 15ｈａにまで広げる。 

2000 年、ピエールの引退後、3 代目となる Denis Dubourdieu（ドゥニ・デュブルデュー）がシ

ャトーを引き継いでいる。 

ドゥニ・デュブルデューは、ボルドー大学で「貴腐ぶどうの分子構造」の研究で博士号を取

得し、後に教授に任命されている。また、醸造学者でワイン醸造では初となる「パリ科学アカデ

ミー賞」を受賞し、ボルドーの白ワインの品質向上に大きな影響を与えている。その功績が認

められ「白ワインの法王」と呼ばれるようになる。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 15ｈａ 

栽培比率 セミヨン 80％  ソーヴィニヨン・ブラン 20％ 

醸造 ： 約 4 万本 

 

L'Extravagant de Doisy Daene （レクストラヴァガン・ド・ドワジ・デーヌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 級格付けであるシャトー・ドワジー・デーヌが、1級格付けシャトーを凌ぐワインとして一躍有

名になったのは、1997 年ヴィンテージで発売した「L'Extravagant de Doisy Daene（レクストラヴ

ァガン・ド・ドワジ・デーヌ）」である。 

このワインは、通常の収穫が終わると 1 本の樹にぶどうの房を 2 つだけ残し、さらなる完熟を

させ果実の凝縮を図ったもので、生産量は極めて少ない。濃厚な味わい豊かな甘さにワイン

評論家たちも驚愕したほどである。 

フランス語の extravagant（エクストラヴァガン）とは「とんでもない、とてつもない」という意味に

なる。 
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Pomerol （ポムロール） 
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Château Petrvs  

（シャトー・ペトリュス） 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、キリストから天国の鍵を渡さ 

れた十二使徒の長、聖ペテロを意味する「Pierre 

（ピエール）」に由来するという説と、古い村名が使 

われたのではないかという説がある。 

 

現在のフランス語での表記では、ペトリュスのア 

ルファベットは「Petrus」となるが、ラベルに記載さ 

れている文字はフランスの古語の「v」が使われて 

「Petrvs」となっている。 

 

 

【歴史】 

1837 年、後にペトリュスとなる地所は、Arnaud（アルノー）家が所有していたという記録が残さ

れているが、それ以前の 18 世紀中ごろからアルノー家が所有していたようだ。その時の畑の

面積は 7ｈａほどであった。 

1889 年、パリ万国博覧会で、Ch.Petrvs-Arnaud（シャトー・ペトリュス・アルノー）の名で金賞

を獲得したことで、それまで無名だったシャトーの存在が広がる。 

 

20 世紀の初め、アルノー家は社団法人 La Société Civile du Ch.Petrvs（ラ・ソシエテ・シヴィ

ル・デュ・シャトー・ペトリュス）を設立し、ペトリュスの株を一般公開する。 

 

1925年、St.Emilion（サンテミリオン）地区の Libourne（リブルヌ）市で、Hôtel Loubat（オテル・

ルーバ）を経営する Edmond Loubat（エドモン・ルーバ）の未亡人は、ペトリュスの株を買い始

めシャトーの所有者のひとりになる。 

ワインに対して権威があった、フランスのワイン専門チェーン Nicolas（ニコラ：1822 年創業）

は、1933 年の販売リストに「ペトリュス」を掲載するほど、ワインとしての評価は上がっていた。 

ニコラ社は、それまで樽で取引されていたワインを、世界で初めてボトリングにして小売りを

始めている。 

 

1945 年、エドモン・ルーバ夫人はペトリュスの単独所有者となる。 

そ の 頃 の ワ イ ン の ラ ベ ル に は 、 Mme.Lacostol Loubat （ ラ コ ス ト ル ・ ル ー バ 夫 人 ） と

Mme.Edmond Loubat（エドモンド・ルーバ夫人）両名の名が記載されている。 
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ルーバ夫人は、ぶどう栽培や醸造に関する管理は、シャトーの販売権を独占していた Jean 

Pierre Moueix（ジャン・ピエール・ムエックス）の指導を仰いでいた。 

1947 年、ムエックス社はペトリュスの代理人に選任される。 

 

1961 年、ルーバ夫人が亡くなると、夫人に直系の子供が無かったため、シャトーは姪の Lily 

Lacoste（リリィ・ラコスト）と甥の Lignac（リニャック）、そしてムエックス社に分割して寄贈された。

結果として、代理人 Jean François Moueix（ジャン・フランソワ・ムエックス）は、無償でペトリュス

の一部を取得した事になる。 

1964 年、ジャン・フランソワ・ムエックスは、姪のリリィが所有していた畑を買収する。 

1969 年、隣接する Ch.Gazin（シャトー・ガザン）のぶどう畑 5ｈａを購入し、合わせて 12ｈａほ

どの面積となる。 

2002年、ジャン・フランソワは、甥のリニャックが所有していた畑を買収し、シャトー・ペトリュス

の単独所有者となった。 

2003 年、ジャン・フランソワが亡くなると、父と同名の息子 Jean François（ジャン・フランソワ）

と弟の Christian（クリスチャン）、そして孫の Edouard（エデュアール）たちが後を継いでいる。 

 

後継者たちは、ボルドー大学の醸造学の権威 Emile Peynaud（エミール・ペイノー）博士を非

常勤として契約する。また、醸造学者の Jean Claude Bellee（ジャン・クロード・ベルエ）を責任者

としてシャトーに迎えている。 

 

2007 年、44 年間務めていた醸造家のベルエが引退する。 

シャトーの運営は Eric Murisakos（エリック・ムリザスコ）が引き継ぎ、ベルエの息子 Olivier 

Bellee（オリヴィエ・ベルエ）が醸造技術者として任命されている。 

 

2009 年、ジャン・フランソワはシャトー・ペトリュスの所有者として、弟のクリスチャンはムエック

ス社の社長としてシャトーを運営することになる。 

 

クリスチャン・ムエックスは、カリフォルニア州ナパ・ヴァレーのワイナリーDominus（ドミナス）も

所有している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 11.5ｈａ（シャトー・ガザンから購入した約 5ｈａを含む） 

栽培比率 メルロ 95％ カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 3 万本 
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Château Clinet （シャトー・クリネ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史】 

シャトーの名称の由来は分からない。 

1700 年、後にクリネとなる地所でぶどう栽培が行われていた記録が残されている。 

 

1860 年、地所は Costan（コスタン）家が取得する。その後、Ch.Petrvs（シャトー・ペトリュス）

の所有者 Arnaud（アルノー）家が取得している。 

 

1900 年、Georges Audio（ジョルジュ・オーディオ）が地所を買収する。 

 

1986 年、ジョルジュ・オーディオの娘は、Jean Michel Alcourt（ジャン・ミシェル・アルコート）と

結婚する。以後、シャトーはジャン・ミシェルが醸造責任者となり、ワイン・コンサルタントに

Michel Rolland（ミシェル・ロラン）を迎えている。 

その結果は 1989 年ヴィンテージに現れ、ワイン専門誌 Advocate（アドヴォゲイト）で満点を

獲得し、ワイン市場で一躍その存在感を示すことになる。 

 

1997 年、シャトーは Labolt（ラボルト）家の Jean Louis Labolt（ジャン・ルイ・ラボルト）と Ronan 

Labolt（ロナン・ラボルト）によって買収される。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 8ｈａ 

栽培比率 メルロ 85％   

カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 5 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Fleur de Clinet（フルール・ド・クリネ） 約 1 万本 
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Château L’Eglise Clinet （レグリーズ・クリネ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、教会「église（エグリーズ：聖ヨハネ教会）」を意味する。 

 

【歴史】 

18 世紀、14ｈａほどあった地所は Clos L’Eglise（クロ・レグリーズ）と Clos L’Eglise Clinet（ク

ロ・レグリーズ・クリネ）に分割される。 

1882 年、クロ・レグリーズの息子と Clinet（クリネ）の娘が結婚する。それを機に、お互いの畑

を合わせたシャトー名「レグリーズ・クリネ」を創設する。 

 

現在は Denis Durantaus（デゥニ・デユラントー）が所有者となっている。 

 

シャトー・レグリース・クリネとシャトー・クリネは似た名称だが、ワインのスタイルはまったく別

物といえる。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 5.5ｈａ 

栽培比率 メルロ 85％   

カベルネ・フラン 15％ 

醸造 ： 約 1.5 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Petite Eglise（ラ・プティ・エグリーズ）  

約 2 万本 1986 年発売 
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Château L‘Evangile （シャトー・レヴァンジル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、福音（福音書）「evangile（エヴァンジル）」に由来する。 

 

【歴史】 

1741 年、後にレヴァンジルとなる地所は「ファジロー」の名前で登録されている。 

 

その後の時代は不明だが、Libourne（リブルヌ）市出身の l’Eglise（レグリーズ）家が所有して

いたらしい。 

1800 年ころ、法律家の Isanbert（イザンベール）が地所を取得し、シャトーの名を「レヴァンジ

ル」と改名する。 

 

1862 年、Paul Chaperon（ポール・シャペロン）がシャトーを買収する。 

その後は、ポール・シャペロンの子孫となる Ducass（デュカス）家が、1990 年まで所有する。 

デュカス家はサンテミリオンの Ch.Cheval Blanc（シャトー・シュヴァル・ブラン）も所有していたが、

娘の Henriette（アンリエット）が Jean Fourcaud-Laussac（ジャン・フルコー・ローサック）に嫁ぐ

際に、シャトー・シュヴァル・ブランを婚資にしたという。 

 

1900 年、ポール・シャペロンが亡くなる。シャトーは彼の子孫が受け継ぐが、1956 年に発生

する霜害により、経済的に大きな打撃を受けてしまう。 

1957 年、シャトーを継いだ Louis Ducass（ルイ・デュカス）は、シャトーの立て直しに尽力し過

去の名声を取り戻すようになる。 

1982 年、ルイ・デュカスの死後、未亡人 Simone Ducass（シモーヌ・デュカス）がシャトーの経

営を担っている。 
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1990 年、Ch.Lafite（シャトー・ラフィット）を経営する D.B.R.「Domaine Baron de Rothschild（ド

メーヌ・バロン・ド・ロートシルト）」社が、レヴァンジルの所有権の一部を買い取る。 

2000 年、D.B.R.社は、レヴァンジルの所有権を完全取得する。 

ワイン・コンサルタントに Michel Rolland（ミシェル・ロラン）が参画している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 22ｈａ 

栽培比率 メルロ 80％  カベルネ・フラン 20％ 

醸造 ： 約 3.5 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Blason de L'Evangile（プラゾン・ド・エヴァンジル） 約 1.5 万本 
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Château La Conseillante （シャトー・ラ・コンセイヤント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Catherine Conseillan（カトリーヌ・コンセイアン）に由来す

るが、シャトー名は「Conseillante（コンセイヤント）」としている。 

 

【歴史】 

18世紀中ごろ、Libourne（リブルヌ）市で鉄商を営んでいたCatherine Conseillan（カトリーヌ・

コンセイアン）は、23ｈａほどの地所を引き継いだ。 

カトリーヌ・コンセイアンは 1735 年くらいからぶどう畑を拡張し、小作人に貸し与えていた。 

1756 年、この年のワインからシャトー名を「ラ・コンセイヤント」としている。 

 

その後の所有者は分かっていない。 

1840 年、カトリーヌ・コンセイアンの一族と思われる Lepersch Plantstau（ルペルシュ・プラン

ストー）が、シャトーを所有する。 

 

1871 年、パリでワイン商を営む Louis Simon Nicolas（ルイ・シモン・ニコラ）がシャトーを買収

する。その後は、息子の Louis Pierre Felix（ルイ・ピエール・フェリックス）が継ぎ、続いてルイ・

ピエールの息子 Henri（アンリ）が 1953 年まで、その後はもう一人の息子 Louis（ルイ）が 1970

年まで引き継いでいる。 

 

現在は、ニコラ家で 4 代目となる Marie Francis Nicolas Dafuoille（マリー・フランシス・ニコラ・

ダフオイユ）と、Bertrand Nicolas（ベルトラン・ニコラ）の 2 人がシャトーの経営に携わっている。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 12ｈａ 

栽培比率 メルロ 80％  カベルネ・フラン 20％ 

醸造 ： 約 6 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Duo de Conseillante（デュオ・ド・コンセイヤント） 2007 年発売 
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Château Lafleur （シャトー・ラフルール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史】 

18 世紀中ごろ、後にラフルールとなる地所は、「Renoir de Gay（ルノワール・ド・ゲイ）」と呼ば

れたシャトーの一部だった。 

その後、シャトー・ルノワール・ド・ゲイは「Domaine de Lafleur（ドメーヌ・ド・ラフルール）」と、

「Ch.le Gay（シャトー・ル・ゲイ）」の二つに分割され、ドメーヌ・ド・ラフルールは Ginodau（ギノー

ドー）家の息子 Henri（アンリ）が引き継ぎ、シャトー・ル・ゲイはもう一人の息子 Emil（エミール）

が引き継いでいる。 

1915年、ドメーヌ・ド・ラフルールは、義理の息子Andre Robin（アンドレ・ロビン）が引き継ぎ、

「シャトー・ラフルール」と改名して初代の所有者となる。 

1946 年、アンドレ・ロビンの娘 Thérèse（テレーズ）と Marie（マリー）は、シャトー・ラフルール

とシャトー・ル・ゲイの双方を継承するが、彼女たちが携わるワインの評価は低かった。 

1981 年、Jean Pierre Moueix（ジャン・ピエール・ムエックス）社が、シャトー・ラフルールの販

売権を継承する。 

1985 年、テレーズとマリーの甥 Jacques（ジャック）と姪 Sylvie Ginaudieu（シルヴィー・ギノデ

ュー）は、シャトーの責任者となる。 

2002 年、甥のジャックと姪のシルヴィーが、シャトー・ラフルールを買収する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 4.5ｈａ 

栽培比率 メルロ 50％   

カベルネ・フラン 50％ 

醸造 ： 約 1.2 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Pensees de Lafleur（パンセ・ド・ラフルール）  

約 3,000 本 2002 年発売 
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Château La Fleur‐Pétrus （シャトー・ラ・フルール・ペトリュス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、La Fleur（ラ・フルール）の「花」と、Pétrus（ペトリュス）は「聖ペテロ」に由

来する。 

 

【歴史】 

このシャトーの歴史や所有者などの変遷は分からない。 

19 世紀後半、シャトーは Constant（コンスタン）家が所有していたようで、その時のシャトー

の名称は Pétrus Lafleur（ペトリュス・ラフルール）と呼ばれていた。 

その後、所有者は転々とする。 

 

1952 年、シャトーは Jean-Pierre Moueix（ジャン・ピエール・ムエックス）社が買収する。 

1994 年、ムエックス社は Ch.le Gay（シャトー・ル・ゲイ）から 4ｈａの畑を購入する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 13ｈａ 

栽培比率 メルロ 95％  カベルネ・フラン 5％ 

醸造 ： 約 6 万本 
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Château Latour à Pomerol （シャトー・ラトゥール・ア・ポムロール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史】 

18 世紀、Pomerol（ポムロール）の広大な土地は Chmbaut（シャンボー）家が所有していた。 

1875 年、シャンボー家の娘が Louis Gality（ルイ・ガリティ）と結婚することで、土地はルイ・ガ

リティの所有となる。 

1914 年、ルイ・ガリティが亡くなると、地所は 3 つに分割された。 

1917 年、Ch.Petrvs（シャトー・ペトリュス）を所有する Edmond Loubat（エドモン・ルーバ）夫

人は、分割されていた地所の一部を取得する。 

エドモン・ルーバ夫人はその後、Haut Corton Giraud（オー・コルトン・ギロー）と呼ばれてい

た地所を取得する。それが後に「Ch.Latour à Pomerol（シャトー・ラトゥール・ア・ポムロール）」と

なるが、名前の由来は分からない。 

 

1961 年、エドモン・ルーバの姪の Lily Paul Lacoste（リリー・ポール・ラコスト）が、シャトーを

受け継いでいる。 

1962年、シャトーは Jean Pierre Moueix（ジャン・ピエール・ムエックス）の管理化に置かれる。 

 

2002 年、リリー・ラコストは、Ch.de Galor（シャトー・ド・ガロール）慈善家財団にシャトーを寄

付した。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 8ｈａ 

栽培比率 メルロ 90％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 3 万本 
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Château Hosanna （シャトー・オザンナ） 

旧名 Château Certan Giraud （セルタン・ジロー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、ヘブライ語で｢祈り、救いたまえ、祈願する叫び｣などを意味する。 

 

【歴史】 

1999 年、Ch.Petrvs（シャトー・ペトリュス）を所有する Moueix（ムエックス）社は、Ch.Certan 

Giraud（シャトー・セルタン・ジロー）を買収する。 

ムエックス社は、買収したシャトーを 3 つの区画に分け、その 1 区画を Ch.Nenin（シャトー・

ネナン）に売却し、1 つの区画は「シャトー・オザンナ」とし、残りの 1 区画は Dilon（ディロン）家

が買収しシャトー名を「Certan Marzelle（セルタン・マルゼル）」とした。 

シャトー・セルタン・マルゼルは、後にムエックス社が買収する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 4.5ｈａ 

栽培比率 メルロ 70％  カベルネ・フラン 30％ 

醸造 ： 約 2 万本 
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Château Certan de May （セルタン・ド・メイ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、地名の Certan（セルタン：フランスの古語で「砂漠」を意味する）と、所有

者であった Mar（メイ）家に由来する。 

もともとは作物の栽培に適さない砂漠のような土地であったという。 

 

【歴史】 

16 世紀末、スコットランド出身の May（メイ）家は、ブルボン朝初代のフランス王 Henri IV（ア

ンリ 4 世：1589-1610）から、ぶどう栽培の許可を得て開拓を始めたとされる。 

その頃の敷地は、現在の Vieux Château Certan（ヴィユー・シャトー・セルタン）や Ch.Certan 

Giraud（シャトー・セルタン・ジロー）などを含む広大な面積であったという。 

 

1925 年、シャトーは Barrow Davar（バロー・ダヴァール）が買収する。 

1974 年、Odette Barrow Davar（オデット・バロー・ダヴァール）が引き継いでいる。 

ワイン・コンサルタントに Michel Rolland（ミシェル・ロラン）が参画している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 5ｈａ 

栽培比率 メルロ 70％  カベルネ・フラン 25％ 

醸造 ： 約 2.5 万本 
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Château Petit‐Village （シャトー・プティ・ヴィラージュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、フランス語の「Petit（プティ：小さな」）と、「Village（ヴィラージュ：村）」に由

来し、「小さな村の庭」を意味するという。 

 

【歴史】 

1785 年、Dufresne（デュフレーヌ）家によって、シャトー・プティ・ヴィラージュの名称でワイン

造りが始まる。 

 

1919 年、ボルドーでネゴシアン（酒商）を営む Ginestet（ジネステ）が買収する。 

1956 年、ジネステ社は、ボルドーを襲った霜害で枯れたぶどうの樹の植え替えを行う際、メ

ドックの主力品種である Cabernet Sauvignon（カベルネ・ソーヴィニョン）を、50％を超える割合

で植樹を行っている。しかし、これが不適であったという結果を招いてしまった。Pomerol（ポム

ロール）地区や St.Emilion（サンテミリオン）地区の気候や土壌には、周辺のシャトーが多く採

用している Merlot（メルロ）が最適であったようだ。 

 

1971 年、メドック格付け 2 級の Ch.Cos d’Estournel（シャトー・コス・デストゥーネル）を所有

する、Bruno Platz（ブルーノ・プラッツ）の指導のもと、カベルネ・ソーヴィニョンを引き抜いてメ

ルロを植樹している。 

1977 年、貯蔵施設を改装し、ワインの品質向上を目指している。 

 

1989 年、シャトーは保険会社 AXA Millésimes（アクサ・ミレジム）が買収する。 

アクサ・ミレジムは、メドック格付け 2 級の Ch.Pichon Longueville Baron（シャトー・ピション・ロ

ングヴィル・バロン）や、ソーテルヌ格付け 1 級の Ch.Suduiraut（シャトー・スデュイロー）など、

他にも多くのシャトーを所有している。 
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【栽培・醸造】 

面積 ： 約 11ｈａ 

栽培比率 メルロ 65％ カベルネ・フラン 15％  カベルネ・ソーヴィニョン 20％ 

醸造 ： 約 4 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Le Jardin de Petit Village（ル・ジャルダン・ド・プティ・ヴィラージュ：メルロ 100％） 

約 1.5 万本 1996 年発売 
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Château Trotanoy （シャトー・トロタノワ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、trotany（トロタノワ）はフランスの古語で「憂鬱（ゆううつ）すぎる」に由来す

る。tro（トロ）は「余りに・とても」といい、tanoy タノワは「面倒な・うんざり」という意味になる。 

ぶどう栽培には不適な土地だったようだ。 

 

【歴史】 

18 世紀中ごろ、Giraud（ジロー）家が所有していた。 

当時の土地は、「うんざりするような固くて耕せない（trop ennuie：トロ・アンニュイ）」といわれ

るほどだったことから、シャトー名の由来になったという。 

 

ジロー家による所有は 2 世紀にも及ぶが、土地の開拓が難しかったのか、シャトーの経営に

それほど力を注がなかったのかは不明だが、畑は次第に縮小していった。 

1868 年、25ｈａほどの面積が登録されている。 

1929 年、その面積はさらに減少し 11ｈａになっている。 

1953 年、Ch.Petrvs（シャトー・ペトリュス）を所有する、Jean Pierre Moueix（ジャン・ピエール・

ムエックス）社が買収した時には、7ｈａほどまでに縮小していた。 

1985 年から 1995 年の 10 年間で、大幅なぶどうの植え替えを行っている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 8ｈａ 

栽培比率 メルロ 90％ 

カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 4 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

Espérance de Trotanoy 

（エスペランス・ド・トロタノワ） 約 5,000 本 
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Vieux Château Certan （ヴィユー・シャトー・セルタン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、フランス語の Vieux（ヴィユー：古い）と、古い地名 Certan（セルタン：砂漠）

に由来する。 

もともとは、作物の栽培に適さない荒れ果てた土地で、税金の取り立てもなかったという。 

 

【歴史】 

1858 年、16 世紀から May（メイ）家が所有していた地所の一部を、パリの銀行家 Charles de 

Busquet（シャルル・ド・ブスケ）が買収して、シャトーの館を建設する。その際、シャトーの名称

を「ヴィユー・シャトー・セルタン」としている。 

1924 年、ベルギー出身でネゴシアン（酒商）を営む、Tiapon（ティアポン）家がシャトーを買

収する。 

ティエポン家の 2 代目 Léon（レオン）は、シャトーのワイン全てを樽でベルギーに出荷し、そ

こでビン詰め・販売していた。3 代目の Alexandre（アレクサンドル）から、シャトーでのビン詰め

を始めている。その頃のワインの評価は高く、Ch.Petrvs（シャトー・ペトリュス）や Ch.l’Evangile

（シャトー・レヴァンジル）などと同等に扱われていた。 

アレクサンドル・ティアポンの従弟は、今ではシャトー・ペトリュスに次ぐ高価なワインとなって

いる Ch.le Pin（シャトー・ル・パン）を所有する。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 14ｈａ 

栽培比率  

メルロ 50％  カベルネ・フラン 25％ 

カベルネ・ソーヴィニヨン 20％ 

醸造 ： 約 5 万本 

【セカンド・ワイン】 

La Gravette de Certan（ラ・グラヴェット・ド・セルタン） 

旧名 Clos de la Gravette（クロ・ド・ラ・グラヴェット） 
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Château Gazin （シャトー・ガザン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、地名の Gazin（ガザン）に由来する。 

 

【歴史】 

1447 年、Barrau（バロー）兄弟が、Antoine de Murat（アントワン・ド・ミュラ）から贈与された

Gazin（ガザン）の敷地は 90ｈａほどの広さがあったが、手入れがされていないただの荒野であ

ったという。 

その後、敷地は少しずつ分割されている。 

 

18 世紀中ごろ、ガザンの土地にワイン造りのシャトーが増え始める。 

1754 年、Jean Bayonne（ジャン・バイヨンヌ）が開拓を始める。 

1760 年、ジャンの息子 2 人が土地の買収やぶどう畑の開拓、建物などを買収していく。 

 

フランス革命（1789-1799）の時代、シャトーを相続していた Pierre Bayonne（ピエール・バイ

ヨンヌ）は海軍艦長に就任している際、ボルドーの造船技師の娘 François Tinacque（フランソ

ワ・ティナック）と結婚し、ガザンを改修して住居としている。 

1808 年、ピエール・バイヨンヌはポムロールの市長に選ばれている。 

 

1828 年、ピエール・バイヨンヌが亡くなる。 

シャトーを相続した未亡人のフランソワ・ティナックは、David Fabre（ダヴィッド・ファーブル）と

再婚し、シャトーの資産を夫に与えている。 

 

1873 年、ダヴィッド・ファーブルが亡くなると、ダヴィッドの甥の子供 Kabanne（カバンヌ）がシ

ャトーを相続する。 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11481323655-13055296250.html


- 232 – 

その頃のワインは、1878 年のパリ万博や 1885 年のベルギーの Anvers（アンヴェール）で表

彰されるほど、高い評価を受けていた。 

 

1860 年代に大発生したフィロキセラ（ぶどう根アブラ虫）が、1900 年代の初めにシャトー・ガ

ザンを襲う。当時の所有者 Léon Kunude（レオン・クヌデ）は、対処を試みるがぶどう畑は壊滅

状態となってしまい、売却を余儀なくされてしまう。 

1917 年、ワインの仲買人 Louis Súal（ルイ・スーアル）がシャトーを買収する。ルイは

St.Emilion（サンテミリオン）の Ch.Domique（シャトー・ドミニク）も買収している。 

 

1969 年、財産分与によりシャトー・ドミニクと分離される。 

その後、ガザンのぶどう畑の 5ｈａを Ch.Petrvs（シャトー・ペトリュス）を所有する Jean Pierre 

Moueix（ジャン・ピエール・ムエックス）社に売却する。 

1986 年からシャトーの管理は、ムエックス社が行っている。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 24ｈａ 

栽培比率 メルロ 90％  カベルネ・フラン 5％  カベルネ・ソーヴィニョン 5％ 

醸造 ： 約 2.5 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

L'Hospitalet de Gazin（ロスピタレ・ド・ガザン） 約 3 万本 1986 年発売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に戻る 

https://ameblo.jp/rokudenashichan/image-11481323655-13752860927.html


- 233 – 

 

 

 

 

 

 

Médoc cru bourgeois 

（メドック・クリュ・ブルジョワ） 
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Château Chasse Spleen （シャトー・シャス・スプリーン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称には二つの説がある。 

ひとつは、フランスの詩人 Charles Baudelaire（シャルル・ボードレール）が詠んだ「スプリー

ン」という題の詩に由来するという。 

もうひとつは、1821 年、このシャトーを訪れた英国の詩人でワイン愛好家であった Lord 

Byron（ロード・バイロン)が、「憂鬱（ゆううつ）を取り除くには、このワイン以上のものはない」と語

ったことに由来するという。 

フランス語では「spleen（憂鬱）を chasse（追い払う）=憂いを払う」と解される。 

 

【歴史】 

1560 年、地所を所有していた Grecher（グレシェール）家がワイン生産を始め、「グレシェー

ル」のワインと呼ばれていた。 

1820 年、この時代には「Grand Peugeot（グラン・プジョー）」と呼ばれていた。 

 

その後、シャトーに相続問題が発生し、地所はグレシェールの妹と Castan（カスタン）夫人の

二人に分割される。 

カスタン夫人が相続した地所が、後にシャトー・シャス・スプリーンとなる。 

 

1909 年、シャトーはドイツ人ワイン商社の Senitz（セニッツ）社に売却される。 

1914 年、第一次世界大戦（1914-1918）が勃発すると、シャトーの所有者がドイツ人であった

ため、シャトーの資産はフランス政府に没収され、地所は競売に出された。 

落札したのは Lahari（ラハリ）家という。 

 

1976 年、シャトーは、ボルドーの大手ネゴシアン（酒商）の Taiyan（タイヤン）グループが取
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得し、「SA du Château Chasse Spleen（SA・デュ・シャトー・シャス・スプリーン）」の名称で法人

化している。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 80ｈａ 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 75％  メルロ 20％ 

醸造 ： 約 28 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

L'Heritage de Chasse Spleen（レリタージュ・ド・シャス・スプリーン） 約 15 万本 

L’Oratoire de Chasse Spleen（ロラトワール・ド・シャス・スプリーン） 約 15 万本 
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Château Sociando Mallet （シャトー・ソシアンド・マレ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シャトーの名称】 

シャトーの名称は、所有者であった Sociondo（ソシオンド）家と、その後の所有者 Mme Mallet

（マレ夫人）に由来する。 

Sociondo（ソシオンド）家のスペルミスで「Sociando（ソシアンド）」になったという。 

 

【歴史】 

シャトー・ソシアンド・マレは、St.Estephe（サンテステフ）村の北隣り St-Seurin de-Cadourne

（サン・スーラン・ド・カドゥルヌ）村にあり、メドックの高級シャトーとしてはメドック地区の最北部

にあり、ジロンド河では最下流域に位置する。 

AOC（原産地管理呼称）名は Haut-Médoc（オー・メドック）となる。 

 

1600 年代、スペイン、Basque（バスク）地方出身の Sociondo（ソシオンド）家は、当時の

Bayonne（バイヨンヌ）の町の大司教の援助を得て建てられた、フランス南西部のスペイン国境

に近い Ascain（アスカン）村の邸宅に住み、メドックのサン・スーラン・ド・カドゥルヌ村に土地を

所有していた貴族とされている。 

 

フランス革命までの所有者の変遷は分からない。 

その後、ボルドー市長となった弁護士の Guillaume Brochon（ギョーム・ブロション）が所有者

となるが、フランス革命の最中 1793 年、国民公会で拘束されたという。 

 

1850 年、シャトーは Mme Mallet（マレ夫人）が取得する。 

シャトーの名称は、マレ夫人の要望で「ソシアンド・マレ」とされた。しかしその後、夫人による

シャトーの経営に力を注がれることはなく、ぶどう畑は荒れたままになり当然のごとくワインの評

価は低迷していく。 

そのような状況から、1855 年に行われたメドック格付けでは対象から外されたようだ。その後

1878 年から 1969 年まで、所有者は転々とする。 
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1969 年、シャトーは Jean Gautreau（ジャン・ゴートロー）が取得する。 

買収した時のシャトーは、ぶどう畑は管理がされていない 5ｈａほどしかなく、シャトーの建物

だけが残されているというありさまだったという。 

ジャン・ゴートローは、メドックの格付け（1 級から 5 級）の下に位置する Cru Bourgeois（クリ

ュ・ブルジョワ）クラスに認定されていたこのシャトーに、投資や改良を重ね格付けシャトーと肩

を並べるほどのワインに仕上げていった。 

 

2003 年から行われたクリュ・ブルジョワの見直しでは、ブルジョワ 3 階級の最上位となる Cru 

Bourgeois Exceptionnel（クリュ・ブルジョワ・エクセプショネル）の指定を受けたが、ジャン・ゴー

トローはこの格付けに納得せず、その格付け名を返上している。 

ジャンは次のように延べ、格付けには入らないと宣言した。 

 

「格付けシャトーでもブルジョワでもなく、我はソシアンド・マレである」 

 

ソシアンド・マレがぶどうにとって良い環境にあるのは、水はけのよい砂利という恵まれた立

地条件にあるからと専門家は指摘している。 

ジャンは、偉大なワイン造りには古い木のぶどうが必要と主張し、醸造においては、近年ボ

ルドーのほとんどのシャトーが導入している低温発酵ではなく、発酵技術と管理が難しい高温

発酵を取り入れている。発酵終了後の Macertion（マセラシオン：ワインと果皮を漬け込む状態）

も長く行っている。 

2019 年、ジャンは 92 歳で亡くなり、シャトーは娘の Sylvie（シルヴィー）が継いだ。 

 

ソシアンド・マレの近年のヴィンテージの評価は高く、メドックの 3 級格付け以上の力があると

いわれる。ワインのほとんどはフランス国内、その多くは高級レストランで消費されるため、一般

市場に出ることは少ない。 

 

【栽培・醸造】 

面積 ： 約 95ha（敷地 125ｈａ） 

栽培比率 カベルネ・ソーヴィニヨン 60％  メルロ 25％  カベルネ・フラン 10％ 

醸造 ： 約 20 万本 

 

【セカンド・ワイン】 

La Demoiselle de Sociando Mallet  

（ラ・ドゥモアゼル・ド・ソシアンド・マレ） 
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【特別ワイン】 

 

Château Sociando Mallet Jean Gautreau （シャトー・ソシアンド・マレ・ジャン・ゴートロー） 

 

シャトー・ソシアンド・マレを生産する 1500 樽の中から最上の 15 樽を選び出し、さらに 6 カ

月間長く樽熟成させたもの。いわばジャン・ゴートローのプライベート・リザーヴ・ワインである。 

1995 年発売 
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